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調査トピックス
►Ⅰ．進路選択における親⼦コミュニケーションの実態

n⾼校⽣の83％、保護者の89％が進路について「話す」。⾼校⽣・保護者のいずれからみても、 “⾃分のやりたいことをやりなさい”
と声をかける保護者が増加。

‒ ⾼校⽣では83％、保護者では89％が、進路について「話す」。⾼校⽣・保護者とも前回からは⼤きい変化はない。
‒ ⾼校⽣からみて、進路の話をするとき保護者がよく使う⾔葉は「⾃分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」が突出。保護者⾃⾝の

認識でも、進路について⾼校⽣と話す際によく使う⾔葉は「⾃分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」が最も多い。また、⾼校
⽣・保護者ともにこの⾔葉を使う割合の上昇傾向が続いた。

‒ 進路に関して保護者の81％がアドバイスを「している」と回答したが、保護者の73%が進路選択について⼦どもへのアドバイスを｢難しい｣と感じて
いる。困難を感じる理由は、「⼊試制度をはじめ最新の進路情報を知らないから」 がトップ。コロナ禍での“先⾏き不安”は解消されつつあるが、
「⼦どもにアドバイスできるほど、⾃分の⽣き⽅・考え⽅に⾃信がないから」など、親として⼦供の⼈⽣に関与すること⾃体の難しさを理由とする
⼈が増えている。

‒ ⾼校⽣からみて、進路に関する保護者の⾏動や態度は、「私の考えを尊重する」 「あたたかく⾒守っている」「相談にのってくれる」が70％前後
で拮抗。時系列では⾼校⽣の考えを尊重し、ちょうどいい距離感で⾒守る姿勢の保護者が増加している。

►Ⅱ 進路検討⾏動
n進路検討に必要な情報は「現在の⼊試制度のしくみ」がトップ。奨学⾦制度の認知・利⽤意向はさらに⾼まった。

‒ ⼦どもの進学を希望する保護者にとって、進学先検討のために重要な情報のトップは「現在の⼊試制度のしくみ」。時系列でみると上位項⽬ではス
コアが低下したものが多いが、「進学費⽤（学費・⽣活費など）」がわずかに増加した。逆に、 “⼊試”に関する情報への関⼼がわずかではあるが
薄まっている。

‒ ⼦どもの進学を希望する保護者のうち、9割近くが奨学⾦には給付型・貸与型があることを認知。時系列でみると、「2020年から⾼等教育の修学⽀
援新制度が始まり、授業料・⼊学⾦の減免制度が創設されたこと」については、2019年（21％）から2021年（63％）にかけて⼤幅に上昇したが、
今回はさらに上昇し70% が認知している。また、⼦どもの進学を希望する保護者の半数強が、「⾼等教育の修学⽀援制度」の利⽤意向あり。時系
列でみると、いずれの制度も利⽤意向者が増加している。

►Ⅲ 進路・将来にまつわる期待と不安
n⾃分の進路に対しては「不安」、将来について気がかりが「ある」⾼校⽣が70％前後。

‒ ⾼校⽣が進路を考えるときの気持ちは、「楽しい」が28％、「不安」が67％。時系列ではほとんど変化がないが、明確な「不安な気持ち」を表明
する割合は減少傾向。

‒ また、⾼校⽣の71％、保護者の67％が、⾼校⽣の将来について気がかりなことが「ある」と回答。⾼校⽣⾃⾝、保護者ともに将来について気がか
りに思っていることのトップは「就きたい職業に就けるか」。

‒ 就きたい職業について具体的に尋ねると、⾼校⽣の55％が就きたい職業が「ある」と回答。時系列ではほぼ横ばい。就きたい職業を具体的に尋ねた
ところ、時系列では「エンジニア・プログラマー・IT関連」が初めて5位以内に⼊った。

►Ⅳ 将来展望
n成年年齢が近づくことについては、⾼校⽣は期待と不安が拮抗。保護者では7割以上が不安。
nただし、将来の選択肢の幅・数は「広がる」「増える」と考える⾼校⽣・保護者が6割近くを占める。

‒ 成年年齢（18歳）が近づくことについて、⾼校⽣では「期待・計」「不安・計」が共に5割程度で拮抗。保護者では「期待・計」が24％にとどまり、
7割以上が不安に思っている。

‒ 将来的な選択肢の“幅”については、⾼校⽣、保護者ともに、合計では3⼈に2⼈が「広がる」と回答。また、選択肢の“数”については、⾼校⽣・保護
者共に過半数が「増える」と回答。いずれの場合も、AIなどの技術⾰新や社会のグローバル化を背景に、価値観の多様化や⽣活の質の向上、新しい
職業の創出を期待する意⾒が多い。

‒ “グローバル化”が将来に影響することがあるかどうかを尋ねたところ、⾼校⽣の55％、保護者の63％が影響が「ある」と回答。また、⾼校⽣の59％
がグローバル社会で通⽤する⼈材に「なりたい」、保護者では63％が「なってほしい」と回答。いずれも、保護者では割合が増加しており、グロー
バル化が進むことを⾒越し、⼦どもがうまく対応できることを期待する気持ちが強い。

‒ また、”AIなどの技術⾰新”についての考えを尋ねたところ、⾼校⽣の61％、保護者の53％が期待していると回答した。

►Ⅴ 教育改⾰の評価と⾼校での対応状況
n教育改⾰への対応を⾏っていると感じる割合が増加。特に「探究学習」への取り組みが保護者にも浸透しつつある。

‒ ⾼校⽣の39%、保護者の29%が、通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると「感じている」。コロナ禍の2021年と⽐較して「感じてい
る」が⼤幅に増加。特に保護者で⾼校における対応の実感が増している。

‒ 通っている⾼校での教育改⾰の取り組み内容の上位は、 「探究学習」 や「⽣徒が主体的に考え学びあう授業」への転換。探究学習について保護者
に尋ねると、⼦どもの通う⾼校が「探究学習」に取り組んでいると「感じている」が31％を占めた。

►Ⅵ 教育活動へのICTの活⽤状況
n⾼校でのICT教育は組織的な活⽤が進み、探求学習などでの利⽤が広がった。

‒ ⾼校⽣の91％、保護者の78％が、⾼校でICTが活⽤されていると回答。時系列では「学校全体で組織的に活⽤を推進している」が⼤幅に増加。
‒ ⾼校⽣にとってICT活⽤で良かった点を時系列でみると、「共同作業やディスカッションがしやすくなった」「探究活動など、⾃⾝の興味ある学び

を深めることができた」「ICTスキルが上がった」「オンラインを通して活動の幅が広がった」などが上昇し、⼀⽅向の連絡や授業への利⽤だけで
ない活⽤が広がっている。保護者でも、「オンラインで宿題などの⾃宅学習が進められた」「⼦どものITスキルが上がった」「探究活動など、⼦ど
もが興味ある学びを深められた」が10ポイント前後上昇。保護者においても、幅広い学習への活⽤が進みさらに利⽤によって⼦どものスキルが向上
していることが認識されている。

►Ⅶ 家庭と⾼校の役割
n⾼校⽣、保護者とも“⼦どもの意⾒が尊重されている”認識。ただし、スコアは保護者の⽅が⾼く、ややギャップがみられる。

‒ ⾼校⽣、保護者共に、⽇常のコミュニケーションや⾏動の上位は「⼦どもの意⾒が尊重されている／している」「『⼦ども⾃⾝で選択し、それに責
任を持つ』ことが⼤切だと⾔われている／⾔っている」「⼦どもが悩んでいたり、うまくいっていないときに励ましてくれる／励ます」が上位。上
位の顔ぶれは⾼校⽣、保護者で共通しているが、スコアは保護者のほうが⾼く、⾼校⽣の認識とのギャップがみられる。
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►調査概要
l調査実施者
•⼀般社団法⼈全国⾼等学校ＰＴＡ連合会 ／ 株式会社リクルート

l調査対象
•全国の⾼校2年⽣とその保護者

‒ 全国⾼等学校ＰＴＡ連合会より依頼した9都道府県、各3校ずつ計27校の公⽴⾼校（2年⽣2クラス分の⾼校⽣と保護者）に発送し、
協⼒を得た

l調査期間
• 2023年9⽉15⽇(⾦)〜2023年10⽉13⽇(⾦)回収終了

l調査⽅法
•学校を通した質問紙による⾃記式調査／またはWeb画⾯からの回答

‒ ①⾼校⽣：ホームルームにてアンケートを配布
‒ ②保護者：⾼校⽣から保護者へアンケートを⼿渡し
‒ ③紙調査票に回答、または記載の⼆次元バーコードからWeb調査画⾯にアクセスして回答
‒ ④紙調査票、またはWebへの回答完了証を、学級担任が⾼校⽣と保護者分を取りまとめ、その後学校責任者が学校分として返送

l有効回答数
•⾼校⽣1,752⼈／保護者1,457⼈

►回答者プロフィール

►本報告書に記載のデータに関する注意点
l過去調査の概要は以下のとおり

l報告書内の表記について
•グラフの数値は、⼩数点第2位以下を四捨五⼊して表⽰している
•本⽂の数値は、グラフ中の数値の⼩数点第1位を四捨五⼊して記載している
•<フリーコメント>末尾カッコ内は以下の属性を表す

‒ ⾼校⽣： [都道府県/性別/希望進路]
‒ 保護者： [都道府県/続柄/⼦どもの性別/⼦どもの希望進路］

調査概要・回答者プロフィール
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!"# !"#

回答者'()*+,- .高校生2 .保護者2 .高校生2 .保護者2

56789: 567;98 56789: 567;98

父親 > 7;?; 北海道 77?C D?D

母親 > D7?8 秋田県 C?8 7I?9

J'他 > I?C 群馬県 7:?N 7O?8

無回答 > O?I 東京都 C?D D?D

男子 ;C?9 ;D?C 福井県 7:?D 7O?8

女子 ;9?7 ;D?7 静岡県 77?: 7:?D

J'他 7?8 I?7 奈良県 7I?I C?N

無回答 O?D :?C 徳島県 C?9 7I?D

普通科 DI?7 8C?D 宮崎県 7:?N 77?O

専門学科 7D?9 7D?N 大学 NC?8 9;?D

総合科 7?; 7?N 短大 7?C 7?7

専門職大学 7O?: 8?;

専門職短大 I?N 7?;

専門学校 I?: I?9

海外'大学等 I?: I?O

就職 7:?; 8?D

J'他 7?I I?;

子opq希望tu進路xy何{p|} > :9?9

無回答 I?N I?C

続柄

地域分布

高校卒業後'

希望進路

!子op'

高校卒業後'

希望進路#

性別

!子op'性別#

所属学科

!高校生%保護者調査+,各回調査/調査概要

保護者

第3回 4563年3865月 4年生 :;<6=33>? :;<6=>@3? A校B異DE調査票G配布JKLLMN全質問/RS4問TUVWX該当校[省VW集計_;<6=>44?

第65回 4546年3865月 4年生 :;<6=̀ 6@? :;<6=@43?

第66回 454a年3865月 4年生 :;<6=>@4? :;<6=b@>? 今回調査

備考調査期間
調査対象%回収数

高校生



1．進路について話す頻度
►⾼校⽣では83％、保護者では89％が、進路について「話す」。
►時系列でみると、⾼校⽣の「話す・計」の割合は前回から変わらず⾼いスコアで安定。
►保護者では「よく話をする」が微減。

l⾼校2年⽣の段階で、卒業後の進路について⾼校⽣、保護者間で話をしているかを尋ねたところ、⾼校⽣では
「よく話をする」が23％、「ときどき話をする」が60％を占め、合計では83％が「話す」と回答した。

l時系列でみると、前回まで「よく話をする」の増加傾向が続いていたが今回は横ばい。しかし「話す・計」
の割合が過去最も⾼くなった2021年と同スコアとなっており、⾼めで安定している。

l性別にみると、男⼦（79％）より⼥⼦（88％）で「話す・計」の割合が⾼い。
l希望進路別にみると、就職希望者（77％）より進学希望者全体（85％）で「話す・計」の割合が⾼い。

l保護者では、「よく話をする」が24％、「ときどき話をする」が66％で、合計では89％が「話す」と回答。
合計でみると時系列で変化はないが、「よく話をする」が微減した。

l続柄別にみると、「話す・計」の割合は⽗親（84％）より⺟親（91％）で⾼い。
l⼦どもの性別にみると、「話す・計」の割合は男⼦（85％）より⼥⼦（95％）で⾼い。特に「よく話をす
る」は、⼥⼦が男⼦を10ポイント程度上回っている。
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Ⅰ．進路選択における親⼦コミュニケーションの実態

【⾼校⽣】　進路についての話を保護者としているか（全体／単⼀回答） !"#

話%&計 話()*&計

+,話-%. /010話-%. 234話()* 356,話()* 無回答

:凡例

=>=?年 全体 CDEFGHI=FJ K?L> GML?

=>=G年 全体 CDEFGKGIFJ K=LN GMLO

=>GN年 全体 CDEFGNNHFJ KGLK GHLH

P=>=?年属性別T

男子 CDEF KMHFJ HNLO =>LG

女子 CDEF HN>FJ KKLO GGLO

進学希望者全体 CDEFGI>=FJ KOLM GOLN

大学 CDEFG=??FJ KIL? GOL=

短大 CDEF ?HFJ KNL= G>LK

専門学校 CDEF =?=FJ HNLH GNLO

就職 CDEF =GKFJ HMLM =?LO

de=>=?年全体f+4ghG>ij以上高*gghIij以上高*ggG>ij以上低*

opqG

話()

*&計
話%&計

性別

希望進路

別

==LK

==LK

==L>

GNLM

=HL>

=OLI

=ILI

G?LI

=GLG

G?L?

M>L=

M>L=

INLK

INLH

MGLO

M>LG

INLN

HILH

IKLM

M?L?

GOL?

GOL=

GML>

GHL=

G>LI

G?LI

G?LO

KLG

GILG

GHLN

=L>

=L=

GLH

=LN

>LN

GLO

>LK

=LH

OL?

ILI

>LM

>LH

>LI

>LM

>L?

>LI

>LI

s

>LN

s

【保護者】　進路についての話を⼦どもとしているか（全体／単⼀回答） !"#

話%&計 話()*&計

+,話-%. /010話-%. 234話()* 356,話()* 無回答

:凡例

=>=?年 全体 CDEFGHIJFK LMNH G>NH

=>=G年 全体 CDEFGI=MFK LLNO GGN?

=>GM年 全体 CDEFGJIMFK LMN> G>NJ

P=>=?年属性別T

父親 CDEF =G>FK L?NL GON=

母親 CDEFGGM>FK M>NI MNH

男 CDEF JG?FK LHNO GINH

女 CDEF J>GFK MHNO IN?

進学希望者全体 CDEF MI>FK MGNG LNM

大学 CDEF LGLFK MGN> MN>

短大 CDEF =HFK MINL HN=

専門学校 CDEF G>LFK M>NJ MN?

就職 CDEF GG?FK LONJ G?N?

fg=>=?年全体h+4ijG>kl以上高*iijIkl以上高*iiG>kl以上低*

qrsG

話()

*&計

続柄別

子1w

性別

話%&計

希望進路

別

=?NM

=ONI

=ONH

=>NI

=HNI

GMNG

=LNL

=INL

=HNH

=IN>

?ONG

=>NH

OINI

O=NG

O=NO

O?N?

OONG

OINI

OINL

OIN?

OONI

J>NL

IHNO

OONH

MNH

G>N=

MNI

G?N?

LNJ

G?NO

IN>

LN=

LN?

HN=

LN?

G>NO

GN>

GNG

GN?

=NM

>NL

GNL

>N?

>NJ

>NJ

y

>NM

=NJ

>N=

>NG

>N=

y

>NG

y

>NG

y

y

y

y

y



2．進路について話す内容
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►進路について話す内容は「⾼校卒業後の具体的な進路」が60％以上でトップ。
►時系列では「将来どんな⽣き⽅をしたいか」や保護者⾃⾝の学⽣時代や進路選択、仕事の話など、
幅広く全体的に増加。
l保護者と進路について「よく話をする」「ときどき話をする」と回答した⾼校⽣に、どのような話をして
いるかを尋ねたところ、「⾼校卒業後の具体的な進路（学校、学部・学科、就職先）について」（64％）
がトップで、以下「将来どんな職業に就きたいか」（55％）、「将来の⾃分の夢」（53％）が50％以上で
上位となった。

l時系列でみると、トップの「⾼校卒業後の具体的な進路について」「現在の成績について」は前回やや低
下していたが、今回は再び増加。“将来”よりももう少し近い未来の進路や成績についての会話が前回より
も増加している。また、それ以外の項⽬も全体的に増加しており、会話内容が多岐にわたっている。

l性別にみると、全体的に⼥⼦のスコアが⾼いものが⽬⽴ち、特に上位3項⽬は10ポイント以上の差がある。
⼀⽅、「将来どんな⽣活をしたいか」は男⼥とも35％程度、「将来どんな⽣き⽅をしたいか」は男⼦のほ
うがスコアが⾼い。

l希望進路別にみると、進学希望者全体では「⾼校卒業後の具体的な進路について」「将来どんな職業に就
きたいか」、就職希望者では「将来どんな職業に就きたいか」が上位となっている。

【⾼校⽣】　進路について保護者とどんな話をしているか（よく話をする〜ときどき話をする／複数回答） （％）

調査数

高

校

卒

業

後

)

具

体

的

-

進

路

!
学

校

"
学

部

2

学

科

"
就

職

先

#
7

8

9

:

将

来

=

>

-

職

業

7

就

?

@

9

A

将

来

)

自

分

)

夢

現

在

)

成

績

7

8

9

:

将

来

=

>

-

生

活

K

L

@

9

A

将

来

=

>

-

生

?

方

K

L

@

9

A

保

護

者

)

高

校

時

代

)

話

保

護

者

)

!
現

在

)

#
仕

事

)

話

進

学

費

用

7

8

9

:

上

級

学

校

!
大

学

2

短

大

2

専

門

学

校

#
)

動

向

保

護

者

)

大

学

2

短

大

2

専

門

学

校

時

代

)

話

保

護

者

)

進

路

選

択

)

話

経

済

d

社

会

)

動

?

g

)

他

無

回

答

lmln年 全体 qrss trur sruv snum rruw ntuq nmun lqur lmuw lmus qsul qrut xun wuv qum mun
lmlq年 全体 qsms stun srul squq rmuq nsuq lxux qxut qwum qwus qqut qlut wus xun mux mus
lmqx年 全体 qtnr tsus srur sluq rvuv nsum lvuv qwur qtux qxul qrun qmux vul wun mut mut
ylmln年属性別}

性別 男子 tww swut rwuq rsuw rqut nsut nluw qvur qvux qtuq qtun qqun wut qmuw qum mun
女子 txw vquq tqus tmus rvum nvuq lvul lsur lnux lruw qnux qwuq xuv tun muv mun
進学希望者全体 qlvm tsux snut ssuq rvus nsum nmus lquv lmur llun qvul qsux xum wut mux mul

大学 qmsl ttuw slum slut smur nrut nqux lluw lqum lqus qwun qtur xux wux qum mun
短大 nn svut rwus tnut rlur rlur qsul qluq qluq lqul qsul xuq tuq xuq � �
専門学校 qws tlul tnuw twuq nqux nsuv lrux qvun qwur lvum qqux qruq run tus mus �

就職 qtv snux tlux nvuv lsuq rnuv lvus qxul lnur vul mut ruw qlut qmul mut mut
�今回調査)�全体�)降順��� �lmms年�進路789:���@�話�-9�人K除����

�今回調査)�全体��比較L:��qm��以上高9���s��以上高9��qm��以上低9 � ¡q¢q

希望進路

別

m

lm

rm

tm

wm

lmqx年全体

lmlq年全体

lmln年全体

男子

女子



3．進路について話さない理由
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►進路について話さない理由のトップは「⾃分が進路についてあまり考えていないから」。
►「話しても何も変わらないから」は前回に引き続き減少。

l保護者と進路について「あまり話さない」「まったく話さない」と回答した⾼校⽣に対して、話をしない理
由を尋ねたところ、「⾃分が進路についてあまり考えていないから」（39％）が最も⾼く、「めんどうくさ
いから」（28％）が続く。

l時系列でみると、「⾃分が進路についてあまり考えていないから」が前回より6ポイント増加。逆に「話して
も何も変わらないから」が前回に引き続きやや減少した。保護者に理由があるというよりも、“⾃分⾃⾝”を
要因と考える⾼校⽣が増加したことがわかる。

【⾼校⽣】　進路について保護者と話さない理由（あまり話さない〜まったく話さない／複数回答） （％）

調査数

自

分

&

進

路

)

*

+

,

-

.

/

考

1

,

+

2

+

3

4

5

6

7

8

9

:

+

3

4

話

<

,

=

何

=

変

@

4

2

+

3

4

=

A

=

A

会

話

&

2

+

3

4 自

分

&

忙

<

+

3

4

保

護

者

&

忙

<

+

3

4

保

護

者

A

話

G

H

A

自

体

&

+

J

K

3

4

恥

M

3

<

+

3

4

保

護

者

&

興

味

2

:

P

8

K

3

4

話

G

A

反

対

:

S

T

3

4

P

U

他

無

回

答

Z[Z\年 全体 Z_` \abZ Z_b\ cdbe c`bf cZba c[be _bd dbd `b\ eb̀ db\ cbd
Z[Zc年 全体 Zad \\b[ Z`b̀ c_ba c`b_ dbf c[bc abf c[bf `bc _bf _bf cb[
Z[ca年 全体 \e\ \cbd \\bf Z`ba c\ba c\ba ccb[ ab̀ `be _b_ dbf ebd cbc
gZ[Z\年属性別k

性別 男子 cdf \abc Z_bd c`bd cdb_ cZbc _b[ dbe dbe \bf \bf `b\ cbd
女子 a[ f[b[ Zfbf c`bd c\b\ cfbf cfbf c[b[ c[b[ ccbc c[b[ ccbc cbc
進学希望者全体 ZZf \ebd Z_b̀ c_b_ cdba cfb\ ccbZ abf _ba dbc `bd _b[ cb\

大学 cde \ebf \cbf c`b[ cfba c`b̀ cZb̀ c[b\ abd `ba ebd _b[ cbd
短大 f Zeb[ t deb[ e[b[ t t Zeb[ t Zeb[ deb[ t t
専門学校 fe \db_ Z[b[ Zfbf Z`bd `bd `bd fbf `bd `bd fbf _ba t

就職 ec ecb[ Zabf cebd ab_ ab_ ab_ db_ \ba \ba Zb[ \ba t
z今回調査U|全体}U降順���

z今回調査U|全体}A比較<,��c[��以上高+���e��以上高+��c[��以上低+ ���c�Z

希望進路

別

[

c[

Z[

\[

f[

e[

Z[ca年全体

Z[Zc年全体

Z[Z\年全体

男子

女子



4．保護者がよく使う⾔葉／その⾔葉をどう感じるか
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►⾼校⽣からみて、進路の話をするとき保護者がよく使う⾔葉は「⾃分の好きなことをしなさい、やり
たいことをやりなさい」が突出。次いで「⾃分でよく考えなさい」「勉強しなさい」。
l⾼校⽣に対して、進路の話をするときに保護者がよく使う⾔葉について尋ねたところ、「⾃分の好きなこと
をしなさい、やりたいことをやりなさい」（60％）が突出して⾼く、以下「⾃分でよく考えなさい」「勉強
しなさい」「⾃分で決めなさい」などが続く。

l時系列でみると、「⾃分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」が連続で上昇した。

►<フリーコメント> 最も使われる⾔葉と、それを⾔われたときどう感じるか【⾼校⽣】
•「⾃分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」

– 応援してもらえることはすごくうれしいし、少しでも応援してよかったと思えるようにしたい。 [群⾺県/⼥/⼤学]
– 嬉しく思いつつ本当に⾃由にしていいのか⼼配になる。 [秋⽥県/⼥/⼤学]
– やりたいことがはっきりしていないからどうしたらいいかわからない。[奈良県/⼥/⼤学]

•「⾃分でよく考えなさい」
– うまく形にならないような、違和感や恐怖、焦燥感を感じる。[福井県/男/⼤学]
– ⾃分でもよく考えてるのに毎回しつこい。[北海道/⼥/⼤学]
– ⾃分なりに調べたりしているが、あまり良く思われていない。[奈良県/⼥/就職]

•「⾃分で決めなさい」
– 早いうちに⾃分で志望校を決めて、⽬標をもって勉強していかないといけないと思う。[奈良県/⼥/⼤学] 
– 決め⽅もわからないのにそんなこと⾔わないでほしい。 [奈良県/⼥/就職] 

•「勉強しなさい」
– ⾼校⽣だからとりあえず勉強しておけというのはイマイチ納得がいかない。[群⾺県/男/⼤学]
– なんのために頑張る必要があるのかわからなくなる。[徳島県/⼥/⼤学]
– 勉強はしないと社会に出て困るので必要なのはわかるけど、勉強の取り組み⽅がうまくいかず困っている。[徳島県/無回答/⼤学]

【⾼校⽣】　進路の話をするときに保護者がよく使う⾔葉（全体／複数回答） （％）

調査数

自

分

&

好

(

)

*

+

,

-

)

.

/

!
0

1

2

/

*

+

,

0

1

)

.

/

自

分

3

4

5

考

7

)

.

/

勉

強

-

)

.

/

自

分

3

決

;

)

.

/

頑

張

>

!
?

(

@

;

A

)

!
0

>

B

3

(

A

4

C

金

&

心

配

G

H

A

)

資

格

取

得

,

目

指

-

)

.

/ 大

学

Q

@

/

G

出

S

C

/

2

T

U

V

/

/

C

金

V

)

/

!
経

済

的

Z

厳

-

/

/

/

大

学

Z

入

1

)

.

/

技

術

,

身

Z

`

a

2

T

U

V

/

/

b

&

他

無

回

答

ghgi年 全体 mnog opqn ioqp igqr ihqh mrqs moqp moqg miqg mhqo rqt oqo sqo hqp
ghgm年 全体 mrmo orqt isqr gnqt gpqo mtqo moqi mgqm miqt pqp pqm oqn iqp mqi
ghmp年 全体 mppn omqt ioqo irqn gpqr mrqi msqm msqr miqi msqr mmqn oqt oqr hqr
ughgi年属性別y

性別 男子 rtn otqp isqh imqn gpqh moqi msqg mhqt msqi nqi mhqt oqg sqh hqn
女子 nph tsqi irqg iiqr imqm gmqr mnqo ghqs mgqo msqg tqr oqi sqt hqs
進学希望者全体 mohg opqn itqt ioqm gpqh mrqs mtqp msqp msqp mmqm pqp oqs sqi hqt

大学 mgii orqp inqt itqh gpqh mpqo mrqh mgqg mtqi mhqo mmqp iqo sqm hqn
短大 in otqr shqo inqr shqo mtqg oqs mrqp mrqp gmqt gqn mhqr rqm �
専門学校 gig tsqn ihqt gpqn gnqt miqs mgqp grqs tqp mgqo hqs msqn sqn �

就職 gmr thqt iiqo mnqp irqo mrqi pqg mnqp iqg nqi hqo tqh tqs hqo
話H�計 msoo tgqi inqo isqh gpqm ghqr mnqn mtqn miqi mhqn rqt tqh sqh hqo
話.)/�計 grt snqg grqi gtqp isqt tqi nqi rqh mgqt pqm pqm iqm nqi mqs

�今回調査&�全体�&降順���

�今回調査&�全体�+比較-S��mh��以上高/���o��以上高/��mh��以上低/ �� g

希望進路

別

進路Z`/S

話H頻度別

h

gh

sh

th

rh

ghmp年全体

ghgm年全体

ghgi年全体

男子

女子
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►保護者⾃⾝の認識でも、進路について⾼校⽣と話す際によく使う⾔葉は「⾃分の好きなことをしなさ
い、やりたいことをやりなさい」が最も多い。
►⾼校⽣と同様「⾃分の好きなことを〜」が上昇傾向。⼀⽅「資格取得を⽬指しなさい」は低下。

l保護者にも同様に⾼校⽣と進路の話をする際にどのような⾔葉を使うかを尋ねたところ、⾼校⽣と同様「⾃
分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」（66％）が突出して⾼い。次いで「⾃分でよく考
えなさい」「⾃分で決めなさい」などが⾼い。

l時系列でみると、⾼校⽣と同様に「⾃分の好きなことをしなさい、やりたいことをやりなさい」が上昇。逆
にそれ以外の項⽬は横ばいまたは低下したものが多く、特に「資格取得を⽬指しなさい」「技術を⾝につけ
たほうがいい」「勉強しなさい」など中位の項⽬で低下または横ばいが続いている。「⾃分の好きなことを
しなさい、やりたいことをやりなさい」にスコアが集中する傾向となっている。

【保護者】　⼦どもと進路の話をするときによく使う⾔葉（全体／複数回答） （％）

調査数

自

分

&

好

(

)

*

+

,

-

)

.

/

!
0

1

2

/

*

+

,

0

1

)

.

/

自

分

3

4

5

考

7

)

.

/

自

分

3

決

9

)

.

/

資

格

取

得

,

目

指

-

)

.

/ 技

術

,

身

C

D

E

2

F

G

H

/

/

勉

強

-

)

.

/

頑

張

M

!
N

(

O

9

P

)

!
0

M

Q

3

(

P

4

R

金

&

心

配

V

W

P

)

R

金

H

)

/

!
経

済

的

C

厳

-

/

大

学

^

O

/

V

出

`

R

/

2

F

G

H

/

/

/

/

大

学

C

入

1

)

.

/

b

&

他

無

回

答

ghgi年 全体 mnop qors ntrp ihro gprg ggrs ghrq msrt mgrn mgrm prq irn orp mrh
ghgm年 全体 mogs qnrt nsrm gtrm gtrt gnrq ghri msrn mgrg mmrm tro nrn qrg mrh
ghms年 全体 mpos osrp ohrm ihrh gsrp gort gqro gort mhri mirn trq nro ori irh
ughgi年属性別y

続柄別 父親 gmh qnrt nprq gsro ghrh gnrt ggrn mirt morg mgrs prq org trm mrn
母親 mmsh qqrp ntrs ihrs gtrs ggrs ghrn gmrh mgrm mmrs prp irm org hro
男 pmi qnrh omrs gtrq ggri gmrp ghrq ghro mirg mhrp mhrn irt qrq hrt
女 phm qtrs norn iirh igrt gnrn ghrp msrp mgrh mirq ori irh nrp hrn
進学希望者全体 soh qori ohrm gprs gprp gmro girq girq mirn mmrm srt nrq orp hrq

大学 tmt qqrh omrt gtrq girg mprt gnrp gnrp mnri mmrh mhrs ori ors hrq
短大 gn porh nort iiri phrt nmrp gsrg gorh nrg gorh � � � �
専門学校 mht oprn itrh gmri omrs nnrn mirs mnrt tri tri irp hrs orq hrs

就職 mmi osri nqrh ihrm inro ihrm mqrt morh grp gmrg mrt hrs ori �
話W�計 mihg qqrp ntri imrh gprq giri ghrt gmrn miri mmrt prp iro oro hrp
話.)/�計 mog osrg ogrh gqri gnri ghrn mtrn qrq ori mnro prg grh prs grq

�今回調査&�全体�&降順���

�今回調査&�全体�+比較-`��mh��以上高/���o��以上高/��mh��以上低/ ¢£¤p

子¦§&性

別

希望進路

別

進路CD/`

話W頻度別

h

gh

nh

qh

th

ghms年全体

ghgm年全体

ghgi年全体

男

女



5．希望進路・進路の悩みや不安の共有度

第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年
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1）希望進路の共有度
►⾼校⽣の91％、保護者の92％が、希望進路や進路に対する考えを「知っている」。
►「よく知っている」割合は、⾼校⽣では増加、保護者ではほぼ横ばい。

l希望進路や進路に対する考えを保護者は知っているかどうか尋ねたところ、⾼校⽣の54％が「よく知ってい
る」と回答、「少し知っている」まで合わせると、合計で91％が「知っている」と回答した。

l時系列でみると、「よく知っている」割合が増加した。
l性別にみると、男⼥とも「知っている・計」が90％以上。
l希望進路別にみると、就職希望者（89％）より進学希望者全体（92％）で「知っている・計」の割合がわず
かに⾼いが、いずれの層でも9割前後を占めた。

l保護者にも同様に、⼦どもの希望進路や進路に対する考えを知っているかを尋ねたところ、「よく知ってい
る」が43％を占め、「少し知っている」まで合わせると、合計で92％が「知っている」と回答した。

l時系列では、この3回では⼤きい変化はなく、「知っている・計」が90％を超えている。
l続柄別にみると、「知っている・計」の割合は、⽗親（87％）より⺟親（93％）で⾼い。
l⼦どもの性別にみると、「知っている・計」の割合は男⼦（88％）より⼥⼦（96％）で⾼く、⾼校⽣の傾向
と⼀致している。

【⾼校⽣】　希望進路や、進路に対する考えを保護者は知っているか（全体／単⼀回答） !"#

知%&'()計 知+,')計

-.知%&'( 少0知%&'( 123知+,' 2%4.知+,' 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFG;DH IEJ< KJ;

;<;E年 全体 ABCDEKEGDH KIJ; E<JL

;<EI年 全体 ABCDEIIFDH I<J; IJG

M;<;=年属性別Q

男子 ABCD KLFDH I<J< IJL

女子 ABCD FI<DH I=JU LJ=

進学希望者全体 ABCDEG<;DH I;J; FJG

大学 ABCDE;==DH I;JF FJE

短大 ABCD =FDH FKJU EKJI

専門学校 ABCD ;=;DH IEJK FJK

就職 ABCD ;EKDH KKJG EEJG

bc;<;=年全体d-3efE<gh以上高'eefGgh以上高'eeE<gh以上低'

mno=

性別

希望進路

別

知+,

')計

知%&'

()計

GUJ=

G<J<

G;JU

UKJ=

LEJK

GGJ=

GUJ=

LUJI

GIJG

GEJU

=LJF

=IJ;

=FJI

UEJL

=EJL

=LJI

=KJU

E=JG

=;J=

=FJ;

FJF

KJF

KJU

KJI

LJE

FJE

LJI

ELJ;

LJI

IJL

<JG

EJI

EJ;

<JF

<J=

<J=

<J;

;JF

<JI

EJK

<JF

<J;

<J=

<JG

<J=

<J=

<J;

;JF

<JU

q

【保護者】　⼦どもの希望進路や、進路に対する考えを知っているか（全体／単⼀回答） !"#

知%&'()計 知+,')計

-.知%&'( 少0知%&'( 123知+,' 2%4.知+,' 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFGHDI JEKJ HKJ

;<;E年 全体 ABCDEG;JDI JEK; LKM

;<EJ年 全体 ABCDEHGJDI JEKL HKL

N;<;=年属性別R

父親 ABCD ;E<DI LHKE E;KJ

母親 ABCDEEJ<DI J=K< MKJ

男 ABCD HE=DI LHKH E;K=

女 ABCD H<EDI JMK= =KM

進学希望者全体 ABCD JG<DI J;KH HK=

大学 ABCD LELDI J;KJ HKE

短大 ABCD ;FDI JEKH LK=

専門学校 ABCD E<LDI JEKH LK=

就職 ABCD EE=DI J;KJ HKE

de;<;=年全体f-3ghE<ij以上高'gghGij以上高'ggE<ij以上低'

opq;

知+,

')計

続柄別

子uv

性別

知%&'

()計

希望進路

別

F=K;

F;KM

FFK;

=LKM

FFKG

=GKM

GEKM

FMK<

FGKM

FEKH

G<K<

=LKJ

FLKH

FLKM

FHKM

FLKM

FLKG

G;K<

FFKH

FMKH

FHK=

G<K<

FEKH

GFK<

MKJ

HKL

HK;

E<K<

MK=

E<KJ

=KE

MKF

MKE

LK=

LK=

FKF

EK<

<KJ

<KM

;KJ

<KM

EKF

<KF

<KL

EK<

x

x

;KH

<K;

<K;

<KF

x

<KE

x

<KE

x

x

x

x

x
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2）進路の悩みや不安の共有度
►保護者のうち合計70％が、⼦どもの進路に関する悩みや不安について「知っている」と回答。
►悩み・不安の共有度はほぼ横ばい。

l保護者に対して、⼦どもの進路に関するの悩みや不安について知っているかどうかを尋ねたところ、「よく
知っている」が22％を占め、「少し知っている」まで含めると合計で70％が「知っている」と回答した。

l時系列でみると、「よく知っている」の割合は前回（26％）から4ポイント減少した。
l続柄別にみると、「知っている・計」は⺟親（72％）の⽅が⽗親（62％）より⾼く、特に「よく知ってい
る」割合の差が⼤きい。

【保護者】　⼦どもの進路に関する悩みや不安を知っているか（全体／単⼀回答） !"#

知%&'()計 知+,')計

-.知%&'( 少0知%&'( 123知+,' 2%4.知+,' 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFGHDI H<JE ;KJL

;<;E年 全体 ABCDEG;KDI HEJE ;MJL

;<EK年 全体 ABCDEHGKDI H<JH ;MJK

N;<;=年属性別R

父親 ABCD ;E<DI L;JF =HJL

母親 ABCDEEK<DI HEJH ;MJ;

男 ABCD HE=DI L<J< F<J<

女 ABCD H<EDI M<JK EMJM

進学希望者全体 ABCD KG<DI H;JE ;HJM

大学 ABCD MEMDI HEJL ;MJ;

短大 ABCD ;FDI HGJ< ;GJ<

専門学校 ABCD E<MDI HGJ< ;GJ<

就職 ABCD EE=DI LEJK =MJE

de;<;=年全体f-3ghE<ij以上高'gghGij以上高'ggE<ij以上低'

opq=

知+,

')計

続柄別

子uv

性別

知%&'

()計

希望進路

別

;;J;

;LJ<

;EJK

EGJ;

;=JF

EGJL

;KJ<

;=JE

;;JG

;<JM

;HJM

;FJM

FMJ<

FGJE

FMJM

FHJE

FMJ;

FFJG

GEJK

FKJE

FKJE

GFJ;

FHJ;

=HJ;

;LJ;

;GJM

;LJL

=;JK

;GJE

=FJM

EHJG

;GJE

;GJF

;GJ<

;;J;

=EJK

=JF

;JM

;J=

FJM

=J<

GJ;

EJ=

;JH

;JM

x

;JM

LJ;

<J=

<J=

<J=

x

<J;

x

<J=

<JE

<JE

x

x

x
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►⾼校⽣の68％が、保護者からアドバイスを「してほしい」。時系列では前回よりやや減少。
►保護者の81％がアドバイスを「している」。合計の割合は増加傾向が続いた。

l⾼校⽣に対して、保護者に進路選択についてのアドバイスをしてほしいか尋ねたところ、「たくさんアドバ
イスしてほしい」が13％、「ある程度アドバイスしてほしい」が55％と、合計68％が「してほしい」と回答
した。時系列ではこの割合が前回よりやや減少している。

l保護者に対して、⾼校⽣の進路に関する悩みや不安について相談に乗ったりアドバイスしているかを尋ねた
ところ、「よくしている」が26％を占め、「少ししている」まで含めると合計81％が「している」と回答。

►<フリーコメント> 保護者にアドバイスしてほしい内容や理由【⾼校⽣】
•たくさんアドバイスしてほしい〜ある程度アドバイスしてほしい

– ⾃分のことだけど⾃分だけのことではないし、いろいろな意⾒を聞きたい。[奈良県/男/⼤学]
– アドバイスしてもらうほうが⾃分のことを知れたり選択の参考になるから。[福井県/⼥/専⾨学校]
–試験の⼿続きなどでわからないところがあると思うから。[北海道/男/⼤学]

•あまりアドバイスしてほしくない〜アドバイスはいらない
–何をしても応援してくれるとわかっているから、しっかり⾃分で決め責任を持ちたいから。[静岡県/⼥/⼤学]
– あまり参考にならない、固い意⾒が出てくるから。[福井県/⼥/⼤学]
– その職が今後必要とされるかなど今は⾃⾝がやりたいかどうかで考えたいため。[群⾺県/男/⼤学]

【保護者】　⼦どもの進路に関する悩みや不安について、相談に乗ったりアドバイスしているか（全体／単⼀回答） !"#

$%&'(計 $%&*&(計

+,$%&' 少$$%&' ./0$%&*& /12,$%&*& 無回答

6凡例

9:9;年 全体 ?@ABCDEFBG H:IH CHIH

9:9C年 全体 ?@ABCE9JBG FJIJ CJIH

9:CJ年 全体 ?@ABCFEJBG FHI9 9CID

K9:9;年属性別O

父親 ?@AB 9C:BG F;I; 9EIF

母親 ?@ABCCJ:BG H9IE CFI;

男 ?@AB FC;BG FEIE 9DIC

女 ?@AB F:CBG HFI: C9IH

進学希望者全体 ?@AB JE:BG H9I9 CFIF

大学 ?@AB HCHBG HCIF CHI9

短大 ?@AB 9DBG H;I; C\IF

専門学校 ?@AB C:HBG H\IC C;IJ

就職 ?@AB CC;BG F\IC 9;IJ

bc9:9;年全体d+0efC:gh以上高&eefEgh以上高&eeC:gh以上低&

mnoD

$%&*

&(計

続柄別

子st

性別

$%&

'(計

希望進路

別

9\I;

9HI\

9DIE

9CID

9\IJ

9:I\

;9I:

9\I\

9EI\

;FIE

;9ID

9JI9

EDIE

ECI;

E;IF

ECIJ

EEI\

EDIH

EEIC

EEI\

E\IC

DEIH

E;IF

D\IJ

CEIJ

C\IF

CHIE

9CID

CDI\

CJIE

CCIF

CDIJ

CEIE

C\IF

C:I9

CJIE

9IJ

;IC

9IH

DI;

9IF

DI\

CIC

9IF

9IF

v

;IF

DID

:ID

:I;

:IE

CI:

:I9

:ID

:IC

:IC

:IC

v

v

v

【⾼校⽣】　進路選択について保護者にアドバイスしてほしいか（全体／単⼀回答） !"#

$%&$'(計 $%&$*+'(計

,*-./0123$

%&$'

45程度/0123

$%&$'

489/0123$%

&$*+'

/0123:';+

'
無回答

?凡例

BCBD年 全体 HIJKLMNBKO PMQR DCQS

BCBL年 全体 HIJKLTLNKO MCQP BTQP

BCLR年 全体 HIJKLRRMKO PSQL DSQR

UBCBD年属性別Y

男子 HIJK TPMKO PNQL DDQS

女子 HIJK MRCKO MDQC BPQD

進学希望者全体 HIJKLNCBKO PMQB DLQP

大学 HIJKLBDDKO PPQN DBQN

短大 HIJK DMKO MCQD BRQM

専門学校 HIJK BDBKO MCQM BMQB

就職 HIJK BLTKO MPQL BBQC

ijBCBD年全体kl9mnLCop以上高'mmnNop以上高'mmLCop以上低'

uvwR

$%&$

*+'(

計

$%&$

'(計

性別

希望進路

別

LDQB

LSQC

LBQT

LLQD

LNQM

LBQP

LBQD

LDQN

LDQT

LTQD

NSQP

NPQP

NLQD

NDQM

NMQD

NSQM

NSQB

NPQT

NPQR

NMQT

LTQM

LMQC

BLQS

LRQP

LMQP

LRQT

BCQP

LPQB

LPQS

LLQC

LLQP

LLQP

LDQN

LDQT

TQM

LLQT

LLQR

LDQN

LCQT

LLQC

LQT

CQT

LQL

LQN

CQP

LQL

LQC

y

BQB

LQT



【保護者】　進路選択について⼦どもにアドバイスすることは難しいか（全体／単⼀回答） !"#

難%&'計

非常+難%& ,,難%&
難%&-.感01&

2&
34他 無回答

9凡例

<=<>年 全体 BCDEFGHIEJ I<KI

<=<F年 全体 BCDEFH<LEJ I=K=

<=FL年 全体 BCDEFIHLEJ I>KF

M<=<>年属性別Q

父親 BCDE <F=EJ TGKU

母親 BCDEFFL=EJ IGKG

男 BCDE IF>EJ I<KL

女 BCDE I=FEJ I<K>

進学希望者全体 BCDE LH=EJ IHK>

大学 BCDE UFUEJ IIKL

短大 BCDE <GEJ I=KU

専門学校 BCDE F=UEJ HTKH

就職 BCDE FF>EJ T<KU

話f'計 BCDEF>=<EJ IFKU

話g2&'計 BCDE FH<EJ UFKT

hi知k1&l BCDE T<LEJ THKH

少%知k1&l BCDE IF=EJ IUK=

知n2&'計 BCDE FFHEJ U=KL

op<=<>年全体qhrstF=uv以上高&sstHuv以上高&ssF=uv以上低&

{|}H

続柄別

子��4性

別

進路+�&

1話f頻

度別

進路+対

fl考�

4認知別

難%&'

計

希望進路

別

FLKL

FTKL

<FKI

FTK<

<=KI

<=KU

FLK>

<=K>

<FK>

<=KU

F>K=

FIKI

FLK=

<UK>

FTKL

<=KI

><K<

H<KU

H>K<

HFKG

GUKT

H>KI

H<K<

H>KF

HGKL

HTKT

H=K=

G>KH

GHKF

H<KU

H>K>

GUKT

HIK>

GUKI

<TKG

<LKF

<HKT

>GKU

<GKL

<TK<

<IKF

<GKF

<FKG

<LK<

G>KH

>TK>

<IKT

FTKG

>>KL

<FKH

FTKH

=KH

=KH

=KT

=KH

=KG

=KT

=K>

=K>

=KG

�

�

=KL

=K>

<K=

=K>

=K>

<KT

=KG

=KG

=KI

�

=K>

=K>

=K>

=K>

=KG

�

�

�

=K<

�

=K>

=KF

�

7．保護者がアドバイスすることの困難
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1）⼦どもの進路選択についてアドバイスすることは難しいか
►保護者の73%が進路選択について⼦どもにアドバイスすることは｢難しい｣と感じている。

l進路選択について⼦どもにアドバイスすることの難しさについてどのように感じているかを尋ねたところ、
「⾮常に難しい」が20％を占め、「やや難しい」を含めると合計で73％が「難しい」と回答した。

l時系列でみると、2021年と⽐較して「⾮常に難しい」がやや増加した。
l続柄別にみると、｢難しい･計｣の割合は、⺟親(74%)が⽗親(65%)を上回った。
l希望進路別にみると、｢難しい･計｣の割合は、進学希望者全体(75%)の⽅が就職希望者(63%)より⾼い。
l⼦どもとの進路に関する対話頻度別にみると、話すと回答した層に⽐べて話さない層の⽅が「難しい・計」
の割合が⾼く、82％を占める。

l進路に対する考えの認知別にみると、考えを共有していない層ほど「難しい・計」の割合が⾼い。⼦どもの
進路について知らないと回答した層では、とりわけ「⾮常に難しい」割合が⾼くなっている。
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2）⼦どもの進路選択についてアドバイスすることが難しい理由
►アドバイスに困難を感じる理由は、「⼊試制度をはじめ最新の進路情報を知らないから」がトップ。

lアドバイスが「難しい」と感じている保護者にその要因を尋ねたところ、「⼊試制度をはじめ最新の進路情
報を知らないから」が51％でトップ。次いで「社会がどのようになっていくのか予測がつかないから」が
46％で⾼い。

l時系列でみると、「社会がどのようになっていくのか予測がつかないから」は、前回（53％）より8ポイント
低下し、コロナ禍での“先⾏き不安”は解消されつつあると考えられる。逆に「⼦どもにアドバイスできる程、
⾃分の⽣き⽅・考え⽅に⾃信がないから」「⼦どもの⼈⽣を決めてしまうようなアドバイスをするのは気が
引けるから」など、親として⼦どもの⼈⽣に関与すること⾃体の難しさを理由とする⼈が増えている。

►<フリーコメント> ⼦どもの進路について⼼配なことや気がかり【保護者】
– どのような選択が⼦どもにとって⼀番良い選択になるか、どこまで親が⼝出ししてよいのか迷っている。[宮崎県/⺟親/⼦の希望な

ら何でも]
– 希望の⼤学についてもっといろいろ情報提供してほしい。いろいろな選択肢の中から選んでほしいし⼤学卒業後の就職状況の良い

⼤学なども教えてほしい。⼤学に⾏かずとも就職する選択肢もあるのか？ [群⾺県/⺟親/⼤学]
–４年制⼤学の進学者が増えてますが、⼤学で学んだことをその先の進路で⽣かしている⼈がどのくらいいるのだろうか。進学する

意味⽬的を考えてしまいます。？ [奈良県/⺟親/⼦の希望なら何でも]
– アドバイスに左右されやすいところがあるからうかつに⾔えない。[東京都/⺟親/⼤学]
– どんな進路がどのような職業につながるか幅広く知るすべがない。[秋⽥県/⺟親/⼦の希望なら何でも]
– 希望してる⼤学には学⼒が⾜りない。なのに、普段の勉強や、その⼤学にあった勉強ができていない。[群⾺県/無回答/⼤学]
– ⼤学進学するならその先を⾒据えることができるのか、また、その後の就職にも不安がある。[奈良県/⺟親/⼦の希望なら何でも]
– 本⼈が⾃分の⼈⽣の選択をしなければいけない場⾯であることをどこまで理解しているのか？将来よりいまだに今のことを優先し

てしまっている。強い意志をいつもてるのか？不安です。[静岡県/⽗親/⼤学]

【保護者】　進路選択についてアドバイスを難しいと感じる要因（アドバイスが「難しい」回答者／複数回答） （％）
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=
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(

狭
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=
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<
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w
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:
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6

�
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�
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.
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回

答

����年 全体 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
����年 全体 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ���
����年 全体 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
�����年属性別¢

続柄別 父親 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ���� §
母親 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
男 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
女 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
進学希望者全体 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���

大学 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
短大 �� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ���� § § § ��� §
専門学校 �� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� § § ��� ���

就職 �� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� § ��� §
話[S計 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
話µ56S計 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
<@知¶?6M ��� ���� ���� ���� ���� ��� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ���
少Y知¶?6M ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� ��� ���
知456S計 �� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ��� §
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8．進路選択についての相談相⼿
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►⾼校⽣が進路を考えるうえで相談する相⼿としては、「⺟親」が突出して⾼い。
►時系列では「⽗親」の増加傾向が続く。

l⾼校⽣に対して進路を考えるうえで誰と相談するかを尋ねたところ、「⺟親」（82％）が突出して⾼く、以
下「⽗親」「友⼈」「担任の先⽣」などが30％以上で続く。

l時系列でみると、「⺟親」は80％以上を維持しているが、2019年以降徐々に低下している。逆に「⽗親」
（47％）は徐々に上昇。このほか「兄姉」も漸増しており、近親者への相談が連続して増加した。

l性別にみると、男⼥とも第1位は「⺟親」となっているが、第2位は男⼦では「⽗親」、⼥⼦では「友⼈」が
続いている。

l最もよく相談する相⼿について、その理由を⾃由回答で尋ねたところ、突出して多い「⺟親」については、
⽇常からよく会話をしており、安⼼して話せる理解者として認識されていることがわかる。

【⾼校⽣】　進路についての相談相⼿（よく話をする〜ときどき話をする／複数回答） （％）
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+

先

生

祖

父

1

祖

母

進

路

指

導

+

先

生

=

+

他

+

親

戚

上

記

以

外

+

大

人

小

1

中

学

校

時

代

+

先

生

=

+

他

相

談

相

手

K

L

M

L

無

回

答

QRQS年 全体 WXYQ ZW[X \][̂ \S[̂ SS[Z WZ[Q W][̂ WS[Y ][S ][W Y[Z \[R Q[R W[S R[Y W[̂ R[Z
QRQW年 全体 WZWY Z\[] \Y[Y \W[Y SX[S WX[W W\[W ^[\ \[Z X[R Y[R Q[Z W[X W[W W[W W[̂ R[Q
QRW^年 全体 W^^X ZY[\ \\[Z \X[Q SZ[Y W\[Q WY[Q WW[] Y[S X[X \[\ \[\ Q[R W[X W[Q Q[Y R[S
_QRQS年属性別c

性別 男子 Z]X X][Q YS[W \R[Z S][W WS[Y WX[Y W\[] Y[̂ Y[\ ][X S[W W[X W[Q R[Q Q[X R[Y
女子 X^R Z^[] \R[Y \Z[W SQ[\ QS[S W][S WQ[Q ][S ][] \[Z \[Z Q[R W[W R[̂ R[] g
進学希望者全体 WYRQ ZQ[Q \][Z \\[W SY[\ WX[Z W^[Y WS[] ][Z ][W ][R S[̂ W[Z W[S R[Y W[Z R[S

大学 WQSS ZR[X \Z[S \\[R SX[X WY[Z QS[R WS[\ ][X Y[W ][Y S[Q W[X W[S R[Y W[̂ R[S
短大 SX Z][Y SX[Z \R[Y Q\[S QW[] Q[X WS[Y Z[W WR[Z Y[\ Z[W g Q[X g Y[\ g
専門学校 QSQ Z^[Q \R[Y \\[Z Q\[] QZ[R S[^ WY[W ][̂ WR[Z S[\ ][̂ Q[] W[S R[\ R[\ g

就職 QWZ ZS[Y YR[̂ \Y[R QS[̂ QQ[̂ R[^ WS[Z S[X ][\ \[] \[W S[Q R[Y R[̂ Q[Z g
話q1計 W\YY Z][Z YR[\ \S[\ S\[\ WZ[] WZ[\ WS[̂ ][Y ][Y Y[] \[Y W[] W[Q R[\ W[Q R[Y
話sML1計 QZ] YX[R Q^[X \X[̂ SW[W W][\ WR[W WQ[Q Y[̂ S[Z X[R W[\ \[Q W[\ W[R Y[Q W[\
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話q頻度別
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]R

ZR

WRR

QRW^年全体

QRQW年全体

QRQS年全体

男子

女子



►<フリーコメント> 進路選択について⼀番の相談相⼿、その理由【⾼校⽣】
• 相談相⼿：⺟親
• 安⼼して話せる。[宮崎県/男/⼤学]
• ⼀番話しやすく、応援をしてくれることが多い。 相談後に⼀番やる気が出る。[北海道/男/⼤学]
•いろいろとアドバイスをしてくれるから。[宮崎県/⼥/専⾨学校]
• １番⼼を開いている⼈だから。 [北海道/その他/専⾨学校]
•いろいろな進学先を紹介して進路について話してくれるから。[北海道/無回答/⼤学]
•よく私の癖を(良い点悪い点含め)わかってくれているから。[東京都/男/⼤学]
•⾃分が志望する学部と同じ学部に⾏っていたから。[福井県/⼥/⼤学]
• 塾の送迎のときよく話すから。[群⾺県/男/⼤学]
•ママが看護師で⾃分も同じ道に進みたいから参考になる。[福井県/⼥/専⾨学校]

• 相談相⼿：⽗親
• 家族の中で最も勉強ができる⼈だから。[群⾺県/⼥/⼤学]
•⾃分の判断を尊重してくれる。[静岡県/男/⼤学]
•⾃分の⽬指す夢に⼀番近い⼈だから。[群⾺県/男/⼤学]
•いい進路にすすんでいて⼿本になる⼈だから。[静岡県/男/⼤学]
• 前向きなアドバイスをしてくれるから。[北海道/男/⼤学]
•いつもたくさん話していて、話しやすいから。[福井県/⼥/⼤学]
•⾔葉選びがていねいで内容が理解しやすいから。[福井県/⼥/⼤学]
•学費などを出してくれるから。[奈良県/男/専⾨学校]

• 相談相⼿：友⼈
• 話しやすい。同じ⽬線で調べているから。[東京都/⼥/⼤学]
• 話しやすい。境遇が近いので、考えを理解してもらいやすい。[東京都/男/⼤学]
•⾃分のことのように考えてくれて、否定もせず、やさしい⾔葉をくれるから。[福井県/⼥/⼤学]
•お互いの情報交換にも役⽴つから。[奈良県/男/⼤学]
• ⺟親より話す時間がある。[奈良県/その他/専⾨学校]
• 友達に⾔えば、肯定も否定もしてくれて客観的にみてくれる。[北海道/⼥/⼤学]
•お互いに同じ⽴ち場で話せるから。[宮崎県/⼥/⼤学]

• 相談相⼿：担任の先⽣
•どのくらい学⼒が必要か教えてくださる。[宮崎県/男/⼤学]
•わからないことはすぐ教えてくれそうだから。[奈良県/男/⼤学]
• 詳しくて、的確にアドバイスをくれるから。[北海道/⼥/専⾨学校]
• 多くの⽣徒を⾒ているため、情報が豊富であるから。[群⾺県/男/⼤学]
•⾯談の時、たくさんアドバイスをもらっているから。[福井県/⼥/⼤学]
•⾃分の学⼒とか⼀番知ってると思うから。[北海道/男/⼤学]
•進学について⼀番よく理解している⼈だから。[北海道/男/⼤学]
• 話す機会が多く、進路について情報をしっかりもっていそうだから。[奈良県/男/⼤学]
• ⼀番⾃分を勉学⾯で⾒てくれているから。[北海道/男/⼤学]
•ほかにそんなにいないから。[北海道/男/⼤学]

• 相談相⼿：兄姉
• ⼈⽣の先輩として親しみが深く、歳も近いから。[北海道/⼥/専⾨学校]
• 私がなりたい職業に就いているため。[福井県/⼥/⼤学]
•いい兄だから。少しばかり⺟親と同じようなことを⾔うが⾃分の考えも尊重してくれるから。[群⾺県/男/⼤学]
• 姉と同じ仕事に就きたいから⼀番知っている姉に聞いている。[秋⽥県/⼥/就職]
• 経験者の⾔葉は参考になる。[秋⽥県/⼥/⼤学]
• 双⼦で同じ⽴場にたっているから。[群⾺県/⼥/⼤学]
• ⼀番プレッシャーフリーの状態で相談しやすいから。[静岡県/⼥/⼤学]
• ⼀番歳が近くなんでも⾔えるし、お互い、勉強で悩みがあるから。[群⾺県/⼥/⼤学]
•進路についてよく知っている。気楽に相談できるから。[北海道/⼥/⼤学]
• 現在⼤学に通っていて、その話を聞けるから。[群⾺県/男/⼤学]

第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年
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9．⽬指している・あこがれている⼈
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1）⽬指している⼈・あこがれている⼈の有無と具体像
►⾼校⽣の24％が、⾃分の将来を考えるとき、⽬指している⼈やあこがれている⼈が「いる」。

l⾼校⽣に対して、⾃分の将来を考えるとき、⽬指している⼈やあこがれている⼈がいるかどうかを尋ねたと
ころ、24％が「いる」と回答した。

l時系列でみると、2021年と⽐較して「いる」割合が増加した。

l⽬指している⼈・あこがれている⼈について、「いる」と回答した⾼校⽣に、具体的な対象を⾃由回答で尋
ねたところ、21％が何らかの「有名⼈」の名前をあげた。次いで「先⽣・恩師・部活顧問」「特定の職業従
事者」が15％前後。

l「先⽣・恩師・部活顧問」や「特定の職業従事者」に関する意⾒からは、⾃分や親族が「お世話になった」
など、これまでに接した経験を通じてあこがれを持っている様⼦が読み取れる。

【⾼校⽣】　⽬指している⼈やあこがれている⼈はいるか（全体／単⼀回答） !"#

$% $&$ 無回答

*凡例

-.-/年 全体 3456789-6:

-.-7年 全体 34567;796:

-.7<年 全体 34567<<86:

=-.-/年属性別A

男子 3456 ;D86:

女子 3456 8<.6:

進学希望者全体 345679.-6:

大学 34567-//6:

短大 3456 /86:

専門学校 3456 -/-6:

就職 3456 -7;6:

考ST$%U計 34567W-D6:

考ST$&$U計 3456 /776:

XYZ7W

進路選択

^意識別

性別

希望進路

別

-Wa7

7;a8

-;aD

--a7

-Da9

-Wa<

-9a8

-7aD

-7a7

7<a8

-8a7

77a/

8Wa9

;.a;

8.a/

88a/

8/aW

8Wa/

8/a9

8;aW

8;a.

8<a;

8-a-

;8a;

7a/

.a9

7a7

.aD

.a7

.a;

.a;

b

.a<

.a9

.a8

7a.

【高校生】目指している・あこがれている人の具体像（目指している人が「いる」かつ自由回答で記入あり／自由回答） (% )

(n= 350) <具体的な記入内容>

有名人 $%&%
'()&*+,--.*/001-2若井56789:;<=憧?@AB*東:D実写2監督7映像関係=興味OPAB*Q大谷翔平Q新海誠56QYZ

[\];^Q鋭`abcd5e`言葉h使j人klm2志賀56pbQqr562s\tZ56u特=wxyz{|{56}Q隈研吾56

先生�恩師�部活顧問 %�&�
目標�e@`A園2園長先生2�jp人=p�q`*Q周�h�r見@`@c生徒2��h気=�a@r?A担任2先生Q中学2時2

先生k自分2理想2先生

特定2職業従事者 %§&̈
自分2���©a医2先生«c自分2持病2��=©`@長年寄�添±@r?@`AQ中学生2時=知±q³´µY;<2自由p

生·方=憧?@`A2¹cº2人2�j=生·q`»

母 %$&½ 調理師¹PA母親Q中学校2�·2保体2先生cÃ母56Q母�英語2塾2先生QÃ母56Çq`p人

父 %$&�

兄弟�祖父母pb血縁者 %%&̈ 兄¹Î»東京=出@Ñ人¹Ò2ÎÓrO6Ô±@`A�Õ»Q兄2�j=自分¹会社h建@@楽=暮Õeq`

先輩�友人 Ý&Þ
自分2軸h持±@`A友人k考áh«±·��5â@`A友人Q簿記部h卒業e@c公認会計士=p±q先輩Q世論�対峙ÎA強

`ï\9ðh持ñpOÕc自分2好·p��h職=e@`A俳優�女優»

�?ö¹出会±qº2他2社会人 %&%

º2他 %�&§
人間�e@大事p��he±��把握ec行動=¹·A��Ò=c自分2生活h最大限=楽e6¹`A»Q楽p道h惜eö"c自分2

eq`��=«全力%ab早�ñ�ep`人Q自分2好·p��h仕事=e@`A人達
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2）将来像に向けての⾏動開始状況と具体的な内容
►⾼校⽣の20％が、将来像に向けて⾏動を開始している。

l⾼校⽣に対して、⾃分の将来像に向けて何か⾏動を起こすなど始めていることがあるかどうかを尋ねたとこ
ろ、20％が「ある」と回答。また、「始めたいがまだやっていない」が46％を占め、合計では7割近くが将
来像に向けての⾏動を始めているか始めたいと思っていることがわかる。

l性別にみると、⾏動を開始していることが「ある」割合は、男⼦（18％）より⼥⼦（22％）のほうがわずか
ながら⾼い。

l希望進路別にみると、「ある」割合は、進学希望者全体で21％、就職希望者で14％となっている。
l進路選択の意識別にみると、⾼校2年⽣の時点で進路を考えていると回答した層では、将来像に向けて開始し
ている⾏動が「ある」割合が24％を占めており、考えていない層（5％）を⼤幅に上回っている。

l将来像に向けての⾏動の具体的な内容としては、受験に向けた勉強をするという意⾒が最も多いが、進学先
や就職先に関する情報収集や、関連した技術習得資格を取得するための⾏動を開始したり、プログラミング
⾔語を学んでいるという意⾒も多くみられた。

►<フリーコメント> 「将来像に向けての⾏動」の具体的な内容【⾼校⽣】
• 受験勉強や将来のための勉強・学習
•スマホからゲームとＹｏｕTｕｂｅを消して、触る時間をへらした。空いている時間は単語を覚えている。[徳島県/男/⼤学]
•韓国に留学したいので韓国語を勉強している。[宮崎県/⼥/⼤学]
•社会や経済のことを知るために毎⽇必ずニュースを⾒ている。⾃主的な勉強を怠らず、努⼒し続けることを意識している。[徳島県/そ

の他/⼤学]
•⼤学受験に必要な科⽬の強化。[秋⽥県/⼥/⼤学]

• ⼤学や⼊試、職業に関する情報収集
•学部情報集め。[福井県/男/⼤学]
•就きたい職業をみに⾏ったり、じっさいにしたりしている。[宮崎県/無回答/専⾨学校]
•オープンキャンパスや説明会に参加していること。[奈良県/男/専⾨学校]
•学校のインターンシップに参加する。[北海道/⼥/⼤学]
•どの⼤学に⾏けば⾃分がなりたいものの資格がとれるのか、勉強ができるのかの情報を集めている。[奈良県/⼥/⼤学]

• 技術習得や資格取得
•イラストを描く。[東京都/⼥/専⾨学校]
• 英検の獲得。[北海道/⼥/⼤学]
• ⽉に１回⼿話の教室に⾏っている。[秋⽥県/⼥/専⾨学校]
• 絵に関する職をしたいため、毎⽇絵を描いたり、動画やほかの⼈の絵を⾒て学んでいる。[奈良県/⼥/⼤学]
• プログラミングを学んだりそれに関連する資格も取ろうとしている。[群⾺県/男/⼤学]
• パソコンでのタッチタイピング練習。[徳島県/男/専⾨学校]
• C#を齧っている。 [静岡県/男/⼤学]

【⾼校⽣】　⾃分の将来像に向けての⾏動を開始しているか（全体／単⼀回答） !"#

$%
始'()*+,-./)

0)
0) 無回答

4凡例

7879年 全体 =>?@ABC7@D

787A年 全体 =>?@AEAC@D

F7879年属性別J

男子 =>?@ EMB@D

女子 =>?@ BO8@D

進学希望者全体 =>?@AC87@D

大学 =>?@A799@D

短大 =>?@ 9B@D

専門学校 =>?@ 797@D

就職 =>?@ 7AE@D

考]/)%^計 =>?@A`7M@D

考]/)0)^計 =>?@ 9AA@D

abcA`bA

進路選択

g意識別

性別

希望進路

別

78jA

AOj8

AEj7

77j7

7AjA

78jM

A9jC

7Cj8

A`j7

79jC

`jC

`Mj7

`Oj`

`Bj`

`CjO

`Bj8

`Bj8

CAj`

`MjA

``jC

`EjB

9Bj8

97j9

98jC

99jM

9AjO

9Aj8

9Aj9

9CjA

7EjO

`8jE

7BjA

CBj7

Aj`

Aj7

8jE

k

8jO

AjA

k

k

8jC

8jM

Aj9
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►進路選択に関する保護者の態度について、⾼校⽣の67％が「ちょうどいい」。2021年と⽐較してや
や減少した。
►「⼲渉」と感じるのは24％で、前回よりやや増加。

l⾼校⽣に、進路選択に関する保護者の態度について尋ねたところ、67％が「ちょうどいい」と回答した。⼀
⽅、「⼲渉・計」は24％、「無関⼼・計」は9％となっている。

l時系列でみると、「⼲渉・計」は2021年（20％）よりやや増加した。
l性別にみると、「ちょうどいい」割合は男⼥とも70％弱を占める。
l希望進路別にみると、「ちょうどいい」割合は、進学希望者全体（65％）より就職希望者（76％）で⾼い。
l保護者との進路に関する会話頻度別にみると、進路について話す層では「ちょうどいい」が69％を占めてい
るが、話さない層では54％と低く、「無関⼼・計」が21％を占める。

【⾼校⽣】　進路選択に関する保護者の態度（全体／単⼀回答） !"#

干渉&計 無関心&計

干渉+,-. //干渉,. 012344 //無関心 無関心,-. 無回答

7凡例

:;:<年 全体 @ABCDEF:CG :<HF IHF

:;:D年 全体 @ABCDIDFCG DJHJ IHJ

:;DJ年 全体 @ABCDJJECG :EHK JH:

L:;:<年属性別P

男子 @ABC ISECG :KH: SHI

女子 @ABC EJ;CG ::H< D;H;

進学希望者全体 @ABCDF;:CG :KHJ IHE

大学 @ABCD:<<CG :FHI IH<

短大 @ABC <ECG :DHS DSH:

専門学校 @ABC :<:CG :;HE JHF

就職 @ABC :DICG DSHD SHJ

話,&計 @ABCDKFFCG :<HJ SHD

話bc4&計 @ABC :ISCG ::H; :DH;

de:;:<年全体fghijD;kl以上高4iijFkl以上高4iiD;kl以上低4

qrsD<

無関心&

計
干渉&計

進路uv4

w話,頻

度別

性別

希望進路

別

<HI

:HI

FH:

KH;

<HF

KHD

KH:

FHK

<HK

:H<

<HJ

<HF

DJHS

DEHD

::H:

:;H:

DIHE

:;HI

:DHS

DSH:

DEH:

D<HI

:;H;

DIHF

SSHF

E;HS

S:HI

SIHD

SEH:

SFHK

SKHE

S:H:

SJHI

ESHD

SIHJ

FKH:

EHE

EHJ

IH:

SH<

JHD

IH;

EHI

D<HF

IH:

FHF

FHJ

DEHD

;HI

DH;

DH;

;HF

;HJ

;HE

;HF

:HE

DH<

DHK

;H:

<HI

DHF

;HS

;HS

;HJ

;HF

DH;

DH:

z

z

;HJ

DHD

:HI
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►進路選択に関する保護者の⾏動や態度は、「私の考えを尊重する」「あたたかく⾒守っている」
「相談にのってくれる」が70％前後で拮抗。
l⾼校⽣に対して、進路選択に関する保護者の⾏動や態度としてあてはまるものを尋ねたところ、「私の考え
を尊重する」（70％）、「あたたかく⾒守っている」（70％）、「相談にのってくれる」（68％）が上位。

l時系列でみると、ほとんどの項⽬は2021年よりスコアが上昇した。
l性別にみると、男⼦では全体と同様の項⽬が上位となっているが、⼥⼦では「相談にのってくれる」が第1位
となっている。

l進路選択に関する保護者の態度別にみると、ちょうどいいと回答した層ではほかの層より全体的にスコアが
⾼く、特に「私の考えを尊重する」は80％以上にのぼる。

【⾼校⽣】　進路選択で保護者にあてはまること（全体／複数回答） （％）

調査数

私

%

考

'

(

尊

重

+

,

-

.

.

/

0

見

守

!
3

4

, 相

談

7

%

!
3

0

8

,

私

%

話

(

:

"
;

<

聞

0

私

%

進

路

7

@

4

3

関

心

(

持

!
3

4

,

励

E

F

3

0

8

,

今

%

進

路

H

進

学

7

@

4

3

知

!
3

4

,

具

体

的

7

N

O

P

Q

R

+

, 放

!
3

T

4

3

0

8

,

進

路

7

@

4

3

私

U

V

W

詳

F

0

情

報

収

集

+

,

無

回

答

`a`b年 全体 efg` fahi jkhg jfhk jihi jbh̀ g`hj gehe bfhf b`hl `jhb bhg
`a`e年 全体 eleg jbhg jihj j`hj gfhf gbhl ijha i`hg bbh̀ ``hg `aha `hi
`aek年 全体 ekkf fahb jlhb fahf jfhj jkha gihg g`he iahk bah̀ `kha bhj
m`a`b年属性別q

性別 男子 ljf fahg fahk jghe jbha jehk gihk ijhg bfhf bbhl `ghb bhg
女子 fka f`h̀ jkhe fbhf jfhj jjhl gehk gfhl blhk b`ha `jhl `hi
進学希望者全体 ega` fehe jkhk jfhj jih̀ jghi gbhb gehk bjhl b`he `jhl bha

大学 e`bb fehb jkhk jjhf jbhb jjhb gihf gahl bihk beh̀ `jha `hl
短大 bf gjhl jfhj fbha gkhg gjhl ibh̀ gehi bfhl `ihb `ihb ghi
専門学校 `b` f`hi fahb fehj fahb jehj ifha glh̀ ifha bfhk behg bhi

就職 `el jkhb fahj f`hk jlhb g`hb gahk ilhj ighi bfh̀ ``hk bh̀
話+�計 eigg fbh̀ f`ha fbhb jlhk jkhg gjhg gghg iehi bahl `lhb `hb
話��4�計 `lj gfha gfhf i`hb i`hb b`hk bbhk bahl ekhk i`hf ejhe lhi
干渉�計 iee ifhk gehl jahe gehb jjh̀ i`hj ikhe bkhf ekha bbhl ihe
:���44 eejg lahl flhf fihe f`h̀ jfhb gkh̀ gghj ieha bghk `jh̀ ehj
無関心�計 eik jahi gghf ikhf ifhf behg bih` `lh` eehi geha lhf ihf

�今回調査%�全体�%降順���

�今回調査%�全体�<比較F3��ea��以上高4���g��以上高4��ea��以上低4 ���ee�e

希望進路

別

進路7@43

話+頻度別

進路選択7

関+,保護者

%態度別

a

`a

ia

ja

la

eaa

`aek年全体

`a`e年全体

`a`b年全体

男子

女子



12．保護者にしてほしい⾏動・態度

第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年

- 21 -

►⾼校⽣が進路選択で保護者に望む⾏動・態度は、「私の考えを尊重する」「あたたかく⾒守ってい
る」。
l⾼校⽣に、進路選択に関する⾏動や態度として、保護者に「してほしい」と思うことを尋ねたところ、「私
の考えを尊重する」「あたたかく⾒守っている」が3,割前後。僅差で「私の話をちゃんと聞く」が続く。

l時系列でみると、全体的にスコアが低下した項⽬が多いが、「進路について私よりも詳しく情報収集する」
「放っておいてくれる」がいずれも2021年よりやや増加した。

l性別にみると、ほぼすべての項⽬で男⼦より⼥⼦でスコアが⾼い。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では「私の考えを尊重する」、就職希望者では「具体的にアドバイス
する」がそれぞれ第1位。

l進路選択に関する保護者の態度別にみると、保護者が⼲渉すると感じている層では「放っておいてくれる」
が全体と⽐較して10ポイント以上⾼い。⼀⽅、無関⼼と感じている層では「具体的にアドバイスする」「今
の進路や進学について知っている」「私の進路について関⼼を持っている」のスコアが全体と⽐較して10ポ
イント以上⾼く、保護者の態度として、詳細な情報収集や具体的なアドバイスが求められていることがわか
る。

【⾼校⽣】　進路選択で保護者にしてほしいこと（全体／複数回答） （％）

調査数

私

%

考

'

(

尊

重

+

,

-

.

.

/

0

見

守

!
3

4

, 私

%

話

(

6

"
7

8

聞

0

具

体

的

=

>

?

@

A

B

+

, 励

D

E

3

0

F

,

進

路

=

I

4

3

私

J

K

L

詳

E

0

情

報

収

集

+

,

相

談

=

%

!
3

0

F

,

今

%

進

路

U

進

学

=

I

4

3

知

!
3

4

,

放

!
3

Y

4

3

0

F

,

私

%

進

路

=

I

4

3

関

心

(

持

!
3

4

,

無

回

答

`a`b年 全体 efg` b`hi `jhf `khj `fha `ghi `lhb ``hl `ehj `ehi `ehi `ghf
`a`e年 全体 ekeg bghj bghl b`hi `fhg `fhg `ahl `jhl `ehk efha `bhg ekhk
`aej年 全体 ejjf bkhe bghj blh̀ baha `jhj `jhe `kh̀ `jhl `bhi `fhk `lhj
m`a`b年属性別q

性別 男子 kif `fhj `fhb `lhe `lhf ``hg `lha ekhi `ah̀ `ehe ekhe `jhl
女子 fja bkhl behj bghi bahi `jhl `ihb `fhe `lh̀ `ehb `gh̀ `ahl
進学希望者全体 ega` blhl behk bahg `ihf `fha `lhl `bhe ``hj ``hf ``hk `lh̀

大学 e`bb bghk bbhb b`hl `fhe `khe `lhk `lhf `lhl `bhg `bhj `bhk
短大 bf lbh̀ `lhb bghe bghe `ehi `jhf `lhb `ehi eih̀ `lhb ekhj
専門学校 `b` `ghl `gha ejhk `bhb ``ha `ehi elhf eghe ejhl eihl `fhi

就職 `ek `bhl efhj `ahi behf ekhk `bhj ejhb eihg ebhk elhf b`he
話+�計 elgg bbhi bahl bahl `fhi `fha `lhf `lhe ``hl `ahl ``hl `ghi
話��4�計 `ki `khb `fhb ``hl `lhe ejhi ``hf elhf ekhj `khb efhk `ghg
干渉�計 lee lahl blhg b`hk `fhb `ihb `ehl `ehj ejh̀ b`hl ejh̀ ebhj
6���44 eeig `jhj `fhb `fhe `ghk `lhb `lhg ``he ``ha efhg `ahg bahk
無関心�計 elj blhj bihj bbhi bkhj bghi bbhi `fhg b`h̀ `ih̀ bkhb eahe

�今回調査%�全体�%降順���

�今回調査%�全体�8比較E3��ea��以上高4���g��以上高4��ea��以上低4 ���ee�`

希望進路

別

進路=I43

話+頻度別

進路選択=

関+,保護者

%態度別

a

ea

`a

ba

la

ga

`aej年全体

`a`e年全体

`a`b年全体

男子

女子
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►進路を考えるうえで保護者にやめてほしい⾏動・態度は、「望みを⾼く持ちすぎないでほしい」。
►時系列ではほとんどの項⽬でスコアが低下。

l⾼校⽣に対して、進路を考えるうえで保護者にやめてほしい⾏動や態度を尋ねたところ、「望みを⾼く持ち
すぎないでほしい」（31％）が最も⾼く、以下「プレッシャーばかりかけないでほしい」「勉強や成績の話
ばかりするのはやめてほしい」「⾃分の考えを押しつけないでほしい」が25％前後で続く。

l時系列でみると、ほとんどの項⽬が前回より低下。ただし、上位項⽬では「勉強や成績の話ばかりするのは
やめてほしい」、中位の項⽬では「『好きなことをしなさい』だけで終わらないでほしい」がやや上昇した。

l性別にみると、男⼥とも上位の顔ぶれは変わらず、特に「望みを⾼くもちすぎないでほしい」はスコアの男
⼥差も⼩さく、性別によらず共通した意向として読み取れる。

l進路選択に関する保護者の態度別にみると、保護者が⼲渉すると感じている層では、「望みを⾼くもちすぎ
ないでほしい」「プレッシャーばかりかけないでほしい」など上位6項⽬がすべて全体より10ポイント以上⾼
く、⾼望みやプレッシャー、偏った情報による考えの押し付けをやめてほしいと感じる⾼校⽣が多いことが
わかる。また、保護者が無関⼼だと感じている層では、「『好きなことをしなさい』だけで終わらないでほ
しい」「お⾦の話ばかりするのはやめてほしい」などが全体と⽐較して10ポイント以上⾼い。

【⾼校⽣】　進路選択で保護者にやめてほしいこと（全体／複数回答） （％）
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1）⼦どもの進路選択⾏動への関与状況
►「⾏ったことがある」⾏動は、進路選択、職業、分野に関する“アドバイス”が多い。
►「今後⾏いたい」⾏動としては、⼦どもが興味を持った進学先に関する情報収集が上位。

l⼦どもの進学を希望する保護者に対して、⼦どもが⾼校2年⽣の時点で、保護者として進路選択⾏動にどのよ
うにかかわっているかを尋ねた。「⾏ったことがある」⾏動としては、【⼦どもに合う分野をアドバイスす
る】（66％）、【将来の職業をアドバイスする】（64％）が60％以上で拮抗。

l⼀⽅、「⾏ったことはないが、今後⾏いたい」⾏動としては、【興味を持った学校の⼊試⽅法を調べる】
（46％）、【興味を持った学校の資料請求をする】（45％）が40％以上で上位。

l時系列でみると、コロナ禍の2021年では実施が難しかった【興味を持った学校の⾒学に⾏く】を実際に⾏っ
たことがある割合は、17%→50％と⼤幅に増加した。
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【保護者】　進路選択⾏動の関わり⽅︓「⾏ったことがある」の割合（進学希望者／各単⼀回答） （％）
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【保護者】　進路選択⾏動の関わり⽅︓「今後⾏いたい」の割合（進学希望者／各単⼀回答） （％）
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2）⼦どもの進路選択⾏動に具体的にかかわる理由
►保護者が⼦どもの進路選択に関与する理由のトップは、「⼦どもと⼀緒に考えたいから」。

l進路選択に関するさまざまな⾏動について、１つでも「⾏ったことがある」「⾏ったことはないが、今後⾏
いたい」と回答した保護者に対して、具体的に⾏動する理由を尋ねたところ、「⼦どもと⼀緒に考えたいか
ら」（71％）が最も⾼く、次いで「具体的な情報を知らないと進路についての会話ができないから」が⾼い。

l時系列でみると、ほとんどの項⽬で横ばい。
l続柄別にみると、⽗親・⺟親のいずれでも順位はほぼ同様であるものの、⽗親では「⼦どもがやりたいこと
を⾒つけられていないから」、⺟親では「具体的な情報を知らないと進路についての会話ができないから」
がそれぞれスコアが⾼い。

l進路についての会話頻度別にみると、「具体的な情報を知らないと進路についての会話ができないから」は、
話す／話さないにかかわらず55％前後で⼤きい差はない。それ以外の項⽬は差が⼤きく、“話す”層では「⼦
どもと⼀緒に考えたいから」、“話さない”層では「⼦どもがやりたいことを⾒つけられていないから」「⼦
どもの考えが⽢いから」「⼦どもが進路について⾏動しないから」など⼦どもの⾏動に対する不満を理由と
する割合が⾼い。

【保護者】　⼦どもの進路選択に保護者が関わる理由（進学希望者かついずれか進路選択⾏動への関与あり／複数回答） （％）

調査数

子

%

&

'

一

緒

*

考

,

-

.

/

0

具

体

的

4

情

報

7

知

0

4

.

'

進

路

*

;

.

<

=

会

話

@

A

B

4

.

/

0

子

%

&

@

C

D

-

.

E

'

7

見

;

G

0

H

<

.

4

.

/

0

I

D

良

.

選

択

肢

@

N

O

=

*

子

%

&

@

気

Q

.

<

.

4

.

/

0

子

%

&

=

考

,

@

甘

.

/

0 子

%

&

@

進

路

*

;

.

<

行

動

U

4

.

/

0

子

%

&

*

求

W

0

H

-

/

0 子

%

&

I

D

&

情

報

収

集

@

得

意

\

/

0

大

人

=

目

A

判

断

U

-

方

@

良

.

/

0

最

近

=

進

路

選

択

e

子

%

&

*

e

荷

@

重

過

i

O

/

0 保

護

者

=

方

@

子

%

&

=

適

性

7

o

/

!
<

.

O

/

0 高

校

=

先

生

*

勧

W

0

H

-

/

0

周

D

=

保

護

者

@

C

!
<

.

O

/

0

v

=

他

無

回

答

{|{}年 全体 ��� ���� ���| {|�� ���� �{�� �{�} ���| ��{ ��� }�� }�� {�� |�{ }�{ ���
{|{�年 全体 ��� ���� ���{ {{�| ���� �|�� �}�| ��� ��� ��� }�| {�� |�� |�{ {�} ���
{|��年 全体 �|�� �|�� �|�� {��� ���� �{�� ���� �|�� ��� ��� ��} }�� {�} |�� {�� {��
�{|{}年属性別�

続柄別 父親 �}} ���� ���� {��� ���} ���} ���� ��} �|�� ��� }�� ��| � � ��� {�}
母親 ��� ���� ���� ���{ ���� �{�} ���� ���� ��� ��{ }�� }�{ {�� |�} }�� ��{
男 ��� ���� �|�� {��� ���� ���{ �{�� ��� ��� ��{ ��� }�� ��� � }�� |��
女 ��{ �}�� ���{ ���{ ���| ���� �{�{ ���� ��� ��| }�{ }�� {�� |�� {�� {�|
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短大 {� ���| �|�� }}�} ��} �{�� {��| �{�� ��{ ��} � ��} ��{ � ��{ �
専門学校 �|� ���� �|�� ���� �|�� ���{ ���} ��� ��� ��� � ��� ��� � ��� }��
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�今回調査= 全体¡=降順¤¥¦
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別
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別
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話�頻度別

|
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�|

{|��年全体
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15．⾼校卒業後の希望進路
►⾼校⽣のうち「⼤学」進学希望者が70％。短⼤や専⾨学校も含めると合計で86％が進学を希望。
►保護者では「⼤学」進学希望者が55％。合計では65％が進学を希望しているが、「⼦どもが希望す
る進路なら何でもいい」も26％。
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Ⅱ 進路検討⾏動

【⾼校⽣】　⾼校卒業後の希望進路（全体／単⼀回答） （％）

進学#計 %

調査数

大

学

短

大

専

門

職

大

学

専

門

職

短

大

専

門

学

校

海

外

1

大

学

2

3 就

職

5

1

他

無

回

答

進

学

#

計

大

学

:

短

大

進

学

;<;=年 全体 ABC; DEFB AFE <FD <F; A=F; <F; A;FG AF< <FD HCFB B;FC
;<;A年 全体 AHAC DDF; =F< <FE <F; A=F; <F= ACF= <FB <F= H=FC B<F=
;<AE年 全体 AEEB B;FA AFB <FC <F; EFA <F= ACF< <FE <FC H=FG BGF=
I;<;=年属性別M

性別 男子 HDB BDFC <F= <FC <FA EFD <FA AAFH <FB <FC HBF< BBFG
女子 BE< D;F= =FG <FE <FG ABFD <F= AGFA AFA Q HGFD DBF<
進学希望者全体 AC<; HAFG ;F; <FB <F= ACFG Q Q Q Q A<<F< HGFD

大学 A;== EEFA Q <FE Q Q Q Q Q Q A<<F< A<<F<
短大 =B Q HEF; Q A<FH Q Q Q Q Q A<<F< A<<F<
専門学校 ;=; Q Q Q Q A<<F< Q Q Q Q A<<F< Q

就職 ;AH Q Q Q Q Q Q A<<F< Q Q Q Q
考VWXY:計 AG;D B;FG AFE <FB <FA A=FG <FA A<FH <FD <FA HHFG BCF<
考VWX2X:計 =AA CEFH AFE <F= AF< A=F; <F= ;<F= ;FE <F= BDF; D=F<
Z今回調査1\全体]^比較aW%bA<cd以上高X%%bCcd以上高X%%A<cd以上低X ijkC

大学:短大進学

希望進路

別

進路選択

1意識別

<

;<

G<

D<

H<

;<AE年全体

;<;A年全体

;<;=年全体

男子

女子

【保護者】　⾼校卒業後の希望進路（全体／単⼀回答） （％）

調査数

大

学
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短

大
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学

EFEG年 全体 KLMN MLOP KOL KOK FOM NOL FOG NOP FOL EMOM FOQ RMOE MNOP
EFEK年 全体 KMEQ MGOP EOG EOR FOG ROP FOG QOF FON EGOL FOP RMOP MQOF
EFKQ年 全体 KNMQ MNOE KOM KOK FOG GON FOE QOQ FOR EGOR KOP RGOP RFOK
SEFEG年属性別W

続柄別 父親 EKF MQOM KOL FOM \ MOE FOM NOK \ EMON \ RRON RKOL
母親 KKQF MLOM KOL KOG FON NON FOG NOP FOM EMOR FOG RMOM MNOP
男 NKG RKOE FOP \ FOK MOF FOR MOP FOG EROK FOK RNOE REOK
女 NFK LPOQ EOF EOG KOF KFOF \ KFOK FOR ELOP FOG RLOE MLOE
進学希望者全体 QMF PLOF EOK KON FOP KKOL \ \ \ \ \ KFFOF PPOR

大学 PKP QNOR EOL \ \ \ \ \ \ \ \ KFFOF KFFOF
短大 EL \ \ RRON GGOG \ \ \ \ \ \ KFFOF KFFOF
専門学校 KFP \ \ \ \ KFFOF \ \ \ \ \ KFFOF \

就職 KKG \ \ \ \ \ \ KFFOF \ \ \ \ \
a今回調査-c全体de比較hijkKFlm以上高?jjkMlm以上高?jjKFlm以上低? rstKF

進学C計

子/4-性

別

希望進路

別

大学C短大進学
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EFKQ年全体
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男
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16．進学先検討で重要な情報
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►⼦どもの進学を希望する保護者にとって、進学先検討のために重要な情報のトップは「現在の⼊試制
度の仕組み」。
l⼦どもに⼤学・短⼤・専⾨学校への進学を希望している保護者に対して、進学先を検討するにあたってどの
ような情報が重要だと思うかを尋ねたところ、「現在の⼊試制度の仕組み」（73％）が最も⾼く、以下「進
学費⽤（学費・⽣活費など）」（70％）が70％以上、「学部・学科の内容」（55％）、「将来の職業との関
連」（54％）などが続く。

l時系列でみると、上位項⽬ではスコアが低下したものが多いが、上位項⽬の中では「進学費⽤（学費・⽣活
費など）」がわずかに増加した。逆に、「現在の⼊試制度の仕組み」「⼊試の内容」「難易度」などに関し
ては連続してスコアが低下しており、“⼊試”に関する情報への関⼼がわずかではあるが薄まっている。

【保護者】　進学に際して必要な情報（進学希望者／複数回答） （％）
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17．進学先検討の重視点
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►⼦どもの進学を希望する保護者が進学先を検討するにあたって重視することは、【教育内容・制度】
【卒業後】に関することがらが上位。

l⼦どもの進学を希望する保護者に対して、進学先を検討するに当たってどのようなことを重視するかを尋ね
たところ、上記の項⽬のスコアが⾼く、【教育内容・制度】に関する項⽬や、【卒業後】の就職に関する項
⽬が上位となっている。特に「⼦どもの学びたい学部・学科・コースがある」が突出して⾼く、「⼦どもの
興味や可能性が広げられる」も含め、⼦ども⾃⾝の希望に沿った教育を受けられることを重視する保護者が
多いことがわかる。

l時系列でみると、2019年から2021年にかけてスコアが低下した項⽬が多かったが、2021年から今回は⼤きい
変化がみられない。ただし、【卒業後】や【⽴地・環境】に関する項⽬は引き続き低下傾向となっている。

⼦どもの進学を希望する保護者が進学先を検討するにあたって重視すること
1位 【教育内容・制度】 ⼦どもの学びたい学部・学科・コースがある 84％
2位 【教育内容・制度】 ⼦どもの興味や可能性が広げられる 51％
3位 【 卒 業 後 】 卒業後に社会で活躍できる 47％
4位 【教育内容・制度】 社会で役⽴つ⼒が⾝につく 46％
5位 【 卒 業 後 】 就職に有利である 45％
6位 【 卒 業 後 】 将来の選択肢が増える 41％
7位 【 学 ⽣ ⽣ 活 】 学⽣⽣活が楽しめる 39％

【 ブ ラ ン ド 性 】 校⾵や雰囲気が良い 39％
9位 【教育内容・制度】 資格取得に有利である 38％
10位 【教育内容・制度】 教育⽅針・カリキュラムが魅⼒的である 37％
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!保護者%&進学先検討,重視/0123進学希望者6複数回答; <=>

<順位>

A上位

CD位

大学 短大
専門学

校

<JKLMD> <JKCDDN> <JKCCOP> <JKLMD> <JKCQD> <JKRSD> <JKQRL> <JKQMD> <JKLMD> <JKSCS> <JKOQ> <JKCDS>

子UVW学XYZ学部\学科\^_`ab0 <C位> SPcM SNcC SCcQ SPcM RQcP SMcN SPcR SPcS SPcM SMcC LMcS NScM

子UVW興味f可能性a広klm0 <O位> MDcS MOcP NDcM MDcS QLcP MCcR MMcP QNcR MDcS MOcO MDcD QDcR

社会,役立r力a身urv <Q位> QMcL QNcN QOcR QMcL QMcD QNcM QRcD QMcN QMcL QMcR MScP QQcQ

資格取得u有利,b0 <L位> PScP PScR PLcQ PScP POcC PLcN PCcP QNcO PScP PQcR NNcR MLcP

教育方針\������a魅力的,b0 <CD位> PNcR PNcC PMcQ PNcR OLcP PScC PPcS PLcS PNcR PScP QCcR OQcC

専門分野�深v学�0 <CP位> PDcQ OScL PCcL PDcQ OMcR PCcR OScQ PPcC PDcQ ORcL PPcP QLcC

教育内容W���a高Z <CN位> OQcO OMcO OMcM OQcO OMcR OQcQ OMcL OPcC OQcO ONcR CNcR RcQ

教養a身urv <OM位> CNcR CLcD CScS CNcR CMcR CRcQ CMcQ CScR CNcR CRcO PPcP LcP

国際的���`a身urv <OL位> CCcL COcC CPcO CCcL CPcN CCcR CDcO CQcD CCcL CPcC COcM OcS

���活用a進�,Z0 <PP位> ScM NcO   ScM CDcR ScO ScC ScL ScM LcP QcO PcR

学生W面倒見a良Z <OP位> CScM CScM OMcL CScM COcC ODcC CMcO OOcR CScM CScS PPcP CPcD

教授\講師陣a魅力的,b0 <OQ位> CRcP CQcL CLcC CRcP CMcD CRcL CMcR CLcN CRcP CRcR ODcS CPcD

学生W学力a高Z <OS位> COcN COcP CMcQ COcN CCcQ COcS CCcC CQcQ COcN CQcC QcO PcR

先輩\卒業生a魅力的,b0 <PO位> LcN RcN LcN LcN RcL CDcD ScN CDcR LcN LcL COcM NcM

学生生活a楽®¯0 <R位> PScN PRcM QPcO PScN OLcP QDcS PNcM QCcS PScN PLcQ MDcD PDcN

学習設備f環境a整¶·Z0 <CQ位> OLcN OScP OScO OLcN OOcC PDcL OScS PDcR OLcN PDcR OLcO OCcP

寮f奨学金�Ua充実®·Z0 <OC位> CLcO CRcP CLcO CLcO CMcR CLcN CRcR OCcC CLcO CScR OLcO ODcQ

�½�¾`a¿mZ,b0 <PD位> CCcN CDcR CPcP CCcN CDcR CCcS ScQ CMcP CCcN CCcM OMcD LcP

À�Á\Â_À�活動a盛�,b0 <PQ位> RcR ScM LcP RcR RcL RcR RcR RcN RcR RcL ScP McN

勉強/0Wu良Z環境,b0 <CO位> PPcR PQcS PNcQ PPcR ONcQ PMcM PMcC PPcC PPcR PMcM PPcP ODcQ

交通W便a良Z <CM位> ONcL OLcR PPcS ONcL CQcP OLcN OOcM POcD ONcL ONcM OLcO OLcN

自宅Ìl通Í0 <OD位> CLcP OMcL OMcN CLcP CQcP ODcD CPcS OQcR CLcP CRcN OLcO OLcN

生活u便利�立地,b0 <OO位> CScR CRcN CLcC CScR CMcD CLcM CRcC OCcC CScR CLcO CNcR CMcR

学費a高v�Z <CC位> PNcD PNcR QMcL PNcD PDcR PRcP PQcR PScD PNcD PMcC QCcR QCcR

偏差値a子UVu合¶·Z0 <CL位> CLcR CScM OQcP CLcR CNcQ ODcQ OCcC CScQ CLcR ODcS OMcD CDcO

入試方法a子UVu合¶·Z0 <ON位> CNcO CPcQ CScO CNcO CMcD CNcP CRcC CMcP CNcO CNcN OLcO CDcO

卒業後u社会,活躍,¿0 <P位> QNcR QLcQ QRcO QNcR QCcQ QScO QScN QMcN QNcR QNcO QMcS MDcL

就職u有利,b0 <M位> QQcS QScL MPcM QQcS PScN QMcQ QQcR QQcR QQcS QOcL MScP MNcM

将来W選択肢a増Í0 <N位> QDcR QOcS QRcD QDcR PScN QCcO QPcN PRcS QDcR QOcP OMcD POcQ

校風f雰囲気a良Z <R位> PScN PScQ PScN PScN PDcD QDcM PNcM QCcP PScN PLcC QMcS PPcP

活気ab0感æa/0 <CN位> OQcO OPcP OMcQ OQcO ODcR OMcD OOcS ONcD OQcO OQcS OLcO CScM

伝統f実績ab0 <CS位> ODcM CLcO OMcN ODcM OOcC ODcQ CLcN OCcS ODcM OCcM OMcD COcD

周囲W人ÌlW評判a良Z <OR位> CPcP COcC CRcM CPcP LcP CQcO CPcO CPcS CPcP CPcN COcM CCcC

学校a発展®·Zv可能性ab0 <PC位> CCcM CDcM COcR CCcM CPcN CDcS CCcR CDcL CCcM CCcL ScP LcP

有名,b0 <PM位> RcC NcS CDcN RcC CDcR NcR NcR RcS RcC RcL ñ CcL

規模a大¿Z <PN位> CcL CcN PcM CcL OcL CcS CcM OcQ CcL OcO ñ ñ

ôW他 ñ DcQ DcN ñ ñ ñ ñ ñ ñ ñ ñ ñ

無回答 DcR DcN DcL DcR CcQ DcQ DcO DcL DcR DcQ QcO OcS

A今回調査Wú全体ýW降順ÿ_! A今回調査Wú全体ý2比較®·&$CD%&以上高Z&&$M%&以上高Z&&CD%&以上低Z

)*+CP

学

生

生

活

立

地

\

環

境

入

試

難

易

度

卒

業

後

Á

�

�

/

性

!ODOP年属性別%

希望進路別子UVW性別続柄別

教

育

内

容

\

制

度

ODOP年

全体

構

成

要

員

進学希

望者全

体

ODCL年

全体

ODOC年

全体

ODOP年

全体 女男母親父親

D OD QD ND SD CDD

ODOP年 全体

ODOC年 全体

ODCL年 全体



18．家庭の経済事情の進路決定への影響
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►保護者の74％が、家庭の経済事情が⼦どもの進路決定に「影響がある」と回答。
l保護者に対して、家庭の経済事情が⼦どもの進路決定にどの程度影響があると考えるかを尋ねたところ、
「⾮常に影響がある」が32％、「ある程度影響がある」が42％を占め、合計では74％が影響があると回答し
た。

l時系列では⼤きい変化はみられず、ほぼ横ばいとなっている。
l続柄別にみると、⽗親（72％）より⺟親（75％）で「影響がある・計」の割合がわずかに⾼い。
l希望進路別にみると、「影響がある・計」の割合は進学希望者全体（76％）のほうが、就職希望者（71％）
より⾼いが、「⾮常に影響がある」割合は就職希望者では36％と、進学希望者全体（32％）をやや上回った。

【保護者】　家庭の経済事情の進路決定への影響（全体／単⼀回答） !"#

影響&'()計 影響&+,)計

非常/影響&'

(

'(程度影響&

'(

23456,7+

,

'89影響&+

,

8:;<影響&+

,
無回答

@凡例

CDCE年 全体 IJKLMNOPLQ PERS MERT

CDCM年 全体 IJKLMOCSLQ PNRO MCRN

CDMS年 全体 IJKLMPOSLQ PORM MCRD

UCDCE年属性別Y

父親 IJKL CMDLQ PCRN MTRP

母親 IJKLMMSDLQ PORC MCR]

男 IJKL PMELQ PCR] MNRC

女 IJKL PDMLQ PORS MERN

進学希望者全体 IJKL SODLQ PORS MERT

大学 IJKL ]M]LQ PTRC MNRC

短大 IJKL CNLQ PSRC g

専門学校 IJKL MD]LQ PERM MCRD

就職 IJKL MMELQ PDR] MORS

mnCDCE年全体op9qrMDst以上高,qqrOst以上高,qqMDst以上低,

yz{S

影響&

+,)計

続柄別

子26

性別

影響&

'()計

希望進路

別

ECRE

EMRC

ECRC

EORP

ECRN

ECRE

EERN

ECRE

ECRT

CDR]

ECRN

ETRE

NMRO

NERE

NCRS

ETRP

NCR]

NDRO

NCRO

NERT

NERO

O]RE

NDRP

ENRO

MMRS

MCRE

MMRM

MMRD

MCRD

MERD

MDRP

MDRO

SRP

CDR]

MNR]

MERE

MDRC

SRD

]RT

MCRN

SRP

MDRO

MDRE

MDRC

MDR]

g

]RE

MDRT

ERN

ERO

ERN

NRE

ERM

ERT

ERM

ERN

ERN

g

ERP

ORE

DRT

DR]

MR]

g

g

g

g

g

g

g

g

g



19．進学に関する経済⽀援の認知と利⽤意向
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1）経済⽀援制度の認知
►⼦どもの進学を希望する保護者のうち、9割近くが奨学⾦には給付型・貸与型があることを認知。
►「2020年から⾼等教育の修学⽀援新制度が始まり、授業料・⼊学⾦の減免制度が創設されたこと」
の認知は2021年（63％）より7ポイント上昇し70％。
l⼦どもの進学を希望する保護者に対して、進学に関する経済⽀援の2点について知っていたかどうかを尋ねた
ところ、「奨学⾦には、『給付型（返還不要）』と『貸与型（⼀定期間内に返還）』があること」は87％、
「2020年から⾼等教育の修学⽀援新制度が始まり、授業料・⼊学⾦の減免制度が創設されたこと」は70％が、
それぞれ「知っている」と回答した。

l時系列でみると、「2020年から⾼等教育の修学⽀援新制度が始まり、授業料・⼊学⾦の減免制度が創設され
たこと」については、2019年（21％）から2021年（63％）にかけて⼤幅に上昇したが、今回はさらに上昇し
70% が認知している。

l希望進路別にみると、いずれの項⽬も⼤学進学意向者の認知率が最も⾼い。
l家庭の経済事情の進路決定への影響度別にみると、経済事情による影響の有無によらずどの層でも認知率は
同程度となっている。

【保護者】　進学に関する経済⽀援の認知（進学希望者／各単⼀回答） （％）
!"知$%&'(割合

調査数

奨学金123"給付型7返還

不要<(="貸与型7一定期間

内1返還<(EFGHI=

JKJK年MN高等教育S修学

支援新制度F始[\3授業

料`入学金S減免制度F創

設fg'I=

JKJh年 全体 klK mnok pKoK
JKJq年 全体 qKKn mnok nhoh
JKqk年 全体 qqJh mrok JKol
sJKJh年属性別w

続柄別 父親 qrK mpoq nnor
母親 pmK mnok pKom
男 rpk mnom pKom
女 rlK mpoq nkoq
進学希望者全体 klK mnok pKoK

大学 mqm mmoK pqoq
短大 Jr ploK pKom
専門学校 qKm mqol nqoq

影響G\`計 pJq mpoJ pKol
��N=�&��& qKK mloK nkoK
影響��`計 qJk mnom nmoJ

!今回調査S"全体(=比較�%E�qK��以上高&EE�l��以上高&EEqK��以上低&

���qq

子��S性

別

希望進路

別

経済事情S

進路決定¥

S影響度別

K

JK

rK

nK

mK

qKK

JKqk年全体

JKJq年全体

JKJh年全体

男

女
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2）経済⽀援制度の利⽤意向
►⼦どもの進学を希望する保護者の半数強が、「⾼等教育の修学⽀援新制度」の利⽤意向あり。

l⼦どもの進学を希望する保護者に対して経済⽀援制度の利⽤意向を尋ねたところ、「貸与型（⼀定期間内に
返還）の奨学⾦」は、「ぜひ利⽤したい」が20％を占め、5⼈に1⼈が強い意向を⽰した。「できれば利⽤し
たい」まで含めると、進学希望者全体の43％が利⽤したいと回答している。

lまた「『⾼等教育の修学⽀援制度』について」も、合計で58％が利⽤したいと回答した。
l時系列でみると、いずれの制度も利⽤意向者が増加している。
l希望進路別にみると、短⼤、専⾨学校進学希望者で制度の利⽤意向が⾼い。
l家庭の経済状況の進路への影響度別にみると、影響があると回答した層では、「『⾼等教育の修学⽀援新制
度』について」は64％、「貸与型（⼀定期間内に返還）の奨学⾦」は48％が利⽤意向ありと回答しており、
他の層と⽐較して利⽤意向が⾼い。

!保護者%&経済支援制度-利用意向&2進学希望者7各単一回答=

2>= 利用?@AB計 利用?@DEAB計

FG利用?@A
HIJK利用?

@A

LMN利用?@

DEA

MO@D利用?

@DEA

考Q@RSTE

A-HUVWE

A

無回答

YZ[ \]^_ `凡例

cc 貸与型2一定期間内k返還=-奨学金 pqrs pqrp

cc t高等教育-修学支援制度zk{A| ]}rp ~pr~

���~~�~�����

利用?@

AB計

利用?@

DEAB

計

q^rp

�~rs

qqrq

qsr}

�^rp

}r�

~qr^

]r}

~�rs

q]r~

~rp

qrp

【保護者】　経済⽀援制度の利⽤意向（進学希望者／各単⼀回答） （％）
!"利用%&'(計*割合

調査数

貸与型3一定期間内9返還<

=奨学金

"高等教育=修学支援制度*

9J'K

LMLN年 全体 RSM TLUV SWUT
LMLX年 全体 XMMV NYUS SXUY
ZLMLN年属性別^

続柄別 父親 XTM TNUV VXUT
母親 YWM TLUT SYUR
男 TYR TMUN SVUW
女 TSM TSUN VMUL
進学希望者全体 RSM TLUV SWUT

大学 WXW NRUR SVUV
短大 LT YMUW YRUL
専門学校 XMW SYUT VYUV

就職 M q q
影響tu(計 YLX TWUM VNUR
vwxyz'{|' XMM NSUM TTUM
影響|%(計 XLR XWUV NWUW

!今回調査="全体*y比較%K��XM��以上高'���S��以上高'��XM��以上低'

���XX�X

子vz=性

別

希望進路

別

経済事情=

進路決定�

=影響度別

M

LM

TM

VM

WM

XMM

LMLX年全体

LMLN年全体

男

女



20．進路意識
►⾼校⽣の81％が、⾼校2年⽣の段階で進路について「考えている」。

l⾼校⽣に対して、⾼校2年⽣の時点で、進路選択についてどの程度考えているか尋ねたところ、「かなり考え
ている」が21％、「ある程度考えている」が60％を占め、合計では81％が考えていると回答した。

l時系列でみると、「考えている・計」にはほとんど変化がみられない。
l性別にみると、男⼦（19％）より⼥⼦（23％）で「かなり考えている」割合が⾼い。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では「考えている・計」が84％を占めるが、就職希望者では71％と低
い。

l保護者との進路に関する会話頻度別にみると、進路について話す層では、進路について「考えている・計」
が87％と⾼い。⼀⽅で話さない層では「考えていない・計」が46％を占めた。
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Ⅲ 進路・将来にまつわる期待と不安

【⾼校⽣】　⾃分の進路選択についてどの程度考えているか（全体／単⼀回答） !"#

考%&'()計 考%&'+')計

,+-考%&'( .(程度考%&'( .1-考%&'+' 1234考%&'+' 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFG;DH IEJK EFJI

;<;E年 全体 ABCDEIEGDH IEJK EIJ=

;<EL年 全体 ABCDELLFDH IEJF EIJE

M;<;=年属性別Q

男子 ABCD ITFDH FFJT ;EJL

女子 ABCD FL<DH ITJT E;JL

進学希望者全体 ABCDEG<;DH IKJ< EGJI

大学 ABCDE;==DH IKJG EGJ;

短大 ABCD =FDH FGJF ;KJ=

専門学校 ABCD ;=;DH I;J= EFJF

就職 ABCD ;EIDH F<JT ;IJL

話c)計 ABCDEKGGDH IFJE E;JK

話d+')計 ABCD ;ITDH G=JE KGJG

ef;<;=年全体gh-ijE<kl以上高'iijGkl以上高'iiE<kl以上低'

qrsK

考%&

'+')

計

考%&

'()計

進路uv'

&話c頻

度別

性別

希望進路

別

;EJ<

;EJK

;<J=

ELJ=

;;JI

;=J<

;=JI

E=JG

ELJI

E<JE

;=JL

TJ=

T<JK

T<J<

TEJK

GIJK

T=JI

TEJ<

T<JF

T;J;

T;JG

T<JT

T=J;

KTJL

ETJT

EFJ;

EFJK

;<JK

E;JK

EKJI

EKJ;

;EJT

ETJI

;TJT

EEJI

K<JL

EJ;

EJ<

<JF

EJG

<JG

EJ<

EJ<

;JF

<JL

;J=

<JG

KJG

<JL

<J=

<J;

<JG

<JG

<J=

<J=

x

x

<JG

<JG

EJK



21．進路を考えるときの気持ち
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►⾼校⽣が進路を考えるときの気持ちは、「楽しい」が28％、「不安」が67％。
►時系列ではほとんど変化がないが、明確な「不安な気持ち」を表明する割合は減少傾向。

l⾼校⽣に対して、進路を考えるときにどのような気持ちになるかを尋ねたところ、「楽しい気持ち」「どち
らかというと楽しい気持ち」が合計で28％を占めた。⼀⽅、「不安な気持ち」「どちらかというと不安な気
持ち」は合計で67％を占めており、不安を感じる⾼校⽣が圧倒的に多い。

l時系列でみると、「楽しい・計」がやや増加する⼀⽅、「不安・計」は2021年（70％）より3ポイント減少。
l性別にみると、「楽しい・計」の割合は男⼦（30％）のほうが⼥⼦（27％）よりわずかに⾼い。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では「楽しい・計」が30％、就職希望者では16％と、進学希望者のほ
うが⾼い。

l保護者との進路に関する会話頻度別にみると、進路について話す層では「楽しい・計」が31％であるのに対
し、話さない層では16％にとどまっている。

【⾼校⽣】　進路を考える時、⾼校⽣はどんな気持ちになるか（全体／単⼀回答） !"#

楽%&'計 不安'計

楽%&気持-
.-/01&21

楽%&気持-

.-/01&21

不安3気持-
不安3気持- 考567183& 無回答

<凡例

?@?A年 全体 EFGHIJK?HL ?MNO PPNQ

?@?I年 全体 EFGHIMIKHL ?PN? PQNK

?@IQ年 全体 EFGHIQQJHL ?JNA PQNO

R?@?A年属性別V

男子 EFGH MPJHL A@NI PONP

女子 EFGH JQ@HL ?JNI J@NO

進学希望者全体 EFGHIK@?HL A@NO PPNA

大学 EFGHI?AAHL ?QNK PJNA

短大 EFGH AJHL ?INP JKNJ

専門学校 EFGH ?A?HL APNP KQNK

就職 EFGH ?IMHL IPNI JONM

話g'計 EFGHIOKKHL A@NJ PPNK

話h3&'計 EFGH ?MPHL IPNO PQNQ

ij?@?A年全体klmnoI@pq以上高&nnoKpq以上高&nnI@pq以上低&

vwxP

不安'計
楽%&'

計

性別

希望進路

別

進路z{&

|話g頻

度別

MNO

JN?

MN?

QN@

JNP

QNI

QN?

?NJ

QNI

ONI

QNK

?NO

?@N@

IQN@

IQN?

?INI

IQNK

?INO

?@NA

IMNQ

?JNP

IINQ

?IN?

ION@

AQNM

O?NK

AQNQ

AQNJ

O@NM

AQNQ

O@NI

OAN?

AJNQ

O?NJ

O@NA

AJNM

?JNI

?JN@

?QNK

?ONQ

?QNP

?PNO

?JN?

A?NO

?INP

A?NI

?PN?

A?N?

ON@

ONI

AN@

KN@

?NO

ANI

AN@

?NJ

ANQ

QN?

?NK

IINQ

@NJ

@N?

@NA

@NA

@NI

@NI

@N?

�

�

�

@NA

INJ



22．進路選択についての気がかり
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►⾼校⽣にとって進路選択について気がかりなことは、「学⼒が⾜りないかもしれない」が突出。
►次いで「やりたいことが⾒つからない、わからない」「⾃分に合っているものがわからない」など進
路の⾒つけ⽅そのものについての不安。
l⾼校⽣に対して、進路選択について気がかりなことがあるかを尋ねたところ、「学⼒が⾜りないかもしれな
い」（57％）が突出して⾼く、次いで「やりたいことが⾒つからない、わからない」（36％）、「⾃分に合
っているものがわからない」（35％）が⾼い。

l時系列でみると、前回からはあまり変化がみられないが、中位以下の「社会に出ていく能⼒があるか⾃信が
ない」「知りたい情報を集めたり、選んでいく⽅法がわからない」は徐々に減少している。

l性別にみると、男⼦より⼥⼦でスコアの⾼い項⽬が多く、特に「学⼒が⾜りないかもしれない」「⾃分に合
っているものがわからない」「⾃分で決断する⾃信がない」が顕著に⾼い。

l希望進路別にみると、進学希望者ではいずれも「学⼒が⾜りないかもしれない」が最も⾼いが、特に⼤学進
学希望者では66％と⾼い。短⼤進学希望者では「⾃分に合っているものがわからない」「経済的な理由で⾃
分の希望がかなわないかもしれない」、専⾨学校進学希望者では「経済的な理由で⾃分の希望がかなわない
かもしれない」がそれぞれ全体値を5~10ポイント以上上回る。

l就職希望者では、「やりたいことが⾒つからない、わからない」（43％）が最も⾼く、「⾃分に合っている
ものがわからない」（40％）も40％を超えているほか、「社会に出ていく能⼒があるか⾃信がない」
（33％）も全体と⽐較して⾼い。

【⾼校⽣】　進路選択についての気がかり（全体／複数回答） （％）

調査数

学

力

&

足

(

)

*

+

,

-

.

)

*

/

(

0

*

1

2

&

見

4

+

5

)

*

!
6

+

5

)

*

自

分

9

合

"
;

*

<

,

=

&

6

+

5

)

*

社

会

9

出

;

*

A

能

力

&

C

<

+

自

信

&

)

*

自

分

E

決

断

H

<

自

信

&

)

*

知

(

0

*

情

報

L

集

N

0

(

!
選

P

E

*

A

方

法

&

6

+

5

)

*

経

済

的

)

理

由

E

自

分

=

希

望

&

+

)

6

)

*

+

,

-

.

)

*

Z

=

他

特

9

)

*

無

回

答

`a`b年 全体 fgh` hgib bjia bkil `aig `aik fjig mij fik lij fì
`a`f年 全体 fmfh hhik bjik bhik `ail `fia fgih gil fim lif aig
`afl年 全体 fllg j`ij bbik bkia `bì fmia fmig lib fim gig aim
n`a`b年属性別r

性別 男子 mjg h`ig bmij baig fjig fhig fhij jì fia f`ia aim
女子 gla jbib bbil kaih `kim `jig fmij ffia fij jih aih
進学希望者全体 fha` jfih bhif bkik flif flim fjih lib fì lik aig

大学 f`bb jjì bgij bkih fgil flib fgib mia fì gif aig
短大 bg kbi` bgim kaih fmil `kib fbih `fij z faim z
専門学校 `b` bli` `fij b`im `hik ``ia f`il fbim fib `fif ail

就職 `fm bkik k`ig kaik bbia `hì fmim hih `im ffih z
�今回調査=�全体�=降順���

�今回調査=�全体�2比較-;��fa��以上高*���h��以上高*��fa��以上低* ���g

希望進路

別

a

`a

ka

ja

ma

`afl年全体

`a`f年全体

`a`b年全体

男子

女子
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1）⾼校⽣の将来について気がかりはあるか
►⾼校⽣の71％、保護者の67％が、⾼校⽣の将来について気がかりなことが「ある」と回答。
►時系列では、保護者で「ある」割合が漸減傾向。

l⾼校⽣に対して、⾃分の将来について気がかりなことがあるかどうかを尋ねたところ、71％が「ある」と回
答した。時系列でみると、2021年（70％）よりもわずかに増加したが、2019年（77％）と⽐べると低めで安
定している。

l性別にみると、男⼦（65％）より⼥⼦（79％）で「ある」割合が⾼い。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では「ある」が73％を占め、就職希望者（64％）を9ポイント上回る。

l保護者にも同様に、⼦どもの将来について気がかりなことがあるかどうかを尋ねたところ、67％が「ある」
と回答。時系列でみると、「ある」割合は徐々に減少している。

l⼦どもの性別でみると、⼦どもの性別が男である場合のほうが「ある」割合が⾼い。

【⾼校⽣】　将来について気がかりなことはあるか（全体／単⼀回答） !"#

$% &'
将来*+',考./012

&'
無回答

6凡例

9:9;年 全体 ?@ABCDE9BF

9:9C年 全体 ?@ABCGCEBF

9:CH年 全体 ?@ABCHHDBF

I9:9;年属性別M

男子 ?@AB GPDBF

女子 ?@AB DH:BF

進学希望者全体 ?@ABCE:9BF

大学 ?@ABC9;;BF

短大 ?@AB ;DBF

専門学校 ?@AB 9;9BF

就職 ?@AB 9CGBF

^_`CE

希望進路

別

性別

DCbC

PHbP

DDbC

PEb9

DHbc

D9bD

Dcbc

D:b;

Pcb9

Pcb9

9cb;

9cb:

CGbC

9HbG

CGbH

9;b9

9CbD

9Db:

;:bP

;Cb9

;b:

Eb;

;b;

cbE

Cb;

9bH

9bD

9bD

;bH

cbC

CbD

Cb:

CbE

:bP

:bE

Cb;

Cb;

d

Cb;

:bE

【保護者】　⼦どもの将来について気がかりなことはあるか（全体／単⼀回答） !"#

$% &'
子)*+将来./'01

2考45678&'
無回答

<凡例

?@?A年 全体 EFGHIJKLHM

?@?I年 全体 EFGHIK?NHM

?@IN年 全体 EFGHILKNHM

O?@?A年属性別S

父親 EFGH ?I@HM

母親 EFGHIIN@HM

男 EFGH LIAHM

女 EFGH L@IHM

進学希望者全体 EFGH NK@HM

大学 EFGH _I_HM

短大 EFGH ?JHM

専門学校 EFGH I@_HM

就職 EFGH IIAHM

fghIJ

続柄別

子)*

性別

希望進路

別

lLmI

L@mK

LAmK

lKm?

l_mJ

L@mA

lKmK

lNmK

L@mK

l?mK

lAm@

lJml

?lml

?JmA

INml

?LmI

?lml

?AmA

A@m?

?Kml

?Jm@

ALmK

AKm?

?AmN

JmA

Jm@

?m_

lm?

AmN

KmA

AmI

JmA

Jm_

n

ImN

JmJ

?m@

Im?

Jm?

ImJ

ImI

ImI

ImI

@ml

@mL

n

n

LmI
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2）将来について気がかりなこと
►⾼校⽣⾃⾝が将来について気がかりに思っていることのトップは「就きたい職業に就けるか」。

l将来について気がかりなことが「ある」と回答した⾼校⽣に対して、気がかりなこととして当てはまるこ
とを尋ねたところ、「就きたい職業に就くことができるだろうか」（59％）が最も⾼く、以下「⼗分な収
⼊が得られるだろうか」（51％）、「職場の⼈間関係がうまくいくだろうか」（44％）、「就きたい職業
が思いつくだろうか」（40％）などが続く。

l時系列でみると、前回からは横ばいか減少した項⽬が多いが、中位の「遊ぶ時間がとれるだろうか」のス
コアは連続して上昇した。

l性別にみると、特に上位項⽬では男⼦よりも⼥⼦でスコアの⾼い項⽬が多く、特に「職場の⼈間関係がう
まくいくだろうか」で差が⼤きい。しかし、「就きたい職業が思いつくだろうか」では男⼦のほうが⾼い。

【⾼校⽣】　将来について気がかりなこと（気がかりが「ある」／複数回答） （％）

調査数

就

%

&

'

職

業

*

就

+

,

-

.

/

%

0

1

2

3

4

十

分

7

収

入

.

得

;

<

0

1

2

3

4

職

場

>

人

間

関

係

.

3

C

+

'

+

1

2

3

4

就

%

&

'

職

業

.

思

'

E

+

1

2

3

4

F

G

F

G

就

職

H

0

,

-

.

/

%

0

>

1

2

3

4

自

分

*

/

%

0

仕

事

.

L

0

1

2

3

4

遊

N

時

間

.

-

<

0

1

2

3

4

毎

朝

!
時

間

R

S

T

*

起

%

;

<

0

1

2

3

4

仕

事

V

覚

X

;

<

0

1

2

3

4

仕

事

.

E

C

;

7

'

>

/

Y

7

'

1

2

3

4

体

力

的

*

厳

^

'

>

/

Y

7

'

1

2

3

4

歳

V

-

"
`

G

働

%

続

c

;

<

0

1

2

3

4

H

d

辞

f

g

h

;

<

0

>

/

Y

7

'

1

2

3

4

仕

事

内

容

k

報

酬

*

男

女

格

差

.

7

'

1

2

3

4

勤

f

先

.

倒

産

^

`

^

C

3

>

/

Y

7

'

1

2

3

4

F

>

他

無

回

答

z{z|年 全体 �z�� ���� �{�� ���| |��� |{�� z��� z��� z��z z{�� ���| �z�� ���� �{�� ��� |�� z�{ {��
z{z�年 全体 �z�� ���z �{�� �|�| �{�� |��{ |z�z z��z zz�� z��� ���� �z�� ���� �z�� ��� ��� z�� {�z
z{��年 全体 ���� �|�� �{�z �|�� |��{ |��| z��| zz�� ���{ ���� �z�� �{�� �{�� ��� ��� ��| ��� {�|
�z{z|年属性別�

性別 男子 ��� ���| ���� |��� ���� z��� z��� |��| z{�� ���� ���� ���| ��� ���| ��� ��� z�� {��
女子 �z� �{�| �|�{ �z�z ||�� |z�� z��� z��{ zz�| zz�� ���{ �|�� ���� �{�� �{�z |�| ��� {�z
進学希望者全体 �{�z ���{ �{�� �|�z �{�{ z��� z��� z��� z��� ���� ���� �|�{ ���� ��z ��� ��� z�� {��

大学 ��� ���z ���� �{�� �z�� z��� z��z z��� z{�{ ���� ���� ���� ���{ ��� ��� ��{ z�� {��
短大 z� �{�{ ���� �|�� |{�� |��� z��� ���z |{�� ���� ���� ���� ���� ���� |�� � � �
専門学校 ��� ���� ���� ���� z��� |��z |��� |{�z z��z |z�z �{�� z��� ���� ���� ��� ��� z�� �

就職 ��{ ���� �{�� ���{ |��� ���| �{�� z{�{ zz�� �{�{ ���� �{�� �z�� zz�� ��| z�� ��� �
�z{��年Y選択肢.異70&f比較^`'Ch�

�今回調査>¡全体¢>降順¥¦§

�今回調査>¡全体¢-比較^`¨©�{ª«以上高'¨¨©�ª«以上高'¨¨�{ª«以上低' °±²��³�

希望進路

別

{

z{

�{

�{

�{

z{��年全体

z{z�年全体

z{z|年全体

男子

女子
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►保護者が⼦どもの将来について気がかりに思っていることのトップも「就きたい職業に就けるか」。
l⼦どもの将来について気がかりなことが「ある」と回答した保護者に対して、気がかりなこととして当ては
まることを尋ねたところ、「就きたい職業に就くことができるだろうか」（73％）が最も⾼く、以下「職場
の⼈間関係がうまくいくだろうか」（46％）、「就きたい職業が思いつくだろうか」（43％）、「⼗分な収
⼊が得られるだろうか」（33％）などが続く。

lトップの項⽬は⾼校⽣と同じだが、第1位の項⽬はよりスコアが⾼く突出している。

【保護者】　⼦どもの将来について気がかりなこと（気がかりが「ある」／複数回答） （％）

調査数

就

%

&

'

職

業

*

就

+

,

-

.

/

%

0

1

2

3

4

職

場

6

人

間

関

係

.

3

;

+

'

+

1

2

3

4

就

%

&

'

職

業

.

思

'

=

+

1

2

3

4

十

分

@

収

入

.

得

D

E

0

1

2

3

4

毎

朝

!
時

間

I

J

K

*

起

%

D

E

0

1

2

3

4

M

N

M

N

就

職

O

0

,

-

.

/

%

0

6

1

2

3

4

歳

Q

-

"
R

N

働

%

続

U

D

E

0

1

2

3

4

子

I

N

*

/

%

0

仕

事

.

Y

0

1

2

3

4

仕

事

Q

覚

[

D

E

0

1

2

3

4

体

力

的

*

厳

`

'

6

/

a

@

'

1

2

3

4

O

b

辞

d

e

f

D

E

0

6

/

a

@

'

1

2

3

4

仕

事

内

容

i

報

酬

*

男

女

格

差

.

@

'

1

2

3

4

仕

事

.

=

;

D

@

'

6

/

a

@

'

1

2

3

4

勤

d

先

.

倒

産

`

R

`

;

3

6

/

a

@

'

1

2

3

4

遊

u

時

間

.

-

E

0

1

2

3

4

M

6

他

無

回

答

z{z|年 全体 ��� �z�� ���� �z�� |z�� ���{ ���� ���� ���� ��� ��z ��z ��� ��| ��| z�� z�z {�|
z{z�年 全体 �{�� ���� ���� ���� |z�� ���� z{�� ���� ���� ��� ��� ��{ ��� ��{ |�� ��� ��� {��
z{��年 全体 ��{{ ���| ���{ �{�� |��{ ���� ���� ���z �z�� ��� ��| ��� z�{ z�� ��� ��| ��� {��
�z{z|年属性別�

続柄別 父親 �|� ���� �z�| |��� �{�� ���z �{�� �|�� ���� ��| ��� ��� ��� ��| z�� z�z ��� �
母親 ��� �|�� ���� �|�� |��� ���� ���� ���� ���z ��� ��� ��{ ��� |�� ��� z�| ��� {��
男 �{� �|�| �|�� ���� |��� ���� ���� ���{ ���� ��� ��{ ��z ��z ��z |�� z�{ ��� �
女 ��� �z�� ���� |��� |{�� ���� ���� ���{ ���� ��� �{�� ��{ ��| ��� ��z z�� z�� {��
進学希望者全体 ��{ �z�� �|�� |��� |z�� ���� ���z ���� ���z ��{ ��{ ��z ��� |�� |�| z�| z�� {�|

大学 ��� ���z �|�� �{�� |z�� ���� ���� ���� �|�� ��� ��� ��� ��� |�� |�� z�| z�� {�|
短大 �� �{�{ ���� �{�{ ||�| ||�| z��� �|�| z{�{ ��� z��� ��� �|�| � � ��� � �
専門学校 �� ���� ���z z��� |z�� ���� ���� ���� ���� ���� ��� ��� z�� ��� z�� ��� z�� �

就職 �| ���{ ���� ���z |{�� z|�| |z�� ���� |z�� ���z ��z �z�| ��� ��z ��z ��� � �
�z{��年a選択肢.異@0&d比較`R';f¢

�今回調査6¤全体¥6降順¨©ª

�今回調査6¤全体¥-比較`R«¬�{­®以上高'««¬�­®以上高'««�{­®以上低' ³´µ��´�

子IN6性

別

希望進路

別

{

z{

�{

�{

�{

z{��年全体

z{z�年全体

z{z|年全体

男

女
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１）⾼校⽣が将来就きたい職業
►⾼校⽣の55％が、将来就きたい職業が「ある」と回答。
►就きたい職業は、「公務員」「教師」が上位。

l⾼校⽣に対して、将来就きたい職業があるかどうかを尋ねたところ、55％が「ある」と回答した。
l時系列ではほぼ横ばい。
l性別にみると、男⼦（47％）より⼥⼦（65％）で「ある」割合が⾼い。
l希望進路別にみると、就職希望者（51％）より進学希望者全体（56％）のほうが「ある」割合がやや⾼い。
進学希望者全体の中でも、短⼤進学希望者、専⾨学校進学希望者で「ある」割合が顕著に⾼い。

l就きたい職業が「ある」と回答した⾼校⽣に対して、就きたい職業を具体的に尋ねたところ、全体では「教
師」（10％）、「医師・⻭科医師・獣医」(10％）、「看護師」（8%）、「公務員」（7％）、「エンジニ
ア・プログラマー・IT関連」（6％）などが上位となった。時系列でみると、「エンジニア・プログラマー・
IT関連」が初めて5位以内に⼊った。

l教師、医療関係職、公務員などについては、安定性を評価する意⾒のほか、⼈の役に⽴ちたい・地域に貢献
したいなどの理由があがっている。また、エンジニア・プログラマー・IT関連については、現在学んでいて
楽しいと感じていることや、現時点でも将来的にも“必要とされる職業”であることが魅⼒に映るようだ。

【⾼校⽣】　将来、就きたい職業があるか（全体／単⼀回答） !"#

$% &' 考)*+,-&' 無回答

1凡例

4546年 全体 :;<=>?@4=A

454>年 全体 :;<=>B>@=A

45>C年 全体 :;<=>CC?=A

D4546年属性別H

男子 :;<= BK?=A

女子 :;<= ?C5=A

進学希望者全体 :;<=>@54=A

大学 :;<=>466=A

短大 :;<= 6?=A

専門学校 :;<= 464=A

就職 :;<= 4>B=A

話Z[計 :;<=>]@@=A

話^&'[計 :;<= 4BK=A

_`a>K

希望進路

別

性別

進路cd'

e話Z頻

度別

@@h4

@@h4

@Kh?

]?h>

K@h>

@Kh]

@6h@

K4h4

?5h?

@5h@

@Ch]

6]hK

6Kh4

6Kh]

6]hB

]6h@

65h5

6Kh4

6BhB

6@h>

44h5

6Bh@

6]h4

]KhC

Kh?

Bh4

?h>

Bh?

]hK

@hC

Kh>

4h?

@hK

>5hK

]hC

>@h?

>hC

5h4

>h]

5hB

5h]

>h@

>h@

i

>h?

5h@

>h@

4hB

!高校生%就'()職業,就'()職業-./01234職業5回答者9自由回答< ,件9><

上位 AB 位CD 上位 EB 位CD

全体 男子

E 教師 LM EBNA E 医師P歯科医師P獣医 TE EUNA

A 医師P歯科医師P獣医 VV LNW A 教師 UV LNL

U 看護師 ZB ZNW A 公務員 UV LNL

M 公務員 WZ ZNU M ^_`abPcdefghPij関連 UE VNE

T ^_`abPcdefghPij関連 TA TNZ T 会計士P税理士P行政書士 AB TNA

W 会社員 MU MNZ W 技術者P研究者 EL MNL

Z 薬剤師 UM UNZ Z 製造業,自動車P造船��< EZ MNM

V 会計士P税理士P行政書士 UU UNW V cd��h�選手P��h�関連 EM UNW

L 保育士P幼稚園教諭P幼児保育関連 UA UNT V 薬剤師 EM UNW

EB 技術者P研究者 UE UNM EB 会社員 EU UNM

EE 美容師P�b���bh����P美容関連 AV U EB 建築士P建築関連 EU UNM

EA 理学療法士P作業療法士P言語聴覚士P¢£¤¢ AT ANZ EB 理学療法士P作業療法士P言語聴覚士P¢£¤¢ EU UNM

EA 建築士P建築関連 AT ANZ

EM �f��¥h¦hPba�h¦hP§h¨関連 AM ANW 女子

ET 放射線技師P臨床検査技師 AU ANT E 看護師 WE EANU

EW �¢ghP動物関連 AE ANU A 教師 TU EBNZ

EZ cd��h�選手P��h�関連 AB ANA U 医師P歯科医師P獣医 UU WNZ

EV 製造業,自動車P造船��< EL ANE M 保育士P幼稚園教諭P幼児保育関連 AV TNW

EL 医療事務P医療関連 EM ENT M 会社員 AV TNW

AB 店員P�hg´h�Pµh¤�関連 EU ENM W 公務員 AZ TNM

Z 美容師P�b���bh����P美容関連 AA MNM

V 薬剤師 AB M

L �¢ghP動物関連 EZ UNM

EB 放射線技師P臨床検査技師 EW UNA

¶·¸LEL ¹ ¶·¸UVT ¹

¶·¸MLW ¹



【保護者】　将来、⼦どもに就いてほしい職業はあるか（全体／単⼀回答） !"#

$%
子'()希望,%職

業/0何2(34

今62考89:;)

/4
特=/4 無回答

A凡例

DEDF年 全体 JKLMNOPQMR

DEDN年 全体 JKLMNPDSMR

DENS年 全体 JKLMNQPSMR

TDEDF年属性別X

父親 JKLM DNEMR

母親 JKLMNNSEMR

男 JKLM QNFMR

女 JKLM QENMR

進学希望者全体 JKLM SPEMR

大学 JKLM bNbMR

短大 JKLM DOMR

専門学校 JKLM NEbMR

就職 JKLM NNFMR

話,i計 JKLMNFEDMR

話k/4i計 JKLM NPDMR

lmnNP

続柄別

子'(

性別

希望進路

別

進路=r4

s話,頻

度別

NDvP

NOvD

NNvO

NFvb

NDvO

NNvN

NOvF

NPvb

NOvQ

NDvP

DPvE

NNvP

NFvD

wvw

QbvO

QwvQ

QbvP

QFvb

bEvF

QSvb

QbvQ

Qwvb

QbvE

bQvP

wPvQ

QwvN

QbvF

bEvF

NvP

NvO

Nvw

DvO

NvD

DvN

Evw

NvD

NvD

x

EvS

Nvb

NvF

FvF

PvS

wvP

PvO

SvP

PvF

wvP

PvO

PvP

PvO

x

QvO

bvb

Pvw

bvw

Nvw

NvN

FvN

EvP

Evb

Evw

NvE

EvQ

EvQ

x

EvS

Nvb

NvP

NvF
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2）保護者が⼦どもに将来就いてほしい職業
►保護者の78％が、「⼦どもが希望する職業なら何でもよい」。将来就いてほしい職業が「ある」と回
答したのは13％
l保護者に対して、将来就いてほしい職業があるかどうかを尋ねたところ、「⼦どもの希望する職業なら何で
もいい」が78％。⼀⽅、13％が「ある」と回答した。

l時系列では、2021年と⽐較して「ある」割合がわずかに減少した。

l就いてほしい職業が「ある」と回答した保護者に対して、就いてほしい職業を具体的に尋ねたところ、「公
務員」（23％）が突出して⾼い。以下「看護師」「医師・⻭科医師・獣医」「薬剤師」など、医療に関する
職業が上位となっている。

l「公務員」に就いてほしい理由としては「安定している」ことをあげる意⾒が多い。また、看護師、医師、
医療事務、薬剤師など医療関連の職業については、安定した収⼊に加えて、キャリアが将来的に中断しても
再開・継続できるような資格が取得できることを理由とする意⾒が多いが、親の希望という以前に、「⼦ど
もが⽬指している」ことが前提として挙げられている。

!保護者%就'()*職業-就'()*職業./0123'4職業5回答者8自由回答; -件8=;

上位 @A 位BC 上位 DA 位BC

全体 子HI5性別L男

D 公務員 QR @@ST D 公務員 @U Q@SU

@ 医師X歯科医師X獣医 Q\ @DSQ @ 医師X歯科医師X獣医 DR @USQ

Q 看護師 @A DDSR Q 理学療法士X作業療法士X言語聴覚士Xhijh T \SR

U 教師 DT RSl U 看護師 U TSU

T 薬剤師 DA TSl T 教師 Q USD

\ 会計士X税理士X行政書士 \ QS\ T 技術者X研究者 Q USD

y 保育士X幼稚園教諭X幼児保育関連 T Q T 建築士X建築関連 Q USD

y 理学療法士X作業療法士X言語聴覚士Xhijh T Q R �����X������X��関連 @ @Sy

l 技術者X研究者 U @SU l 会計士X税理士X行政書士 D DSU

DA 建築士X建築関連 Q DSR l ������選手X����関連 D DSU

DA �h��X動物関連 Q DSR l 薬剤師 D DSU

DA 社会福祉士X介護福祉士X福祉関連 Q DSR l 会社員 D DSU

DQ �����X������X��関連 @ DS@

DQ 会社員 @ DS@ 子HI5性別L女

DQ 製造業-自動車X造船¢H; @ DS@ D 医師X歯科医師X獣医 DR DlS\

DQ 食品関連-加工X開発X製造¢H; @ DS@ @ 看護師 DT D\SQ

Dy ©���ª�«�X��¬�«�X­�®関連 D AS\ Q 公務員 DU DTS@

Dy 放射線技師X臨床検査技師 D AS\ U 教師 D@ DQ

Dy ������選手X����関連 D AS\ T 薬剤師 R RSy

Dy 俳優X¸¹��º»�X声優X芸能関連 D AS\ \ 保育士X幼稚園教諭X幼児保育関連 T TSU

Dy 音楽関連 D AS\ y �h��X動物関連 Q QSQ

Dy 臨床心理士X心理ÂÃ�Ä��X�Å�ÆÂÃ�Ä��X心理関連 D AS\ y 会計士X税理士X行政書士 Q QSQ

Dy 柔道整復師 D AS\ y 社会福祉士X介護福祉士X福祉関連 Q QSQ

Dy 救急救命士 D AS\ DA 製造業-自動車X造船¢H; @ @S@

Dy Î©�Ï� D AS\

Dy 学校職員X塾講師X教育関連 D AS\

Dy 保健師 D AS\

ÔÕÖD\l × ÔÕÖyU ×

ÔÕÖl@ ×



►将来就きたい職業の理由【⾼校⽣】

• 教師（希望率10％）
• 将来の世代を育てる場所だから。[北海道/男/⼤学]
• 未来の世代に良い影響を与えたい。[福井県/男/⼤学]
• ⼈とかかわることができるから ・⽣徒の⽬標について⼀緒に考

え、成功させたいから。[群⾺県/男/⼤学]
•⼦どもたちに勉強の楽しさを少しでも感じてもらいたいから。友
達に教えている時、分かってもらえた時にやりがいと達成感を感
じたから[秋⽥県/⼥/⼤学]
• ⼩学⽣の時の先⽣にあこがれた⼈がいるから。[群⾺県/男/⼤学]
• ⼈とかかわるのが好きで、また勉強を教えるのも好きだから。

[徳島県/⼥/⼤学]
•⾃分の好きなことを仕事にして、なおかつ公務員であるから[静
岡県/⼥/⼤学]
•⼦どもと接する仕事に就きたいから。[宮崎県/男/⼤学]
• ⼩学校の時にすごいと思ったから。[宮崎県/⼥/短⼤]

• 医師・⻭科医師・獣医（希望率10％）
•⾃分の⻑所はコミュニケーション能⼒だと考えていて、理系の仕
事で直接たくさんの⼈とかかわれるのは医師であると思ったから。
[北海道/男/⼤学]
•社会の役に⽴ちたい。⼈の命を救いたいから。[北海道/⼥/⼤学]
•⾃分⾃⾝が昔から病気をもっていたから。[群⾺県/男/⼤学]
•臨床だけでなく研究といった⾯でも興味があり、多くの⼈の役に

⽴ちたいから。あこがれている⼈がいるから。[東京都/⼥/⼤学]
•困っている⼈を助けたいと思ったから。そもそも、⾃分⾃⾝がよ

く病院に⾏ったり、家族で病院に通う⼈が多く、⾃分は助ける側
になりたいから[福井県/⼥/⼤学]
•命を救う仕事がしたいから。病気の⼈に寄りそうことで、元気に

なってほしいから。[徳島県/⼥/⼤学]

• 看護師（希望率8%）
• ⺟親や祖⺟が働いているのを⾒てあこがれ、安定した収⼊を得る

ことができそうと思ったから[秋⽥県/男/専⾨学校]
• ⼩さいころからずっとなりたいと思っていたから。[静岡県/⼥/

⼤学]
• ⼩さいころから世話焼きだったため、困っている⼈を⾒ると放っ

ておけない性格から、⾃分は⼈にかかわって、⼈のためになる職
業が向いていると思ったから。[北海道/⼥/専⾨学校]

• 公務員（希望率7％）
•就きたいというより安定職なためとりあえずの案。正直やりたい

ことは決まっていない。[北海道/⼥/就職]
•地域をよりよくするため働きたい[秋⽥県/男/⼤学]
•⽣活⽔準が⾼く、収⼊が安定しているから。[群⾺県/男/⼤学]
•もくもくと仕事をこなすことも好きだから。[奈良県/⼥/⼤学]

• エンジニア・プログラマー・IT関連（希望率6％）
• 今の⽇本に必要となると思うから[秋⽥県/無回答/⼤学]
• パソコンを習っているから[奈良県/男/⼤学]
•⾃分が情報系で遊ぶのが楽しいから[福井県/男/その他]
•これからのインフラを担うコンピュータで世界を⽀えたいから。

[徳島県/男/⼤学]
•商業⾼校で資格をとっているから、資格を⽣かしたいと思ったか

ら。ＩＴ業界は⼈⼿不⾜だから。[宮崎県/⼥/就職]

►将来就いてほしい職業の理由【保護者】
• 公務員（希望率23％）
• 安定している[北海道/⺟親/男/⼤学]
• 収⼊部分での安定[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]
• まじめで、きちっとしていて、⼀定のルーティンの中で仕事がで
きるので向いていると感じる[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
• ⻑く働くことができる、待遇が良い[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⼥⼦なので、結婚や出産で不利になるような⺠間よりはましかと
思うから。[秋⽥県/⽗親/⼥/⼤学]
• 安定した職業で社会の役に⽴てるから[秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]
• 倒産しないから。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• 収⼊の安定性、退職後の⽣活の充実度[静岡県/⺟親/男/⼤学]

• 医師・⻭科医師・獣医（希望率21％）
• 国家資格である。[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]
• 永遠にどこでも通⽤する資格であるため、進路について就職先で
転職してもまたすぐみつけられると思う。また、やさしい性格なの
で真逆の⼈間と衝突した時に医師という⽴場は特定な⼈しかなれな
いので優越されると思う。[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• ⼈を思い救える仕事がすばらしいと思う。 ⼤変なことも多いと
思うが、やりがいもあり収⼊的にも安定した利益が得られると思う。
[静岡県/⺟親/男/⼤学]
• 本⼈の⼩さいころからの夢だったため、応援したいと思う[徳島
県/⺟親/男/⼤学]
• ⺟親が医師であり⾝近であるため 本⼈が希望しているため[徳島
県/⽗親/⼥/⼤学]
• 結婚、出産などでキャリアが途絶えることが少ないと考えるから。
[徳島県/⺟親/⼥/⼤学]
• やりがい、社会貢献、経済的安定[徳島県/⺟親/⼥/⼤学]

• 看護師（希望率12％）
• 本⼈の希望だから[宮崎県/⽗親/⼥/専⾨学校]
• 就職先に困らないと思うから[群⾺県/⽗親/⼥/専⾨職⼤学]
• 資格がとれる 歳をとっても安⼼[静岡県/⺟親/⼥/専⾨学校]
• 本⼈が看護師か栄養⼠で悩んでいたが、就職の際の受け⼝や収⼊
⾯で考えると看護師のほうが安⼼。本⼈の性格的にも看護師のほう
が合っている。[東京都/⺟親/男/専⾨学校]
• 末⻑く働けるので[東京都/⺟親/⼥/専⾨学校]
• やりがいのありそうな仕事で、続けられると良い職業だと思うか
ら。[福井県/⺟親/⼥/専⾨学校]

• 教師（希望率9％）
• 適性を⽣かせる・収⼊が安定している[秋⽥県/その他/⼥/⼤学]
• ⼦どもが⽬指している職業だから[群⾺県/⺟親/⼥/⼤学]
• 中学⽣の時から本⼈が⽬指しているから[福井県/⺟親/男/⼤学]
• 安定しているから[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• 本⼈が⽬指している職業であること[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• 本⼈がやりたがっているから[福井県/⽗親/⼥/⼤学]
• 性格が向いていると思うから。[奈良県/⺟親/男/専⾨職⼤学]
• 元々本⼈からなりたいと⾔われていた。[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]

• 薬剤師（希望率6％）
• ⻑く働くことができる、待遇が良い[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⼀旦辞めても再就職しやすい[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
• 結婚、出産などでキャリアが途絶えることが少ないと考えるから。
[徳島県/⺟親/⼥/⼤学]
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25．就業エリアに関する希望
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►⾼校⽣の37％が「地元ではない都市部で働きたい」。
l⾼校⽣に対して就業エリアの希望を尋ねたところ、「地元ではない都市部で働きたい」（37％）が最も多く
を占めた。次いで「地元である都市部で働きたい」「地元である地⽅で働きたい」が19％。

l性別でも⼤きい差は⾒られない。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では「地元ではない都市部で働きたい」が40％を占める。⼀⽅就職希
望者では「地元である地⽅で働きたい」（34％）が最も多くを占め、「地元である都市部で働きたい」
（32％）を合わせると、6割以上が『地元』での就職を希望している。

l希望の就業エリアの選択理由を⾃由回答で尋ねたところ、地元・地元以外にかかわらず“都市部”を希望する
⾼校⽣では、交通などの利便性のほか、職業の選択肢の多さや経済的な優位性をあげる意⾒が多く⾒られる。
⼀⽅、地⽅を希望する⾼校⽣では、のんびり過ごせそうな雰囲気を好む⾼校⽣が多い傾向があるが、“地域医
療”など地元以外の地域への貢献を⽬指す意⾒が散⾒された。また、海外を希望した⾼校⽣では、「世界を⾒
たい」という希望以外に、海外のほうが豊かに過ごせると考えている⼈も少なくない。

【⾼校⽣】　希望の就業エリア（全体／単⼀回答） !"#

地元&'(都

市部&働-.

/

地元&'(地

方&働-./

地元&12/

都市部&働-

./

地元&12/

地方&働-.

/

海外&働-.

/
56他 無回答

;凡例

>?>@年 全体 DEFGHIJ>GK

L>?>@年属性別P

男子 DEFG STIGK

女子 DEFG IV?GK

希望進路別進学希望者全体 DEFGHJ?>GK

大学 DEFGH>@@GK

短大 DEFG @IGK

専門学校 DEFG >@>GK

就職 DEFG >HSGK

考ef/(g計 DEFGHi>TGK

考ef/2/g計 DEFG @HHGK

jklHTm>

進路選択

6意識別

性別

HVr@

HVr@

HVrH

HIrT

HIr?

HSrV

>?rI

@HrI

HVri

HVrT

HVr@

HSrJ

>Hr@

HIri

HTrT

@>ri

HVr?

@iri

HVrJ

HVr?

@TrT

@TrV

@Ir@

i?rH

iHr?

>HrT

@SrS

HTrH

@Ir@

@irI

IrH

TrS

IrI

IrH

TrI

>HrT

TrV

TrV

TrI

Vr@

irJ

ir?

Jr>

irS

Jr>

>rI

@r?

?rJ

irS

>rV

H?r?

H>r>

IrS

H?r>

H?rV

>rI

IrS

Sr@

H?r?

H?r@

@rH

>r@

HrJ

>rI

>rT

s

@rV

>r@

>ri

ir>

►【⾼校⽣】就業エリアに関する希望の理由（フリーコメント）
l地元である都市部

•都市部のほうが地⽅よりも収⼊が⾼いと思うから。[宮崎県/⼥/専⾨学校]
•経済的な⽀援がうけられる制度があるから。[静岡県/男/⼤学]
•地元か地元でないかはあまり重要では無いが、都市部で育ったので、地⽅に⾏くと不便を感じそうで都市部がいい。
[東京都/男/⼤学]

l地元である地⽅
•なじみがあり、ゆっくり過ごせそうだから。[秋⽥県/⼥/短⼤]
•ホームグラウンドのほうが、知⼈も多いし、⼈々と親しみやすい。[静岡県/男/⼤学]
•地元を⼤切にしたい。[福井県/男/⼤学]

l地元ではない都市部
•都市にあこがれがあるから。[徳島県/⼥/⼤学]
•⾃分のやりたい仕事が地元ではできないから。[北海道/その他/専⾨学校]

l地元ではない地⽅
•⼈が多いところが嫌だから。[福井県/男/⼤学]
•違う⼟地での⽣活を送りたいから。また、親元を離れた場所で働きたいと思ったから。[徳島県/⼥/⼤学]
•⾃然豊かな場所で、なるべく働きたいから。[静岡県/男/就職]
•地域医療に従事したいと考えているから。[北海道/男/⼤学]

l海外
•⽇本がこれから成⻑することは、当分期待できないから。[群⾺県/男/⼤学]
•英語が好きで海国に興味があるから。美容師という職業を通して世界を⾒たい。[徳島県/⼥/専⾨学校]



26．社会⼈基礎⼒：将来必要とされる能⼒と現在持っていると思う能⼒
►⾼校⽣が考える“将来必要とされる能⼒”は、｢主体性｣(52%)、｢実⾏⼒｣(37%)、｢創造⼒｣(30%)。
►“現在持っていると思う能⼒”は、｢傾聴⼒｣(44%)、｢規律性｣(34%)、｢柔軟性｣(29%)。
►将来必要とされるが現在の⾃分に不⾜している能⼒は、｢主体性｣｢実⾏⼒｣｢創造⼒｣｢発信⼒｣。

l経済産業省で定義されている『社会⼈基礎⼒』(12の能⼒要素)のうち、｢将来社会で働くにあたり、特に必要
とされる能⼒｣と｢現在持っている能⼒｣を、それぞれ3つまで⾼校⽣に選んでもらった。

l⾼校⽣が考える＜将来必要とされる能⼒＞は、｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣(52%)がトップ。以下、
｢実⾏⼒：⽬的を設定し確実に⾏動する⼒｣(37%)、「創造⼒：新しい価値を⽣み出す⼒」(30%) 、｢発信
⼒：⾃分の意⾒をわかりやすく伝える⼒｣(28%)、 ｢課題発⾒⼒：現状を分析し、⽬的や課題を明らかにする
⼒｣(28%) が続く。

l⾼校⽣が＜現在持っていると思う能⼒＞は、｢傾聴⼒：相⼿の意⾒を丁寧に聞く⼒｣(44%)がトップ。以下、
｢規律性：社会のルールや⼈との約束を守る⼒｣(34%)、｢柔軟性：意⾒や⽴場の違いを理解する⼒｣(29%)、
｢情況把握⼒：⾃分と周囲の⼈々や物事との関係を理解する⼒｣(26%)、 ｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣
(25%)が続く。

l⾼校⽣が、将来必要とされるが現在の⾃分に不⾜している能⼒は何だと考えているか、＜将来必要とされる
能⼒ -現在持っている能⼒とのギャップ＞をみると、｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣が最も⾼い（必要-
現在持っているスコアの差が26ポイント）。以下、 ｢実⾏⼒：⽬的を設定し確実に⾏動する⼒｣(25ポイント
差)「創造⼒：新しい価値を⽣み出す⼒」(19ポイント差)が続く。

►保護者が考える、⼦どもに将来必要な能⼒は、｢主体性｣(52%)、｢実⾏⼒｣(41%)、｢発信⼒｣(29%)。
►⼦どもが現在持っている能⼒は、｢規律性｣(47%)、｢傾聴⼒｣(33%) 、｢主体性｣(32%)。
►将来必要とされるが、現在の⼦どもに不⾜している能⼒は、｢主体性｣｢発信⼒｣｢実⾏⼒｣。

l保護者からも、｢将来、社会で働くにあたり特に必要とされる能⼒｣と｢⼦どもが現在持っていると思う能⼒｣
をそれぞれ3つまで選んでもらった。

l保護者が考える＜将来必要とされる能⼒＞は、｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣(52%)がトップ。以下、
｢実⾏⼒：⽬的を設定し確実に⾏動する⼒｣(41%)、 ｢発信⼒：⾃分の意⾒をわかりやすく伝える⼒｣(29%)、
｢規律性：社会のルールや⼈との約束を守る⼒｣(26%)、｢課題発⾒⼒：現状を分析し、⽬的や課題を明らかに
する⼒｣(22%) が続き、⾼校⽣と同様の項⽬が上位となっている。

l保護者からみて⼦どもが＜現在持っていると思う能⼒＞は、｢規律性：社会のルールや⼈との約束を守る⼒｣
(47%)がトップ。以下、 ｢傾聴⼒：相⼿の意⾒を丁寧に聞く⼒｣(33%)、｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣
(32%)、 ｢情況把握⼒：⾃分と周囲の⼈々や物事との関係を理解する⼒｣(29%)、｢柔軟性：意⾒や⽴場の違
いを理解する⼒｣(25%) が続く。

l保護者が、⼦どもにとって将来必要とされるが現状では不⾜していると考えている能⼒について、＜将来必
要とされる能⼒ -現在持っている能⼒とのギャップ＞をみると、｢主体性：物事に進んで取り組む⼒｣(必要-
現状の差が21ポイント)が最も⾼く、｢発信⼒：⾃分の意⾒をわかりやすく伝える⼒｣(18ポイント差)、｢実⾏
⼒：⽬的を設定し確実に⾏動する⼒｣(16ポイント差)が続く。
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Ⅳ 将来展望
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!高校生%&現在持*+,-.思0能力.将来必要.78-能力9全体<=8>8?@ABC複数回答H IJK

ILMNOPQRK

S将来社会B働WXYZ[\

特X必要.78-能力
^現在持*+,-.思0能力

S必要.78-能力_

^現在持*+,-.思0能力C

`abc

主体性 物事X進iB取[組l力 QNmQ N位 RQmR Q位 Romp

実行力 目的u設定x確実X行動{-力 pPmR R位 NRm| }位 RQmN

働~��力 他人X働~��巻~込l力 N�mP N|位 NpmN �位 NmP

創造力 新x,価値u生�出{力 p|mN p位 NNm� N|位 N�mP

課題発見力 現状u分析x\目的�課題u明��X{-力 RPmQ Q位 N�mo P位 Npm|

計画力 課題C解決X向�Zc���u明��Xx\準備{-力 N}mp P位 �mp NR位 NNm|

発信力 自分C意見u¥�[�{W伝§-力 RPmP �位 }mQ NN位 N�mp

柔軟性 意見�立場C違,u理解{-力 N}mP o位 R}mN p位 ®}m�

規律性 社会C±²±�人.C約束u守-力 NomP �位 p�m| R位 ®NPmp

情況把握力 自分.周囲C人¼�物事.C関係性u理解{-力 NQmN }位 RQm} �位 ®N|m�

�¿À�ÁÂ¿

�²±力
�¿À�C発生源X対応{-力 NRm� NN位 NQmN o位 ®Rmp

傾聴力 相手C意見u丁寧X聞W力 N|mP NR位 �pm} N位 ®ppmR

Í.@ÎY+ÏA-ÎCÏÐ, |mN QmQ ^C方Ò高,ÓÔSC方Ò高,

無回答 Rm} pmP

Ö×ØÙÚ²Û.XÜS生徒Ò将来社会B働WXYZ[\特X必要.78-能力ÞC降順á²¿ Öâ第N位C項目&&â第Rå�位C項目 æçèRRç|比較

前X踏�出{力

9íîïðÂH

ñ²òB働W力

9ñ²òó²îH

考§抜W力

9ïÂöÂ÷H

!保護者%&子()*現在持./012思4能力2将来必要2;<1能力=全体@A<B<CDEFG複数回答L MNO

MPQRSTUVO

W将来社会F働[\]^_`

特\必要2;<1能力
b現在持./012思4能力

W必要2;<1能力c

b現在持./012思4能力G

defg

主体性 物事\進mF取_組p力 Uqrs R位 sRrV s位 qurv

実行力 目的{設定~確実\行動�1力 TRrq q位 qUru v位 Rvrq

働���力 他人\働���巻�込p力 Ruru Rq位 Rurv �位 �urV

課題発見力 現状{分析~`目的�課題{明��\�1力 qRr� U位 RsrU V位 �rs

計画力 課題G解決\向�^g���{明��\~`準備�1力 R�rV V位 �rs RR位 RurT

創造力 新~0価値{生¦出�力 Rsrs RR位 vrs Rq位 Vru

発信力 自分G意見{«�_��[伝­1力 q�rv s位 Rurv �位 R�ru

規律性 社会G°±°�人2G約束{守1力 qvrs T位 TVrq R位 �qur�

柔軟性 意見�立場G違0{理解�1力 qur� v位 qUrs U位 �TrU

情況把握力 自分2周囲G人Á�物事2G関係性{理解�1力 R�rs �位 q�rU T位 �Rurq

傾聴力 相手G意見{丁寧\聞[力 RVrV �位 ssrq q位 �RUrT

�ËÌ�ÍÎË

�±°力
�ËÌ�G発生源\対応�1力 RVru Ru位 RRrT �位 Urv

Ò2D)]/ÓE1)GÓÔ0 urR qrT bG方*高0×ØWG方*高0

無回答 qrV srq

ÚÛÜÝÞ±ß2\àW生徒*将来社会F働[\]^_`特\必要2;<1能力âG降順å±Ë Úæ第R位G項目&&æ第qéT位G項目 êëìRvëu比較

前\踏¦出�力

=ñòóôÎL

õ±öF働[力

=õ±ö÷±òL

考­抜[力

=óÎúÎûL
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!高校生%&将来必要+,-.能力1全体456789複数回答>?時系列 1C>

DEDF年全体 DEDH年&全体 DEHI年&全体

JKLHMNODP JKLHMQHOP JKLHMIINP

C 順位 C 順位 C 順位

主体性 物事X進Z8取\組^力 OH_O H OO_D H OO_̀ H

実行力 目的e設定h確実X行動k.力 FN_D D FQ_E D FN_N D

働mno力 他人X働mno巻m込^力 H`_N HE HF_Q HH HF_E HH

創造力 新hw価値e生z出k力 FE_H F DF_O O DE_| |

課題発見力 現状e分析h�目的�課題e明�nXk.力 DN_O O D`_| ` D`_E O

計画力 課題9解決X向o�����e明�nXh�準備k.力 HI_F N HI_Q N DE_̀ N

発信力 自分9意見e�n\�k�伝�.力 DN_N ` FH_E F FO_Q F

柔軟性 意見�立場9違we理解k.力 HI_N | HI_O Q HI_H Q

規律性 社会9¦§¦�人+9約束e守.力 H|_N Q DE_H | D`_H `

情況把握力 自分+周囲9人±�物事+9関係性e理解k.力 HO_H I H`_I HE H|_D I

�´µ�¶·´�§¦

力
�´µ�9発生源X対応k.力 HD_Q HH I_Q HD HH_E HD

傾聴力 相手9意見e丁寧X聞�力 HE_N HD HO_F I HO_O HE

Â+6ÃÄÅÆ7.Ã9ÆÇw E_H H_D E_H

無回答 D_I E_| H_|

ÉÊËÌÍ§Î+X全体値9降順Ð§´ ÑÒÓDDÔH時系列

Õ§Ö8働�力

1Õ§Ö×§Ø>

考�抜�力

1Û·Ü·Ý>

前X踏z出k力

1àØÛá·>

E DE `E |E

DEDF年全体
DEDH年 全体
DEHI年 全体

!保護者%&子()*将来必要/012能力5全体89:;<=複数回答BC時系列 5GB

HIHJ年&全体 HIHL年&全体 HILM年&全体

NOPLQRSTU NOPLQSHMU NOPLQTSMU

G 順位 G 順位 G 順位

主体性 物事\進^<取`組b力 SHcJ L SdcJ L SIcT L

実行力 目的i設定l確実\行動o2力 RLcH H JTcS H JMcJ H

働qrs力 他人\働qrs巻q込b力 LIcI LH LIcH LH LIcS LH

課題z発見力 現状i分析l�目的�課題i明�r\o2力 HLc� S HHcJ d HIc� T

計画力 課題=解決\向s�����i明�r\l�準備o2力 LMcT T LTcL LI HLcH d

創造力 新l�価値i生�出o力 LJcJ LL LJcH LL LRcR LI

発信力 自分=意見i�r`�o�伝¡2力 H�cd J HdcM J HdcI R

規律性 社会=¦§¦�人/=約束i守2力 HdcJ R HScT R HdcM J

柔軟性 意見�立場=違�i理解o2力 HIc� d HJcI S HLcS S

情況z把握力 自分/周囲=人·�物事/=関係性i理解o2力 L�cJ � LTcT M LTcH M

傾聴力 相手=意見i丁寧\聞�力 LTcT M LTc� � LJcT LL

�ÁÂ�

ÃÄÁ�§¦力
�ÁÂ�=発生源\対応o2力 LTcI LI HIcI T L�cL �

È/:)ÉÊË;2)=ËÌ� IcL IcL IcL

無回答 HcT HcR Rc�

ÎÏÐÑÒ§Ó/\全体値=降順Õ§Á Ö×ØLdÙL時系列

Ú§Û<働�力

5Ú§ÛÜ§ÝB

考¡抜�力

5àÄáÄâB

前\踏�出o力

5åÝàæÄB

I HI RI dI

HIHJ年 全体
HIHL年 全体
HILM年 全体
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!高校生%&現在持*+,-.思0能力3全体6789:;複数回答@A時系列 3E@

FGFH年&全体 FGFJ年&全体 FGJK年&全体

LMNJOPQFR LMNJOSJQR LMNJOKKPR

E 順位 E 順位 E 順位

主体性 物事Z進\:取^組`力 FQaF Q FbaS b FbaH Q

働def力 他人Z働def巻d込`力 JHaJ S JGaS K JJaS S

実行力 目的o設定r確実Z行動u-力 JFaG K JFav P JJaP K

課題y発見力 現状o分析r�目的�課題o明�eZu-力 Jbav P JJav S JPaP P

創造力 新r,価値o生�出u力 JJab JG SaQ JG SaJ JF

計画力 課題;解決Z向f�����o明�eZr�準備u-力 SaH JF PaH JF SaH JJ

傾聴力 相手;意見o丁寧Z聞�力 bHaK J bFaJ J HPaK J

規律性 社会;£¤£�人.;約束o守-力 HbaG F Hbav F HQab F

柔軟性 意見�立場;違,o理解u-力 FKaJ H FSaQ H FvaP H

情況y把握力 自分.周囲;人µ�物事.;関係性o理解u-力 FQaK b FHaF Q FvaF b

�¸¹�

º»¸�¤£力
�¸¹�;発生源Z対応u-力 JQaJ v JQav v JKav v

発信力 自分;意見oÀe^�u�伝Â-力 KaQ JJ SaH JJ SaK JG

Ã.8ÄÅ+Æ9-Ä;ÆÇ, QaQ SaP vav

無回答 HaP JaS HaF

ÉÊËÌÍ¤Î.Z全体値;降順Ð¤¸ ÑÒÓFFÔF時系列

Õ¤Ö:働�力

3Õ¤Ö×¤Ø@

考Â抜�力

3Û»Ü»Ý@

前Z踏�出u力

3àØÛá»@

G FG bG vG

FGFH年 全体
FGFJ年 全体
FGJK年 全体

!保護者%&子()*現在持./012思4能力7全体:;<=>?複数回答DE時系列 7ID

JKJL年&全体 JKJN年&全体 JKNO年&全体

PQRNSTUVW PQRNSUJOW PQRNSVUOW

I 順位 I 順位 I 順位

主体性 物事^進`>取b組d力 LNeV L LLeT J LJeL J

実行力 目的j設定m確実^行動p1力 JUeK q JUer U JNeU q

働tuv力 他人^働tuv巻t込d力 NKeq O OeU NK NNeU r

課題}発見力 現状j分析m�目的�課題j明�u^p1力 NLeU V NJeq V NJeK V

創造力 新m0価値j生�出p力 qeL NJ qeq NJ VeK NJ

計画力 課題?解決^向v�����j明�u^m�準備p1力 OeL NN NKeT r OeN NK

傾聴力 相手?意見j丁寧^聞£力 LLeJ J LNeN L JreN T

規律性 社会?¨©¨�人2?約束j守1力 TVeJ N UKer N UJeN N

柔軟性 意見�立場?違0j理解p1力 JUeL U JUeO T JTeq U

情況}把握力 自分2周囲?人º�物事2?関係性j理解p1力 JreU T JUer U JOer L

�½¾�

¿À½�©¨力
�½¾�?発生源^対応p1力 NNeT r OeO O OeL O
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【⾼校⽣】　将来必要とされる能⼒（全体／３つまでの複数回答） （％）
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Í今回調査gÏ全体Ðg降順Ó7�
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別

【⾼校⽣】　現在持っていると思う能⼒（全体／３つまでの複数回答） （％）
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【保護者】　⼦どもが将来必要とされる能⼒（全体／３つまでの複数回答）・属性別 （％）
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男 §¤¡ ¦¡¨  ¥�¨¦ ¤¤¨¤ �¡¨« ¤ª¨« ¤¥¨  �ª¨� �¥¨¦ � ¨« ¤ª¨¦ ¤«¨§ ¤¦¨¡  ¨¤ �¨¤
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進学希望者全体 ª¦  ¦�¨¦ ¥¥¨¦ ¤ ¨¦ �¥¨§ �¤¨� ¤¥¨« �©¨¡ �¡¨¤ ¤ª¨� ¤§¨§ ¤§¨§ ¤«¨¦  ¨¤ ¤¨©

大学 ©¤© ¦¤¨� ¥¥¨ª ¤ ¨© �¦¨¤ �¤¨¡ ¤¦¨« �©¨« ��¨  ¤ª¨« ¤©¨¡ ¤«¨§ ¤§¨   ¨¤ ¤¨§
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½¾¿ÀÁÂÃq&今回調査QÅ全体Æ降順ÉÂ�

½今回調査QÅ全体Æq比較7�ÌÍ¤ ÎÏ以上高_ÌÌÍ¦ÎÏ以上高_ÌÌ¤ ÎÏ以上低_ ÔÕÖ¤«×¤属性別表
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【保護者】　⼦どもが現在持っていると思う能⼒（全体／３つまでの複数回答）・属性別 （％）
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►保護者の考える“社会⼈基礎⼒を⾝につけるために有効な活動”は、「部・クラブ活動の時間」「教
科の時間」「校外活動」が6割前後で並ぶ。
►時系列では「教科の時間」「総合的な探究（学習）の時間」が上昇傾向。

l保護者に対して、社会⼈基礎⼒を⾝につけるために有効だと思う活動を尋ねたところ、「部・クラブ活動の
時間」（62％）が最も⾼く、次いで「教科の時間（⽣徒が中⼼となって主体的に学ぶ授業）」（60％）、
「校外活動（地域⾏事・ボランティア・インターンシップなどお）」（57％）、「⽂化祭や体育祭などの学
校⾏事」（53％）などが50％を超える。

l時系列でみると、「部・クラブ活動の時間」や「校外活動（地域⾏事・ボランティア・インターンシップな
ど）」「⽂化祭や体育祭などの学校⾏事」は漸減傾向で、逆に「教科の時間（⽣徒が中⼼となって主体的に
学ぶ授業）」や「総合的な探究（学習）の時間」の上昇が続いている。アクティブ・ラーニングや探究学習
などでの学びが、将来社会で役⽴つ能⼒を⾝につけるのに有効だと認識されつつあるといえる。

【保護者】　⼦どもが必要な能⼒を⾝につけるのに有効な活動（全体／複数回答） （％）
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業

#

校

外

活

動

!
地

域

行

事

%

F

'

G

H

$
I

%

J

G

K
%

G

L

&
M

6

N

#

文

化

祭

R

体

育

祭

6

N

+

学

校

行

事

総

合

的

6

探

究

!
学

習

#

+

時

間

修

学

旅

行

R

遠

足

教

科

+

時

間

!
先

生

;

^

_

一

斉

講

義

型

+

授

業

#

道

徳

6

N

+

時

間

生

徒

会

活

動

留

学

i

G

j

k
%

l

m
%

l

n

L

'
%

o

k
%

l

m
%

l

長

期

休

業

!
春

%

夏

%

冬

休

v

6

N

#
+

課

題

y

+

他

無

回

答

~�~�年 全体 ���� ���� ���� ���� ���~ ���� ~��~ ~��� ~��� ���� ���� ��� ��� ��� ���
~�~�年 全体 ��~� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~��� ~��~ ~��� ���~ ��� ��� ��� ~��
~���年 全体 ���� ���� ���� �~�� ���~ �~�� ~��� ~��� �~�� ~��� ���� ��� ���� ��� ���
�~�~�年属性別�

続柄別 父親 ~�� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~~�� ~��� ���� ���� ��� ��~ ��� ���
母親 ���� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~��~ ~��� ���� ���� ��� ��� ��� ���
男 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~~�� ���� ���� ���� ��� ��� ��� ���
女 ��� ���� ���� ���� �~�� ���� ~��� ~��� ~~�� ���� ���� ��� ��� ��� ~��
進学希望者全体 ��� ���� �~�� ���� ���~ ���� ~��� ~��� ���� ���~ ���~ ��� ��� ��� ���

大学 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~��� ���~ ���� ���� ��� ��� ��� ���
短大 ~� ���� �~�� ���� ���� ���� ~��� ~��� ~��� ~��� ���� ��� ��� � ��~
専門学校 ��� ���� ���� ���� �~�� ���� ~��� ~��� ~��� ���� ���� ��� ��� ~�� ���

就職 ��� ���� ���� ���� ���� ���� ���� ~��� ~��� ~��� ��~ ��� ��~ ��� ���
¢今回調査+¤全体¥+降順¨©o

¢今回調査+¤全体¥5比較¬7­®��¯°以上高´­­®�¯°以上高´­­��¯°以上低´ ¶·¸��

子Nº+性

別

希望進路

別

�

~�

��

��

��

~���年全体

~�~�年全体

~�~�年全体

男

女
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►⾼校⽣では成年年齢に近づくにあたって「期待・計」「不安・計」が共に5割程度で拮抗。
►保護者では「期待・計」が24％にとどまり、7割以上が不安に思っている。

l⾼校⽣に対して、⾃分⾃⾝が成年年齢に近づくにあたってどのような⼼境かを尋ねたところ、「期待してい
る」が22％を占め、合計では50％が期待していると回答した。不安に思っている⼈も合計で47％を占めてお
り、拮抗している。

l性別にみると、男⼦（57％）の⽅が、⼥⼦（44％）よりも「期待・計」の割合が⾼い。
l保護者にも同様に尋ねたところ、「期待・計」が24％、「不安・計」が72％で、不安に思っている保護者が

圧倒的に多い。
l続柄別にみると、⽗親（36％）の⽅が⺟親（22％）よりも「期待・計」の割合が⾼い。
l期待する理由としては、⾼校⽣では「⾃分でできることが広がる」、保護者では「⼗分⾃⽴できる年齢」
「早く⾃⽴してほしい」などの意⾒が多い。⼀⽅、不安に思っている理由としては、⾼校⽣では「責任を持
ちたくない」「選挙に⾏く必要があるがよくわからない」など社会に対して果たすべき責任があることにつ
いて不安を感じる意⾒が多くみられる。また、保護者共に「社会の仕組みがよくわからない」といった不安
を述べる意⾒も多い。

【保護者】　⼦どもが成年年齢に近づくにあたっての⼼境（全体／単⼀回答） !"#

期待&計 不安&計

期待*+,-
./012,32期待

*+,-

./012,32不安

4思6+,-
不安4思6+,- 無回答

:凡例

=>=?年 全体 CDEFGHIJFK =HL> JGLM

N=>=?年属性別R

父親 CDEF =G>FK ?ILJ UGLH

母親 CDEFGGW>FK ==LH JIL>

男 CDEF JG?FK =?LM J?LI

女 CDEF J>GFK =HLJ J=LW

進学希望者全体 CDEF WI>FK =HLG J?L=

大学 CDEF MGMFK =HLM J=LI

短大 CDEF =HFK ML? WGLJ

専門学校 CDEF G>MFK ==L= JHLG

就職 CDEF GG?FK =HLM UWLW

fg=>=?年全体hijklG>mn以上高,kklImn以上高,kkG>mn以上低,

stu=?

不安&計期待&計

子.wx性

別

続柄別

希望進路

別

HLM

G>L>

?LW

HLU

IL>

ILG

IL>

HL=

ILU

ML>

GWLG

=ILJ

GMLI

GWL=

GWLJ

GWLG

GWLM

HL=

GULJ

GULM

IWLH

IGLW

UGLW

IWL>

UGLM

U>L?

U>L?

J>LM

IML?

IHL>

G=LH

WLI

G?LG

GHLH

GGLG

G=LM

G=L=

=>LM

GILJ

GILW

HL?

=LW

=LI

=LJ

=LH

=LJ

=LJ

|

?LJ

IL?

【⾼校⽣】　成年年齢に近づくにあたっての⼼境（全体／単⼀回答） !"#

期待&計 不安&計

期待*+,-
./012,32期待

*+,-

./012,32不安

4思6+,-
不安4思6+,- 無回答

:凡例

=>=?年 全体 CDEFGHI=FJ KLML KNML

O=>=?年属性別S

男子 CDEF VNHFJ IHM> KGMN

女子 CDEF HL>FJ KKMG I?ML

進学希望者全体 CDEFGI>=FJ I>M? KHM?

大学 CDEFG=??FJ I>MI KHMG

短大 CDEF ?HFJ K?M= IKMG

専門学校 CDEF =?=FJ I>M> KHM>

就職 CDEF =GVFJ KLMG KHM=

de=>=?年全体fghijG>kl以上高,iijIkl以上高,iiG>kl以上低,

qrs=?

性別

希望進路

別

不安&計期待&計

=GMV

=NMV

GHM?

==M=

=?MK

G>MV

GVMG

GLM?

=VMG

?>M=

=NMH

=VM>

=HM=

?=MK

?GML

=LMV

?VMN

??M=

KNMG

?LMG

?VML

K>MI

?LMH

?VMI

VM=

VMK

HMV

VM=

VM=

G?MI

HM?

VMH

?M?

GMK

=M>

=MI

=MK

=MH

?M>

?MH

※この質問では、成年年齢の引き下げについて下記のように説明を加えたうえで⼼境について聴取しています。
Q.成年年齢が、2022年4⽉から、20歳から18歳に引き下げられました。これにより、親の同意を得なくても、⾃分の意志でさまざま
な契約などができるようになり、⾃分の意志で決められるようになることが増えるといわれています。成年年齢が近づくにあたり、
あなたの⼼境はどれに近いですか。



►【⾼校⽣】成年年齢引き下げへの期待と不安
• 期待している・どちらかというと期待している
•いろいろなことができるから[東京都/男/⼤学]
•めんきょが早くとれる[宮崎県/男/専⾨職⼤学]
•責任を⾃分でとれることで⾃由の幅が広がるから[群⾺県/男/

⼤学]
•⾃分のことは⾃分で管理したい[秋⽥県/男/⼤学]
•できることが増え、それに伴う責任を負うことも⾃分に必要

なことだと思うから[秋⽥県/男/⼤学]
• 成⼈になるといろいろなことの規制が緩むから。[秋⽥県/男/

就職]
•危険もあるが⾃由度がアップするから。[群⾺県/男/⼤学]
•⾃分のみでの⾏動の幅が広がるから。[北海道/⼥/専⾨学校]
•⾃⽴することは⼤切だから[奈良県/男/⼤学]
• 成⼈することが楽しみだから。[静岡県/⼥/海外の⼤学など]
•⾃分のやりたいこと何でもできるから[群⾺県/男/⼤学]
• 選挙⾏ける[北海道/⼥/⼤学]
•若い⼈達が⾃由に活躍できるようになると思う。[東京都/男/

⼤学]
•⾃分で決定する⼒は⼤切になってくると思うから[徳島県/⼥/
専⾨学校]
•政治に関⼼をもつ⼈が増えればいいから。[秋⽥県/男/⼤学]
•いちいち親に頼らなくて済むから[秋⽥県/男/就職]
• 親の同意がないというのは不安だが不安ならば親の同意を求

めればよいし、可能性が広がってよいと思う[群⾺県/男/⼤
学]
•⾃分の意思で決められるようになるから。[静岡県/⼥/⼤学]
• 今まで親から沢⼭のアドバイスをもらったから、それを⾏動

で⾒せたらいいと思うから[静岡県/⼥/就職]

• 不安に思っている・どちらかというと不安
•正しい判断ができるか不安だから[秋⽥県/⼥/⼤学]
•幼稚な⼈がトラブルを起こす可能性も増えてしまうから。→
普通の⼈もトラブルに巻き込まれる。[静岡県/男/⼤学]
•できることが増えて、楽しいことも増えると思うけど、⾃分
⼀⼈で物事を判断したり、今みたいに親や先⽣に頼ることが
できなくなると思うから[福井県/⼥/短⼤]
•詐欺などに巻き込まれやすくなるから[群⾺県/男/⼤学]
•⾃分⼀⼈で判断して責任をとらなくてはいけなくなるから

[徳島県/無回答/⼤学]
•税⾦を払わないといられなくなるから[東京都/男/専⾨学校]
•２年間法で守られる期間が短くなってしまったから。[北海

道/無回答/⼤学]
• 選挙わからん[東京都/⼥/専⾨学校]
•⾃分で責任が取れるか不安[東京都/⼥/専⾨学校]
• 選挙権を得たことで参加しなくてはならないというプレッシ
ャーがあるから。また、さまざまな詐欺に遭いやすくなるか
ら。[北海道/男/⼤学]
• 何も知らない、説明もない状態で社会に出ないといけないか

ら[北海道/⼥/⼤学]
•責任が重くなるから。（⾃⼰の）[秋⽥県/⼥/⼤学]
•⾃分の意思で動き始めなければいけない時期が早まったから

[奈良県/男/就職]
•社会経験の少ない⼦どもを成⼈に適⽤するのは税⾦の回収の

ためとしか思えない ・また、詐欺に対応する能⼒はまだ低
い[群⾺県/男/⼤学]

►【保護者】成年年齢引き下げへの期待と不安
• 期待している・どちらかというと期待している
• ⾃分で決め実⾏してほしいから。[奈良県/⺟親/⼥/⼦の希望
なら何でも]
• 18歳で⼗分⾃⽴できる年齢だから。[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]
• 現在の⼦供は⼗分⾃ら考え判断する能⼒があるため。[北海
道/⽗親/男/⼦の希望なら何でも]
• ⼦どもが選択できることが増えるから[宮崎県/⽗親/男/⼤
学]
• ⾃⼰責任能⼒が養われるから[静岡県/⽗親/⼥/⼤学]
• 失敗は早いほうが良い 親が過保護すぎる今、⾃分の決定の
結果がどうなるか知ることは⼤事[奈良県/⺟親/⼥/就職]
• 選挙などにも積極的に⾏き、⾃らの意志で⾏動していってほ
しい[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• 選挙に⾏ってほしい[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
• 早く⾃⽴してほしい。早く責任感をもってほしい。[静岡県/
⺟親/⼥/⼤学]
• 年功序列でなく、若い⼒ある者が、より良い社会を作れる
[群⾺県/⽗親/男/⼤学]
• いつかは⼀⼈で⽣きていくので、早く⾃⽴⼼が育つので良い
と思うから。[群⾺県/⺟親/男/⼤学] 
• ケイタイの料⾦が⾼いので⾃分で契約して⾃分で払ってほし
いと思っている。[東京都/⺟親/男/⼤学]
• ２０歳に成⼈しても同じ気持ちです。⾃分の⼈⽣をどのよう
にしていくのか楽しみです。[北海道/⺟親/男/⼤学]
• これまでは１８〜２０歳までの間は⼤⼈でも⼦どもでもない
どちらでもなかったのが、１８歳で成⼈となったので、⾃覚を
持って、しっかり⽣きてほしいので[北海道/⺟親/⼥/⼤学]
• そもそも２０歳に根拠があったとは思えない[福井県/⽗親/
男/⼤学]

• 不安に思っている・どちらかというと不安
• 社会の仕組みをよく理解できていないため（税⾦や社会保障
なども）[宮崎県/無回答/無回答/⼦の希望なら何でも]
• １８〜２０歳、たった２年だが⾼校卒業後の２年で、⾃分は
成⻑を感じたので２０歳で成年でいいのではないかと思ってい
る[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• １８歳だから⾊々な経験を積んでいないため⾊々なことに興
味をもち誤った⽅向に⾏くのではないかと⼼配[宮崎県/⺟親/
⼥/⼤学]
• １８歳で仕事に就く⼈もいると思うが学⽣になる⼈も多く、
⾼校までの⽣活からの切りかわりが複雑な時期で、判断をする
にはまだ未熟と考えるため[福井県/⺟親/⼥/⼤学]
• １８歳でさまざまな契約ができたり、選挙に参加できるのは
良いと思うが、⼦どもの精⼼年齢がそれに追いついているのか
は疑問。[群⾺県/⺟親/⼥/専⾨職⼤学] 
• １８歳から２０歳の２年間の社会経験の差は⼤きいと思う。
１８歳はまだ親や周りの⼤⼈のサポートが必要だと思う。[宮
崎県/⺟親/⼥/専⾨学校]

• 18歳では何かあった時の責任が取れないから(ローンな
ど)[静岡県/⺟親/男/⼤学]
• ２０２２年４⽉までにすべきだった教育が間に合っていると
は思わない。[福井県/⺟親/⼥/就職]
• お⾦を稼いだこともないのに権利だけあっても。リスクを含
めた考えを含んで⾏動できないと思うから[福井県/⺟親/男/⼤
学]
• カードローンで借⾦の⼤変さを知るのは早い気がする[群⾺
県/⺟親/男/⼤学]
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29．仕事や⽣き⽅など⼈⽣における選択肢の「幅」と「数」への展望

第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年

- 52 -

１）選択肢の「幅」がどのように変化していくと思うか
►⾼校⽣、保護者共に、合計では3⼈に2⼈が選択肢の幅が広がると回答。
►⾼校⽣では希望進路による差がみられないが、保護者では進学希望者で「広がる・計」の割合が⾼い。

lこれからの社会で、仕事や⽣き⽅をはじめとした⼈⽣における選択肢の「幅」が、今後の変化を受けてどの
ように変化すると思うかを⾼校⽣に尋ねたところ、「とても広がる」が23％を占め、合計では65％が広がる
と回答した。

l性別や希望進路別でも、「広がる・計」の割合はおおむね62~67％程度であまり差がない。

l保護者に対しても同様に尋ねたところ、「とても広がる」が20％、合計では65％が広がると回答し、⾼校⽣
とほぼ同様の結果となった。

l続柄別や⼦どもの性別では、「広がる・計」の割合にあまり⼤きな差はみられないが、希望進路別にみると、
進学希望者全体（68％）の⽅が、就職希望者（59％）よりも「広がる・計」の割合が⾼い。

【⾼校⽣】　これからの社会における⼈⽣の選択肢の「幅」についての考え⽅（全体／単⼀回答） !"#

広%&'計 狭*&'計

+,-広%& 広%& 特/変1234 狭*& +,-狭*& 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFG;DH IGJ= E=J<

K;<;=年属性別O

男子 ABCD RIFDH IGJI E;JG

女子 ABCD FT<DH IFJ; E=J<

進学希望者全体 ABCDEG<;DH IGJI E=JI

大学 ABCDE;==DH IIJ= E[JE

短大 ABCD =FDH I;J; E=JG

専門学校 ABCD ;=;DH I;JE E<JR

就職 ABCD ;ERDH IIJG E<JE

考c,4&d計 ABCDE[;IDH IIJR E=JG

考c,434d計 ABCD =EEDH I<JG EEJ=

ef;<;=年全体ghijkE<lm以上高4jjkGlm以上高4jjE<lm以上低4

rstEF

狭*&'

計

広%&'

計

進路選択

x意識別

性別

希望進路

別

;;JF

;[JG

;EJ[

;=J[

;[JE

EIJ;

;EJE

ETJ=

;=J=

;<J=

[;JI

[EJ;

[GJR

[;JE

[;J=

[GJT

[<JT

[FJ;

[=JG

[<J;

ERJR

;<JI

EFJI

ERJI

EFJ[

;[J=

;[JE

;<J;

EFJR

;=JR

EEJT

EEJ=

E;J=

E;J[

E;JF

E=JG

E<JR

TJ;

E;J=

E<J=

EJE

EJ;

<JR

EJ;

EJG

{

{

<JT

EJ;

EJ<

;JT

EJ=

;J;

;J;

;JE

{

=J<

=J;

EJT

[JG

【保護者】　これからの社会における⼈⽣の選択肢の「幅」についての考え⽅（全体／単⼀回答） !"#

広%&'計 狭*&'計

+,-広%& 広%& 特/変1234 狭*& +,-狭*& 無回答

8凡例

;<;=年 全体 ABCDEFGHDI JFKH LK<

M;<;=年属性別Q

父親 ABCD ;E<DI J=KL LKJ

母親 ABCDEEU<DI JGKH LK=

男 ABCD HE=DI JGKU UKG

女 ABCD H<EDI JFKU HK<

進学希望者全体 ABCD UG<DI JHKG LK;

大学 ABCD LELDI JLKH HKU

短大 ABCD ;FDI G<K< LK=

専門学校 ABCD E<LDI J;K< E<K;

就職 ABCD EE=DI GUK= JK;

de;<;=年全体fghijE<kl以上高4iijGkl以上高4iiE<kl以上低4

qrsEL

続柄別

希望進路

別

子x-y性

別

狭*&'

計

広%&'

計

EUKU

;<KG

;<KE

;<K;

;<KE

;<K<

;EK<

E;KG

E=KU

EHKH

FFKH

F=K=

FGKJ

FGKH

FFKL

FHKG

FHKH

=HKG

FLKE

FEKJ

;<K<

;;KF

EUKJ

ELKL

;EKG

ELKL

ELKH

;UK;

EHKJ

;FKL

HKE

HKJ

HKF

LKF

JK=

HKG

HK;

LK=

UK=

JK;

<KU

EK<

<KU

EKE

<KH

<KH

<KH

z

<KU

z

HK=

GK;

JKF

GKL

JKJ

GKG

FKJ

E;KG

E<K;

UKH



►【⾼校⽣】選択肢の「幅」についての考え⽅
• とても広がる・広がる
＜AIなどの技術普及による新たな機会・職業の創出＞
• 今ある仕事の49%がAIに取って代わられるといわれています。逆

に⾔えば、AIにできない新しい仕事を創造していくチャンスだと
も⾔えると思うので、広がると思いました。[秋⽥県/⼥/⼤学]
•いろいろな技術が発展を受けて、なくなる仕事もあると思うが、
新しい仕事や働き⽅も増えると思うし、⽣き⽅をより⾃由に選べ
るようになると思うから。[徳島県/無回答/⼤学]
＜インターネットの普及による情報化社会＞
•インターネットがあることで、語学やニュース等気軽に知れる

[宮崎県/⼥/⼤学]
•インターネットの普及によりさあmざまな情報を⼿に⼊れられる

ようになったから。[奈良県/⼥/⼤学]
＜価値観の多様化＞
•いろいろな考え⽅、価値観がうけいれられると思うから[静岡県/

男/⼤学]
•さまざまな⾯で格差が是正されてきているから[静岡県/⼥/⼤学] 
＜グローバル化＞
• グローバル化が進み、⼈種やジェンダーの差別が今よりもっと少

なくなると思うから[宮崎県/⼥/⼤学]
• グローバル化が進んできていて、技術も多様に発展しているから。

[北海道/男/⼤学]
＜⼈との出会いや経験による⾃分⾃⾝の成⻑＞
•これから⽣きていくうえでさまざまな性格、価値感をもっている
⼈とかかわり、違う考え⽅をするようになるかもしれないから
[秋⽥県/男/専⾨学校]
•いろいろな性格や⽣き⽅をしている⼈がいる社会に出るから。

[秋⽥県/⼥/就職]
•さまざまなことを学べるから。感じ⽅、考え⽅が豊かになる。

[福井県/⼥/専⾨学校]
•したいと思ったらすぐに⾏動できる世の中だから[宮崎県/男/⼤

学]

• 特に変わらない
•そんなにかんたんには変わらないと思うから。[奈良県/⼥/⼤学]
•万⼀変わったとしても⾃分では気づけない。[北海道/⼥/⼤学]
•やりたいことが決まっているからその⽬標にむかっていくだけだ

から[静岡県/男/専⾨学校]
• 何をするにもお⾦が必要だから。[北海道/⼥/専⾨学校]

• とても狭まる・狭まる
＜AIの普及による仕事の減少＞
•税⾦の増加やＡＩの普及で、仕事がどんどん減っていくと考える

から。[群⾺県/男/⼤学]
• 情報の可能性が⼤きくなっている。その分情報系の仕事が多くな

り、ほかの仕事が少なくなり、狭くなる[奈良県/男/⼤学]
•ＡＩなどの台頭[北海道/⼥/⼤学]
＜家庭環境や経済状況による制限＞
• 親ガチャのように、家庭環境によって選択肢がある程度決まって

しまうと考えるから。[群⾺県/男/⼤学]
•お⾦がない限り、幅が広がることはないと思うから。[秋⽥県/⼥

/短⼤]
＜⾃⾝の進路選択による絞り込み＞
•具体的に進路や⽣き⽅を考えていくと、選択肢は狭まってしまう

ような気がするから[徳島県/その他/⼤学]
•⼊った学科や学部でしぼられると思うから。[群⾺県/男/⼤学]

►【保護者】選択肢の「幅」についての考え⽅
• とても広がる・広がる
＜AIなどの技術普及による新たな機会・職業の創出＞
• ＡＩなどネットの社会が進化し、新しい技術やシステムができ、
⼈間の⽣活が急速に変化すると思うから。選択肢も増えると思う。
[徳島県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
＜働き⽅の変化＞
• これまでのような職業による社会的ヒエラルキーが崩壊し、多
くの職業に⾦銭的、社会的格差が減少し、 先⼊観による職業選択
に縛られなくなるように推測する。 また、複数の職業を兼業する
ようになったり、職業を時系列で変えてゆくようになると推測す
る。[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
• これからの社会では終⾝雇⽤というより転職してステップＵＰ
していくこっとができると思うので挑戦をどんどんしていってほ
しい そうすればとても広がると思う[東京都/⺟親/⼥/⼤学]
＜価値観の多様化＞
• 今後どのような変化をしていくかわかりませんが、現在でも、
ジェンダーや在宅ワーク、ワーケーションなどさまざまに昔はな
かったものが増えてきたので選択肢の幅は広がっていくと思う。
[福井県/⺟親/男/⼤学]
• 価値観の多様化が進んでいるので、選択の⾃由が広がると思う
[北海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
＜教育・学びの質的変化＞
• 若年層の情報活⽤能⼒が向上していることと、主体性を重視し
た教育が進んでいることから、広い視野でさまざまなことを選べ
るようになっているからだと考えます。[北海道/⽗親/⼥/⼦の希
望なら何でも]
＜本⼈の可能性＞
• いい⼈、いい本、いい⾔葉、いい環境に出会えば⼈⽣が豊かだ
と思う。[宮崎県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• いつの時代もどんな⼈にも可能性はあると思うから。[北海道/
⺟親/⼥/⼤学]

• 特に変わらない
• いくら社会が変わっても、本⼈次第だと思う[宮崎県/⺟親/⼥/
⼦の希望なら何でも] 
• 家庭の経済⼒や環境で狭まったり広がったりすると思うから。
[徳島県/⺟親/⼥/⼤学]

• とても狭まる・狭まる
＜AIの普及による仕事の減少＞
• ＡＩが発達することにより現在ある職業や仕事部分で⼈間が働
ける部分が減ると思うため。[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
＜格差の拡⼤＞
• 格差社会の拡⼤[徳島県/⽗親/⼥/⼤学]
• 国⼒の低下、少⼦化、⽼⼈⼈⼝の増加[群⾺県/⽗親/男/⼦の希
望なら何でも]
＜情報化、管理社会による悪影響＞
• メディアやネット情報に頼りすぎ。⾃分の考えや思考が影響さ
れやすい世の中で、本物を⾒抜く⼒が失われているから。[群⾺
県/⺟親/男/⼤学] 
• 上辺は幅が広いが⾒せかけで選択できる能⼒がないため[秋⽥
県/⺟親/⼥/⼤学]
＜国としての地位の低下＞
• ⽇本経済の下落が進み世界からとり残されていくのでは。[東
京都/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
＜地域格差がある＞
• 都会では変わらないかもしれないが、宮崎では⼈⼿不⾜と⾼齢
者割合の増加から、企業の倒産が⽥舎から始まっていく。業者の
減少から仕事がなかなか回らなくなるのではと⼼配している。⽥
舎では仕事の幅が狭まり必要最⼩限の仕事だけが残るのでは？⼦
どもたちは少しでも都会に暮らしたほうが仕事の幅を持てるので
は？[宮崎県/⽗親/男/⼦の希望なら何でも]
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２）選択肢の「数」がどのように変化していくと思うか
►⾼校⽣では合計で55%、保護者では58％が、将来の選択肢の数が増えると回答。

lこれからの社会で、仕事や⽣き⽅をはじめとした⼈⽣における選択肢の「数」が、今後の変化を受けてどの
ように変化すると思うかを⾼校⽣に尋ねたところ、「とても増える」が17％を占め、合計では55％が増える
と回答した。

l性別や希望進路別では、短⼤進学希望者でやや「増える・計」の割合が低いものの、それ以外ではおおむね
55％程度であまり差がない。

l保護者に対しても同様に尋ねたところ、「とても増える」が15％、合計では58％が広がると回答し、⾼校⽣
とほぼ同様の結果となった。

l続柄別や⼦どもの性別では、「増える・計」の割合にあまり⼤きな差はみられない。
l希望進路別にみると、短⼤進学希望者で「増える・計」の割合が⾼い。

【⾼校⽣】　これからの社会における⼈⽣の選択肢の「数」についての考え⽅（全体／単⼀回答） !"#

増%&'計 減&'計

*+,増%& 増%& 特.変0123 減& *+,減& 無回答

7凡例

:;:<年 全体 @ABCDEF:CG FFHD DIHF

J:;:<年属性別N

男子 @ABC IQECG FFHE DIHR

女子 @ABC ER;CG FQH< DIH;

進学希望者全体 @ABCDF;:CG FFHY DRHY

大学 @ABCD:<<CG FQH; :;H;

短大 @ABC <ECG YIHQ D;HI

専門学校 @ABC :<:CG F<H; DEHE

就職 @ABC :DICG FQHY D<H<

考%+3&b計 @ABCDY:QCG FQH: DIHR

考%+323b計 @ABC <DDCG FDHD DEHY

cd:;:<年全体efghiD;jk以上高3hhiFjk以上高3hhD;jk以上低3

pqrDEsD

進路選択

w意識別

性別

希望進路

別

減&'計
増%&'

計

DEH;

DRHF

DYHI

DEHQ

DEHI

IHD

DIHD

DYH:

DEH<

DQHD

<IHD

<QH:

YDHF

<EHE

<IH:

Y;HF

<YHR

Y:H:

<RH;

<FH;

:<H:

:<HF

:<HY

::HQ

:DH<

<EHI

:QHE

:EHF

::HY

:EH;

DEH:

DEHY

DEH:

DIH;

DIH:

D;HI

DEHE

D:HI

DEHF

DQHE

DH<

DHF

;HI

DHY

DHE

z

z

;HF

DHY

;HQ

<H<

DHI

:H<

:HE

:HE

:HE

:HQ

:HI

:HY

YHF

【保護者】　これからの社会における⼈⽣の選択肢の「数」についての考え⽅（全体／単⼀回答） !"#

増%&'計 減&'計

*+,増%& 増%& 特.変0123 減& *+,減& 無回答

7凡例

:;:<年 全体 @ABCDEFGCH FIJD D;JG

K:;:<年属性別O

父親 @ABC :D;CH FIJD D:JE

母親 @ABCDDS;CH FSJ; D;JI

男 @ABC GD<CH FSJF D:JD

女 @ABC G;DCH FIJ< D;J;

進学希望者全体 @ABC SF;CH FSJF DDJF

大学 @ABC IDICH FSJG DDJS

短大 @ABC :ECH ]]JG EJ:

専門学校 @ABC D;ICH F]JF D;J:

就職 @ABC DD<CH FIJE ]J:

cd:;:<年全体efghiD;jk以上高3hhiFjk以上高3hhD;jk以上低3

pqrDIsD

続柄別

希望進路

別

子x,y性

別

減&'計
増%&'

計

DEJ]

DEJ<

DFJ;

D]JD

D<JG

DEJ<

DFJ:

IJ<

SJ<

D<J<

E<J]

E<JI

E<JS

E<J<

EEJG

EFJ:

EEJF

FIJ<

EGJ:

EFJD

:<JE

:EJI

:<J<

:<J;

:EJ;

::JS

:<J;

D]JG

:EJD

:]JF

SJG

D;J;

SJS

D;JS

SJ;

D;JG

DDJ:

EJ:

IJ<

]J:

DJ;

:JE

;JI

DJD

DJ;

;JG

;J]

z

DJS

z

GJI

EJI

GJ;

FJF

GJG

]JD

FJF

D:JF

SJ<

IJI



►【⾼校⽣】選択肢の「数」についての考え⽅
• とても広がる・広がる
＜AIなどの技術普及による新たな機会・職業の創出＞
•ＡＩ、新たな科学技術の普及[東京都/男/⼤学]
•これからの社会でたくさんの仕事内容が増えると予想してい

る。すべては技術進歩次第だと思う。[静岡県/男/就職]
•技術の発展や多様化などで新たな思想や考えなどが認められ

る時代だから[奈良県/男/⼤学]
•ＡＩによりなくなる職業もあるが、そのぶん新しい職業がで

きると思うから。[宮崎県/男/⼤学]
＜情報化社会＞
•インターネット上で活動している⼈が増えているから。[福

井県/⼥/専⾨学校]
＜価値観の多様化＞
•個⼈の尊重が特にうたわれてきているのでいろいろな選択肢

があっていいから。[北海道/男/⼤学]
• 多⽂化多様⽣の社会が進んでいるのでいろいろな⽣き⽅が増

えると思うから。[群⾺県/男/⼤学]
＜働き⽅や社会環境の変化＞
• １つのことだけではなく、いくつかをかけもちしている⼈や、
今はまだ存在していない仕事がふえていくと思うから[宮崎
県/⼥/海外の⼤学など]
•ベンチャー企業など新しいことを始める企業がたくさんある

から。[徳島県/⼥/⼤学]
＜社会の複雑性＞
• ⼀つの仕事のなかにも分かれ道が⽣じ始めているため、選択
肢の数は数えきれないほどに多くなってくるのではないかな
と思った[群⾺県/男/⼤学]
＜社会のグローバル化＞
• グローバル社会が進んでいるから。[静岡県/⼥/⼤学]
＜⾃⾝の決定による選択肢の変化＞
•そもそも⼦ども→⼤⼈によって選択はすべて⾃分にゆだねら

れる。[北海道/男/⼤学]
•やりたいことを頑張ればできるから[宮崎県/男/専⾨学校]
•学⽣と違って社会は⾃分が知らない道もあると思うから。

[宮崎県/⼥/就職]
•⾃分で選択しなければならない機会が多くなるから。[静岡

県/⼥/⼤学]

• 特に変わらない
•インターネットやＡＩによって増えたり減ったりして結果的

にあまり変わらない[奈良県/男/⼤学]
•これから⾃分が未来を⾒すえて頑張るかどうかだと思う[奈

良県/男/⼤学]
•なりたい職業は変わらないから[群⾺県/男/⼤学]

• とても狭まる・狭まる
＜AIなどの技術の普及による仕事の減少＞
•ＡＩが発達した影響で⼈間がやらなくてもいいことがどんど

ん増えると思うから。[群⾺県/⼥/就職]
• ロボットでできる範囲が広がると思ったから。[静岡県/⼥/就

職]
＜社会環境や経済状況による制限＞
• 現在の⽇本の政治スタイルでは将来は有限なものになると思

うから[北海道/無回答/⼤学]
• ⼈⼝が減少しているので物理的に減る以外ない。[東京都/男/

⼤学]
＜⾃⾝の進路選択による絞り込み＞
• ⼀つ選択をしたら次の選択肢は少なくなってしまうから。

[静岡県/⼥/⼤学]
•⼊った学科や学部でしぼられると思うから。[群⾺県/男/⼤

学]

►【保護者】選択肢の「数」についての考え⽅
• とても広がる・広がる
＜AIなどの技術普及による新たな機会・職業の創出＞
• 世界を移動する時間が短縮している、インターネットやＡＩ
の発展で遠距離が障害でなくなってくるため[群⾺県/⺟親/男/
⼤学]
• ITの進歩により、過去になかった新しい職種が増えていると
は思う。(それが安定性があるかどうかは別として) また、さま
ざまな⽣き⽅を認めようとする流れもあるため。[静岡県/⺟親
/男/⼦の希望なら何でも]
＜価値観の多様化＞
• 価値観の多様化で『社会的成功＝幸せ』では なくなってき
ているから[東京都/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• 多様性の時代に合わせて個性を⽣かせる世の中になりつつあ
る。答えが１つではなく、たくさんある。[東京都/⺟親/男/⼦
の希望なら何でも]
• 多様性が認められる世の中が当たり前になり、⾃分だけの考
えや価値感を隠す必要がなくなるだろうと思われるから。[北
海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
＜働き⽅や社会環境の変化＞
• かつてあったが現在は消えた職業があるように、現在は存在
していても将来は消える職業もあり、現在はまったく思いつか
ないような職業も現れるはずである。 将来は⽇本だけではな
く、世界を対象とした仕事も増えることを考えると、数は増え
るのではないか。 [静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⾃分で起業することが簡単になると思う。[静岡県/⺟親/⼥/
⼤学]
＜本⼈の可能性＞
• まだまだ知らないことがたくさんあり、仕事などで学ぶこと
が多くなり、選択肢なども増えてくるので。[福井県/⺟親/男/
⼦の希望なら何でも]
• ⾃ら、探究⼼をもって専⾨分野を学び、⼀⽣学ぶ⼒があれば、
⼈⽣における選択肢の数は、増やすことができると思う。[北
海道/⺟親/⼥/⼤学]

• 特に変わらない
• これから増えていく新しいアイデアをもとにした仕事もある
かと思うが これまで当たり前にあった仕事が ⼈でなくてもこ
なせるようになれば なくなっていく業種もあると思うため[北
海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• ネットなどで情報を検索できる環境はもっと発達するとは思
いますが、そもそも興味を⽰さないと意味がないという意味で
[秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]
• 本⼈が思い描いている夢や⽬標としている分野においては、
⼤きな変化はないと考えている[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]

• とても狭まる・狭まる
＜AIなどの技術の普及による仕事の減少＞
• ＡＩが担うであろう仕事が増えると考えると、選択肢の数は
今よりは減るのではないかと思う。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• インターネット、ＡＩ、ロボットなどの進化で⼈間がする仕
事の種類は減っていくと思うから[秋⽥県/⽗親/男/⼤学]
＜格差の拡⼤＞
• ⽇本経済の変化による賃⾦格差、IT化による労働環境の変化、
国際社会との関係性の変化[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
＜情報化社会の弊害＞
• 対⼈関係が希薄になり、情報の⼊⼿先が限られる可能性があ
るから[秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]
＜国⼒の低下＞
• 少⼦⾼齢化に伴う労働⼒の減少により、⽇本⼈として社会に
貢献していく形は変化すると考えられる。学⼒などの個⼈のも
つ⼒により、その幅は狭まり、ある程度限定的なものになるの
ではないかと思うため。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
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１）社会や経済のグローバル化が⾃分の将来に与える影響
►⾼校⽣の55％が、⾃分の将来にグローバル化の影響が「ある」。2019年に⽐べると減少。
►保護者の63%が⼦どもの将来への影響が「ある」。2017年と⽐較すると15ポイント増。

l⾃分の将来に、社会や経済のグローバル化の影響があると思うかを尋ねたところ、⾼校⽣では「ある」が
55％を占めた。

l時系列でみると、2019年（61％）と⽐較して「ある」が6ポイント低下したが、2017年とはほぼ同⽔準。
l性別にみると、男⼦（58％）のほうが⼥⼦（52％）よりやや「ある」と考える割合が⾼い。
l希望進路別にみると、⼤学進学希望者では「ある」が62％と、他と⽐較して突出して⾼い。

l保護者にも同様に尋ねたところ、63％が影響が「ある」と回答。
l時系列でみると、「ある」割合が年々増加しており、2017年と⽐較すると15ポイント増加した。
l希望進路別にみると、⾼校⽣と同様に⼤学進学希望者で「ある」が71％と、他と⽐較して突出して⾼い。

【⾼校⽣】　⾃分の将来に対して社会や経済のグローバル化の影響があると思うか（全体／単⼀回答） !"#

$% &' ()*&' 無回答

.凡例

1213年 全体 789:;<=1:>

12;?年 全体 789:;??<:>

12;<年 全体 789:;?@<:>

A1213年属性別E

男子 789: @H<:>

女子 789: <?2:>

進学希望者全体 789:;=21:>

大学 789:;133:>

短大 789: 3<:>

専門学校 789: 131:>

就職 789: 1;@:>

VWX;@

希望進路

別

性別

=Z[<

H2[<

=Z[?

=<[@

=1[1

=<[@

H1[Z

3<[@

3H[1

3?[2

?[3

?[;

;;[2

;;[2

<[@

?[H

@[H

1;[H

;1[?

<[@

31[?

1H[?

31[=

1?[;

3@[=

32[;

1H[=

3<[@

Z<[@

=2[?

3[;

3[Z

;[<

1[1

;[=

1[=

1[Z

1[<

3[2

1[3

【保護者】　保護者は⼦どもの将来に社会・経済のグローバル化は影響があると思うか（全体／単⼀回答） !"#

$% &' ()*&' 無回答

.凡例

1213年 全体 789:;<=>:?

12;@年 全体 789:;>=@:?

12;>年 全体 789:;>11:?

A1213年属性別E

父親 789: 1;2:?

母親 789:;;@2:?

男 789: >;3:?

女 789: >2;:?

進学希望者全体 789: @=2:?

大学 789: Q;Q:?

短大 789: 1<:?

専門学校 789: ;2Q:?

就職 789: ;;3:?

XYZ;@

続柄別

子^_

性別

希望進路

別

a1b>

=>b;

<>b@

>;b2

a1b<

aab=

a2b@

aQb1

>;b<

=2b2

<Qb;

<3b<

<b2

;b@

<b1

ab1

3ba

1bQ

=b3

3b@

3bQ

c

=ba

>b;

1@b1

3ab1

<3bQ

;@b=

3;b<

1QbQ

32b<

1<bQ

11b<

<;b>

3@bQ

<=b;

<b2

<bQ

<b;

3b3

1ba

1b2

3b<

3b;

1b<

Qb3

ab=

<b<
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►2）将来グローバル社会で通⽤する⼈材になりたいか
►⾼校⽣の59％がグローバル社会で通⽤する⼈材に“なりたい”。保護者では63％が“なってほしい”。
►保護者では「なってほしい・計」が2017年より20ポイント以上増加。

l⾼校⽣に対して、将来グローバル社会で通⽤する⼈材になりたいと思うか尋ねたところ、「ぜひなりたい」
が24％を占め、「できればなりたい」を含めると合計で59％がなりたいと回答した。

l時系列でみると、「なりたい・計」は2019年より6ポイント減少したが、2017年（57％）とほぼ同⽔準。た
だし、「ぜひなりたい」割合は2017年以降で最も低い。

l希望進路別にみると、⼤学進学希望者では「なりたい・計」が65％を占め、他と⽐較して突出して⾼い。
l⾃分の将来にグローバル化の影響が“ある”と考えている層では、「なりたい・計」が78％を占める。

l保護者にも、⼦どもに対してグローバル社会で通⽤する⼈材になってほしいと思うかを尋ねたところ、「ぜ
ひなってほしい」が20％、合計では63％がなってほしいと回答した。

l時系列でみると「なってほしい・計」の割合が増加傾向で、2017年と⽐較すると21ポイント増加している。
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►【⾼校⽣】グローバル⼈材になりたい・なり
たいと思わない理由
• ぜひなりたい・できればなりたい
▼社会の変化への適応
• グローバル化が進んでいるから。[秋⽥県/男/⼤学]
•次の時代はそのような⼈しか求めていないと思うから。[秋

⽥県/男/⼤学]
• グローバル社会で通⽤する⼈を求められると思うから。[徳

島県/⼥/⼤学]
• グローバル社会で通⽤する⼈になればどんどん進歩していっ

ている社会でさまざまな職業に適応できると思うから[秋⽥
県/男/専⾨学校]
•ならないより、なったほうがいいと思ったから。[北海道/⼥/
専⾨学校]
• グローバルに対応できたほうがお⾦を稼ぐのに楽[福井県/男/

⼤学]
▼コミュニケーションの重要性
• 今年の夏ＮＹＣに留学したとき、世界の広さを知り、たくさ

んの⼈と出会うことの楽しさを覚えたから[静岡県/男/海外の
⼤学など]
•いろいろな⼈とのコミュニケーションが⼤事だから[宮崎県/

⼥/⼤学]
▼⽬指す職業に必要
•ＣＡの夢を叶えるうえで、語学はもちろん、⼈と接する上で

社会に適応できる能⼒が必要だから。[宮崎県/⼥/⼤学]
• プログラマーになるためにはそういった社会に通⽤できるよ

うにならなければならないと思ったから[群⾺県/男/⼤学]
•海外でも活躍できる医者になりたいから。[静岡県/⼥/海外の

⼤学など] 
▼視野・可能性の拡⼤
•たくさんの⼈とコミュニケーションをとって、⾃分の世界を
広げていきたいから。⾃分の能⼒に限界はないと思うから。
[群⾺県/⼥/⼤学]
•もっと広い世界を知りたいから。[徳島県/⼥/⼤学]
•海外の⼈と⼀緒に仕事をしてみたいから[群⾺県/男/⼤学]
•いろいろ価値感の⼈と話していきたいから[東京都/男/⼤学]
▼社会貢献のため
•社会に貢献したい[奈良県/無回答/⼤学]

• どちらでもよい
• 看護師にそれが求められるのかわからないから[北海道/⼥/専
⾨学校]
•海外に興味がないから。⼩説にかかわれればどうでもいいか

ら。[群⾺県/男/⼤学]
•必要に応じて判断するから[群⾺県/⼥/⼤学]

• なりたいと思わない・あまりなりたいと思わない
• グローバルをあまり知らないから[奈良県/男/専⾨学校]
•あまり得意な⽅⾯ではないから[徳島県/⼥/専⾨学校]
•考えたことないから。[群⾺県/男/⼤学]
•⾃分なりに役⽴てればそれで良い。[群⾺県/⼥/⼤学]

►【保護者】グローバル⼈材になってほしい・
なってほしいと思わない理由
• ぜひなってほしい・できればなってほしい
▼社会の変化への対応
• いろいろな国の⼈たちが⽇本に⼊って来ているので、どんな
⼈とでもコミュニケーションとれるほうが良いと思う[宮崎県/
⺟親/⼥/専⾨学校]
• インターネットの普及により、世界が⾝近になっているため、
時代に遅れてほしくない。[奈良県/⽗親/⼥/⼤学]
• ⽇本に住んで、⽇本国内で事業を展開していても、顧客は
SNSでつながる、全世界のSNSユーザーであると認識している。
[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
• グローバル社会に通⽤しなければ今後、取り残されていく
[奈良県/⽗親/男/⼤学]
• これからもどんどんグローバル化が進むから。少⼦⾼齢化に
より、外国⼈労働者が増えている。国内経済が衰退しないよう、
より良い⽇本になる様、⼦どもたちに期待しています[福井県/
⺟親/男/⼤学]
• ネットワークが発達し、⾔語のコミュニケーションもＡＩの
発展により今より容易になることを考えると、⽇本だけでない
市場で通⽤しないと⽣き残れないと思うから。[奈良県/⺟親/
男/⼤学]
▼コミュニケーションの重要性
• グローバルとの本当の意味は他者理解だと思うので[北海道/
⺟親/⼥/⼤学]
• いくらITが発達しても⼈とのかかわりはとても重要だと思う
ため[徳島県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• そういう場⾯があったときに対応できればいいと思うから
[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
▼⼦どもの⽬指す⽅向・職業に必要
• 外国の⽂化に関⼼があるようなのでその気持ちを持ってやり
たいことをやってほしいので[北海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何
でも]
• ⼦ども本⼈がグローバル社会で⽣活することは望んでいそう
なので。[北海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• 海外に興味があり留学したい、将来も国際的な仕事に就きた
いと、本⼈が希望しているから[東京都/⺟親/⼥/⼤学]

• どちらでもない
• ⼦供が興味をもつのであれば、なってほしいが、興味がなけ
ればならなくてよい。[奈良県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• ドメスティックもグローバルと同じくらい重要と思うため
[奈良県/⽗親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• ⽥舎すぎて想像がつかない[福井県/⺟親/男/⼤学]

• なってほしいと思わない・あまりなってほしいと
思わない
• どのような場を選ぶのか、望むのかは、本⼈が考えれば良い
と思う。それを応援すれば良いと思うため。[静岡県/⺟親/⼥/
⼤学]
• そういうことをやれる⼈がやればいいと思うから。やりたい、
やれるならやればいいのでは。[東京都/⺟親/⼥/専⾨学校]
• 必ずしもグローバル化が良いわけではなく、本⼈の希望次第
と思っている。[北海道/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
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►⾼校⽣の61％、保護者の53％が、技術⾰新に期待。
l⾼校⽣に、AI（⼈⼯知能）の発達などの技術⾰新の普及・発達について、どのように考えているかを尋ねた
ところ、「期待している」が25％を占め、「どちらかというと期待している」を含めると、合計で61%が期
待していると回答した。

l性別にみると、男⼦（70％）の⽅が⼥⼦（54％）より「期待・計」の割合が⾼い。
l希望進路別にみると、⼤学進学希望者では「期待・計」が65％と⾼く、次いで就職希望者（57%)で⾼い。
l保護者にも同様に尋ねたところ、「期待している」が14％、合計では53％が期待していると回答。⾼校⽣に

⽐べると期待する割合が低く、「不安・計」も4割以上を占めている。
l続柄別にみると、⽗親（60％）の⽅が⺟親（53％）よりも「期待・計」の割合が⾼く、特に「期待してい
る」割合が⾼い。

l希望進路別では⾼校⽣と同様の傾向で、⼤学進学希望者、就職希望者で「期待・計」の割合が⾼い。

lフリーコメントで回答の理由を尋ねたところ、期待する理由としては、業務効率化によって⽣活の質が向上
することや技術⾰新をうまく取り⼊れることで社会・経済の発展が期待できる点があげられた。また特に保
護者では、少⼦⾼齢化による労働⼒減少をうまくカバーできることを期待する意⾒が多くみられる。

l⼀⽅、不安に思う理由としては、技術⾰新によってAIに仕事を取って代わられる懸念や、⼈と⼈とのコミュ
ニケーションが希薄になることを懸念する意⾒がほとんどを占めた。
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►【⾼校⽣】技術⾰新に対する期待の理由
• 期待している・どちらかというと期待
▼仕事の効率化による⽣活の質の向上
•ＡＩが発達すれば⼈間のやることが減り、休めるから[秋⽥

県/⼥/就職]
•ＡＩにより過労死といった問題がなくなると思うから。[北

海道/男/⼤学]
•もっと便利に効率的になるのは利⽤されるべきだと思う[奈

良県/⼥/⼤学]
• AIなどは現在よりもっと使いやすくなり、⽣活の質が向上す

ることを期待しているため。[秋⽥県/無回答/⼤学]
▼技術⾰新による社会・経済環境の向上
•ＡＩが発達して未来を美しい環境にしてほしい。[福井県/男/

就職]
•ＡＩとの共同により、まだ解明されてないものを解明したり、

イノベーションをおこす可能性があるから。[奈良県/⼥/⼤
学]
•ＡＩの発展によって、⼈間のできることが広がりより進んだ

社会になっていくと思うから。[奈良県/⼥/⼤学]
•少⼦⾼齢化や環境保全と経済発展の両⽴など、世界的に解決

が難しいことをＡＩがシミュレートで解決策をだしてくれた
りするから[静岡県/男/⼤学]
• ⼈だけではできないより良い教育が⽣徒にできるようになる

と思うから。仕事の幾つかを任せられそうでその分授業に集
中できそうだから[徳島県/その他/⼤学]
▼⾃⾝の⽬指す⽅向には⼲渉しない
• 教職はなくならないと思うので不安はない。仕事が楽になる

かもしれないので期待している[群⾺県/男/⼤学]
•⾃分が⽬指している職業はＡＩに取って代わられる可能性は
低いと思うから[奈良県/⼥/⼤学]

• 不安に思っている・どちらかというと不安
▼就業環境の悪化
•効率化や性能の⾼度化に対しては⼤きな期待がある⼀⽅、⾃

分たちの仕事がなくなってしまうのではないかという不安が
あるから。[群⾺県/男/⼤学]
• 今後の⽇本では、仕事がＡＩにうばわれると聞いたことがあ

り、⼈間の仕事がなくなるのではないかと思ったから。[静
岡県/⼥/就職]
•⾃分は⼈とかかわる職業を⽬指しているが、ＡＩの発達によ

って、選択できる職業が減るから。[秋⽥県/⼥/短⼤]
•就職に失敗したときの保険となる単純労働が減ってしまう上

に、ＡＩについて勉強しないと社会についていけなくなるの
で⾯倒だから。[群⾺県/男/⼤学]
•放射線は機械なので、すべて⾃動という形になってしまうか

もと思うから。[徳島県/無回答/専⾨学校]
▼技術⾰新の弊害への懸念
•技術の発展には期待できるが、多くの⼈はスマホのようにＡ
Ｉに依存して⾃分で考えたりしなくなってしまう気がする。
[群⾺県/男/⼤学]
•娯楽が狭まり思考が浅くなりそうだから。[静岡県/⼥/⼤学]
•芸術分野のＡＩの侵⼊が懸念されるから。[福井県/男/⼤学]
•職種が減り、より⼀層、職業や、⼈⽣の画⼀化が進むと考え

ているから。また、戦争にも利⽤されて、安全が脅かされる
のではないか、と考えているから。[北海道/男/⼤学]

►【保護者】技術⾰新に対する期待の理由
• 期待している・どちらかというと期待
▼業務効率化による⽣活の質の向上
• ＡＩが担う仕事が増えることと、⼈間でなくてはだめな仕事
が明確になり、やりがいにつながると思います。[静岡県/⺟親
/⼥/⼤学]
• ＡＩが発達することで仕事が正確に時短になるのは良いこと
だと思う。そのうえで⼈間にしかできない相⼿の気持を考えて
⾏動する（仕事をする） ＡＩとの共存が望ましい[静岡県/⺟
親/⼥/⼤学]
▼技術⾰新による社会・経済環境の向上
• ＡＩでは、対応できないより⾼度な職業が⽣まれ、より豊か
な社会になると思うから[秋⽥県/⽗親/男/⼤学]
• ＡＩ技術の発達により、雇⽤等にあたえる影響として考えら
れる、⼀つは⼈⼝減少、⾼齢化社会による⼈出不⾜を解消する
ことができることに期待している。[北海道/⺟親/⼥/⼤学]
▼社会の変化への適応
• これからの時代、少⼦化で働ける⼈数も限られてくるのでＡ
Ｉと協同でやるしかない[静岡県/⺟親/男/就職]
• ⼀般的に、⼦どもは⼤⼈に⽐べて、抵抗なく、進歩し続ける
技術を取り⼊れる⼒があると思うから。[福井県/⺟親/男/⼤
学]
• 技術⾰新を⽌める選択はないのでうまく共存しつつ、より良
い社会が作られるのであれば⼗分に期待できると思う。[群⾺
県/⺟親/男/⼤学]
• 私には難しいので、せめてこれからを⽣きていく（未来を⽣
きる）世代の⼈たちは⼗分に理解し適応してほしい。[秋⽥県/
⺟親/男/⼤学]
▼⼦どもの⽬指す⽅向との⼀致
• ずっと⼩さいころから、最適化について希望や夢を抱いてい
たから。[静岡県/⽗親/男/⼦の希望なら何でも]

• 不安に思っている・どちらかというと不安
▼就業環境の悪化
• 職業によっては、⼈材が必要なくなってしまうから。[群⾺
県/⺟親/男/⼤学]
• すべて機械化されたら⼈員は要らなくなるのではないかと不
安に思う[奈良県/⺟親/⼥/専⾨学校]
• ⼈⼯知能の可能性は無限(予測不可能)に思い、⼈間世界が乗
っ取られる不安があるから。[奈良県/⺟親/男/⼦の希望なら何
でも]
▼⼦どもが適応できるか⼼配
• 時代についていけず孤⽴してしまいそう。[東京都/⺟親/男/
⼤学]
• 社会の変化に対応できるように本⼈が能⼒をつけていけるの
か⼼配。[徳島県/⺟親/男/⼤学]
• ⼦どもの将来にどのような影響があるのか⼼配。[北海道/⺟
親/男/⼤学]
▼技術⾰新の弊害への懸念
• ⾃分で課題をみつけたり、解決したりする⼒が⽋如していく
可能性があるから。[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• ⼈と⼈とのコミュニケーションが希薄になってしまう気がす
る[北海道/⺟親/⼥/⼤学]
• ⼈と対⾯することによって⽣まれるさまざまな事柄を⼤切に
する職業に就いてほしいと思うから[東京都/⺟親/男/⼦の希望
なら何でも]
▼未知の領域への漠然とした不安
• ⾃分のこれまでの体験では測り知れないのでどうなるかわか
らないという意味で不安はある。[福井県/⺟親/⼥/⼦の希望な
ら何でも]
• ⾃分が理解できるものかわからない[群⾺県/⺟親/⼥/⼤学]

第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年

- 60 -



►【⾼校⽣】AIが普及する時代に必要な⼒
• ⾃分で考え⾏動する⼒・対応⼒
•⾃分で考える、意志をもってその⼼を⼤事にする。[静岡県/

⼥/⼤学]
•対応していく⼒が必要だと思う。今の時代には、どんな変化

があっても臨機応変に対応していく⼒が求められるし必要だ
と思う[宮崎県/⼥/⼤学]
•頼りすぎない・⾃分でやりとげる⼒[宮崎県/⼥/⼤学]
• ⼀つでも⾃分に⾃信をもてることをみつける[宮崎県/男/⼤

学]
•ＡＩができないこと（思考・判断能⼒）を⾝につける⼒[徳

島県/男/⼤学]
•ＡＩがやること、⼈間がやることの区別をしっかりつけてＡ
Ｉに頼らないこと[群⾺県/⼥/⼤学]
• リーダーのように⼈をまとめる⼒、創造⼒[群⾺県/⼥/⼤学]
• 何かを創造する⼒ ⼈を思いやる⼒[北海道/⼥/⼤学]
•考える⼒・柔軟な⾏動や発想・広い視野で物事を⾒る⼒・学
び、「良い⽅向に」それを関連づける⼒ （備考 共通点・
今のAIにはない⼒）[福井県/男/⼤学]
•正しい情報を読み解く⼒・さまざまな情報をまとめる⼒[秋

⽥県/無回答/⼤学]
•メディアリテラシー・うそと本物を⾒分けられる⼒。[群⾺

県/⼥/⼤学]
•発想⼒、開発するための柔軟な考えが必要だと思う。[奈良

県/⼥/⼤学]
•発想⼒、⽣きる理由を⾃分に価値づける⼒[福井県/⼥/専⾨学

校]

• AIを理解し使いこなすリテラシー
•考えずに、ＡＩなどの情報に躍らされるのではなく、⾃ら積
極的に物事に取り組み、むしろＡＩは利⽤するものとして扱
える⼒。[静岡県/男/⼤学]
•ＡＩができることの限界を知ること。[奈良県/⼥/⼤学]
•ＡＩを作る技術やＡＩの誤作動を直せる⼒ ・ＡＩをこえる

発想⼒[群⾺県/⼥/⼤学]
•適応⼒・機械に強い[宮崎県/男/⼤学]
• プログラミングスキル[徳島県/⼥/⼤学]
•まず新しいものを取り⼊れられる適応⼒や取り⼊れた上でそ

れを活⽤できる応⽤⼒などが必要だと思う。[群⾺県/⼥/⼤
学]

• コミュニケーション⼒
• プレゼンテーション⼒、コミュニケーション⼒[群⾺県/男/⼤

学]
•感情表現能⼒、あいまいなものを⾔語化する⼒。（コミュ

⼒）−結局これが⼀番⼤事だと思う。何にでも通⽤する。
[奈良県/男/⼤学]
•対⼈のコミュニケーション⼒や、さまざまな知識を組み合せ

るような複雑な思考⼒。[北海道/男/⼤学]

• ⼈への思いやり・想像⼒
• ⼈を思いやる⼒、⼈の気持ちをわかろうとする⼒、が必要だ

と思う[福井県/⼥/⼤学]
• ⼈間⼒、読解⼒[群⾺県/男/⼤学]
•想像⼒、コミュニケーション能⼒、⼈としての思いやりや気
遣いができる⼒[北海道/男/⼤学]
•創造する⼒ ⼈の気持ちを考える⼒[宮崎県/⼥/⼤学]

• 倫理観・モラル
•モラル的な部分や、さまざまなデバイス（媒体）を使うスキ

ル[宮崎県/⼥/⼤学]

►【保護者】AIが普及する時代に必要な⼒
• ⾃分で考え⾏動する⼒・対応⼒
• ⾃分⾃⾝で考え、⾃分なりの答えを出す⼒[福井県/⽗親/男/
専⾨職⼤学]
• 物事に対して、⾃分でアイデアを⽣み出すといった主体性。
[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
• ＡＩができないといわれていること、感覚的なものを磨くこ
と 新しいもの（こと）を作り出す⼒ ＡＩを使い共存してい
く⼒[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• ⾃ら発⾒、発信、維持しながら進化すること[宮崎県/⺟親/
⼥/専⾨学校]
• ⾃分、他者への愛。豊かな⼈間性。想像⼒。創造⼒。[宮崎
県/⺟親/男/⼤学]
• 向上⼼[宮崎県/無回答/無回答/⼦の希望なら何でも]
• 積極的に⼈とかかわりをもとうとする⼒ ・物事が簡単に楽
にできるようになっていくなかで、挫折を乗り越えたり、下積
みの苦労に耐えられる⼒、強く⽣きていく⼒が必要だと思いま
す。[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]
• ＡＩが対応できない状況把握能⼒や、柔軟な考え⽅など技術
以外で適応できる⼒が必要だと思います[群⾺県/⺟親/男/⼤
学]
• 柔軟な考え⽅や発想⼒[宮崎県/⺟親/男/⼤学]

• AIを理解し使いこなすリテラシー
• A Iを理解し、どのように使うか、判断する⼒[北海道/⺟親/
⼥/⼦の希望なら何でも]
• ＡＩに「知」を教えるための⼒、すなわちＡＩを超える⼈間
的な能⼒[静岡県/⽗親/男/⼤学]
• AIは技術の進歩で発達し、便利になっていく。そのためにそ
れを使える⼒が欲しい。[静岡県/⽗親/男/⼤学]
• ＡＩをツールとして使いこなすことのできる処理能⼒、技術、
専⾨性が必要と感じる[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]

• コミュニケーション⼒
• コミュニケーション能⼒ ・⾃分の状況を俯瞰できる⼒[徳
島県/⽗親/男/⼤学]
• ＡＩが普及・発達しても、それを作って、操作しているのは
「⼈」。⼈と⼈のかかわりが⼤切だとコミュニケーション能⼒
がますます必要だと思う。[福井県/⺟親/男/⼤学]

• ⼈への思いやり・想像⼒
• ＡＩでは難しい、繊細な部分。⼈間にしかできない⼼で考え
る⼒や想いやりのある⾏動等。⼤切になっていくと思う。[福
井県/⺟親/男/就職]
• ＡＩでは測り知れない⼈間同⼠のつながりを重んじる⼒、相
⼿を思いやる⼼[奈良県/⺟親/⼥/⼤学]
• ＡＩを使いこなす⼒、ＡＩに⼊⼒する問いかけを⾃分の頭で
考える⼒、ＡＩが不得意な分野の⼒、⼈間らしさ、⼈間味、⼈
を思いやる想像⼒[徳島県/⺟親/男/⼤学]

• 倫理観・モラル
• ⾃分だけが得するのではなくほかの⼈、世の中のために必要
とされたいと欲求をもつこと[福井県/⺟親/男/⼤学]
• 視野狭窄で経済的なことにとらわれることのない、どうした
ら世界中の⼈が少しでも⼈⽣を豊かに楽しむことができるよう
になるかという⼤きな⽬標をもつ⼒。⼈を押しのけてずる賢く
⽣きてゆくような⼈間を⾒極める⼒。それに対応してゆく⼒。
[東京都/⽗親/男/⼤学]

• ⽣きる⼒・IT技術以外の⼒
• （あえて）第⼀次産業での仕事がしっかりできる⼒[北海道/
⺟親/⼥/⼤学]
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32．未来社会への認識：これからの社会は好ましいか／そう思う理由
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►⾼校⽣の63％、保護者の50％が、これからの社会は⾼校⽣にとって「好ましい」と回答。
l⾼校⽣に対し、これからの社会が⾃分にとって好ましい社会だと思うかを尋ねたところ、「とても好ましい

社会だ」が9％、「まあまあ好ましい社会だ」が54％を占め、合計では63％が好ましいと回答した。
l時系列でみると「好ましい・計」が増加しており、2021年と⽐較して5ポイント増加した。

l保護者では「好ましい・計」が50％と⾼校⽣よりも低いものの、時系列では漸増傾向にあり、2021年と⽐べ
ると11ポイント増加した。

lそう考える理由をフリーコメントで尋ねたところ、⾼校⽣・保護者とも、“好ましい”と回答した⼈では将来
に関して「もっと豊かになる」という意⾒が⽐較的多い。また、技術⾰新などの変化によって、将来の選択
肢が増えると予測する⼈も少なくない。

l⼀⽅、“好ましくない”と考える⼈では、逆に技術⾰新によって⼈間の可能性が狭まることを⼼配する意⾒や、
物価⾼などの社会情勢が良くない状況であることを理由とする意⾒がみられる。

!"#$%&"#$'()*+,-./01234567.89:;<=>?@ !"#

$%&'() $%&*+'()

,-.$%&'/0
1

%2%2$%&'/
01

2%3$%&'/0
45+'

678$%&*+'
/01

9:;

<=>

?@?AB CD EFGHIJK?HL M?NJ AANJ

?@?IB CD EFGHIOIKHL KJNP AONK

?@IPB CD EFGHIPPJHL KINQ QQNQ

R?@?ABSTUV

WX EFGHOMJHL MANO AQNQ

YX EFGHJP@HL MKNQ A?N@

Z[\]^CD EFGHIK@?HL MANP AANI

_[ EFGHI?AAHL MANM AANJ

`_ EFGHAJHL QONM QKNP

ab[c EFGH?A?HL MONI ?JNM

de EFGH?IOHL KPN? AONI

fg() EFGHIQKKHL MANJ AAN@

fh+'() EFGH?OMHL KJNJ AONI

ij-'k() EFGHIQ?MHL MQN@ AANQ

ij-'+'() EFGHAIIHL KON? AMNA
lm?@?ABCDno3p q I@rstuv'pp q Krstuv'pp I@rstuw'

xyz?I

Z{8|'
-fg}
~U
Z{•€
•‚ƒU

$%&*
+'()

$%&
'()

TU

\]Z{
U

PNI

JNO

MNA

I?N?

KNP

PNI

PNJ

?NJ

JNA

PN?

PN?

ONQ

PN?

ON@

KANM

K@NI

QKNI

KINM

KPNK

KQNO

KANP

QKNP

M@NO

K@N@

KQNK

QPNA

KQNO

K@N?

?PNP

A?NP

AONO

?PNO

?PNK

?PNQ

?PNJ

QAN?

?KNQ

AANK

?PNM

A?N?

?PNO

AIN?

ANO

KNM

KNJ

QNM

?NK

ANJ

QNI

?NJ

?N?

QNM

ANQ

KNP

ANM

KNI

ANM

ANM

QN?

INO

?NK

AN@

?NJ

KNQ

QNA

?NO

ANA

QN?

?NM

KNK

!"#$%&'()*+,-./0123456789:1;<=>?@ABC !"#

$%&'() $%&*+'()

,-.$%&'/0
1

%2%2$%&'/
01

2%3$%&'/0
45+'

678$%&*+'
/01

9:;

<=>

?@?AB CD EFGHIJKLHM JNOP J?OL

?@?IB CD EFGHIK?NHM AQOQ KAO@

?@INB CD EFGHILKNHM ALOI JPOQ

R?@?ABSTUV

WX EFGH?I@HM K@OK JKOL

YX EFGHIIN@HM K@OJ J?ON

Z EFGHLIAHM K?O@ J?OK

[ EFGHL@IHM JQON JJO?

\]^_`CD EFGHNK@HM KIOJ JAOK

a] EFGHQIQHM KAOA JIOQ

ba EFGH?JHM JIOL KJO?

cd]e EFGHI@QHM AQON KAOL

fg EFGHIIAHM JJO? JJO?

hi() EFGHIA@?HM K@O? J?OK

hj+'() EFGHIK?HM JKOJ JJOL
kl?@?ABCDmn3o p I@qrstu'oo p Kqrstu'oo I@qrstv'

wxy??

$%&*
+'()

z{U

|}.
TU

$%&
'()

^_\~
U

\~8•'
-hi€
•U

AOA

?OA

IOP

PO?

?ON

AOK

AOA

AOK

AOK

‚

AOL

JOJ

AO?

AON

JPOA

APOP

AKOJ

JJOA

JLOP

JQOK

JKOP

JLON

JNOQ

JIOL

AKO?

ANOQ

JPON

JIOJ

J@OA

JNOL

JJOJ

JAOA

J@OJ

J@OA

JIOK

JIOQ

J@O?

KJO?

K@ON

ANOQ

J@O?

J@OQ

?OJ

AOA

?OJ

?OJ

?OK

?O?

?OL

IOL

IOP

‚

?OQ

JOJ

?O?

AON

LOQ

QOI

IPOI

AOQ

POP

KOK

POQ

KO?

JON

JO?

LOJ

IIOK

LOJ

NON



►<フリーコメント> これからの社会への認識
の理由【⾼校⽣】
• とても好ましい
• 今も昔も毎⽇⽣きてて良かったと思うから。[北海道/⼥/⼤学]
•ＡＩと、⼈と、共同社会で、⼈⼿不⾜などを解決できるから。

[北海道/⼥/専⾨学校]
•簡単に世界と繋がるから。[北海道/男/⼤学]
•差別だったり、ＬＧＢＴだったり違う考えの⼈の意⾒が年々平

等になっているからです。[秋⽥県/⼥/就職]
•⾃分の好きなことをやれる環境が整っているから。[群⾺県/男

/⼤学]
• ⽇々新しい技術が出てくるのは楽しく、可能性をはらんでいる

から。[徳島県/男/就職]

• まあまあ好ましい
•いろいろな機械やものが進化しおもしろくなりそうだから。

[秋⽥県/男/⼤学]
•スマートフォンなど電⼦マネーを使えるのはとても良い。[秋

⽥県/⼥/短⼤]
•テクノロジーは発展するし、⾃分のようなマイノリティーも受

け⼊れられつつあるから。[群⾺県/その他/⼤学]
•より良い社会になっていると期待しているから。[群⾺県/⼥/

⼤学]
•正直どうなるかまったく想像がつかないが、ＡＩが活⽤される

ことで進歩すると思うから。[群⾺県/無回答/⼤学]
• グローバル化も進み、世界とかかわれる機会が増えた。⾃分の
⼈⽣の幅が広がった。[群⾺県/⼥/⼤学]
•ＡＩによって⼈間らしい⽣活がうばわれるのではないかと思う
気持ちもあるが、⽣活がより良いものになるだろうという期待
もあるから。[徳島県/その他/⼤学]
•２次元最⾼。[徳島県/男/⼤学]
• 何となく思った。[宮崎県/男/⼤学]

• あまり好ましくない
•政府に対して良いイメージがないから。[宮崎県/男/専⾨学校]
•コンピューター系が得意ではない。[奈良県/男/⼤学]
•あわただしすぎる ストレスが多すぎる。[静岡県/男/⼤学]
•税⾦が⾼く、犯罪が多い。[福井県/⼥/⼤学]
•ネットに左右されている気がするから。[福井県/⼥/専⾨学校]
•いろいろなことに気を使わなければならなくなっているから。

[東京都/⼥/専⾨学校]
•ＡＩによって誰でもある程度のことができるようになると、違

いが⽣まれず、つまらない社会になってしまう気がするから。
[群⾺県/男/⼤学]
•技術の発達で社会が便利になっていくのはうれしいが、⾃分が

その変化に対応しうまく⽣きていけるとは思わないから。[北
海道/⼥/⼤学]

• ⾮常に好ましくない
•⾃然が失われていく気がするから。[徳島県/男/⼤学]
•社会で働く⼈々は皆とても疲れているように⾒える[群⾺県/男

/⼤学]
•学歴や協調性ばかりが求められて、やっていけなさそう。[静
岡県/男/⼤学]
•より教育が画⼀化されてつまらない。[北海道/男/⼤学]
•物価⾼など国⺠が過ごしやすくない。[宮崎県/男/⼤学]
•政治があまりに適当だから。[群⾺県/男/⼤学]

►<フリーコメント> これからの社会への認識の
理由【保護者】
• とても好ましい
• 今よりももっと豊かになると考える。 逆にそれだからこそ、今
ある問題をうまく解決していける世の中にしていってほしい。ど
っちみち努⼒は必要。[福井県/⺟親/男/⼤学]
• 知識の習得が⾃分次第で簡単にできるから。[東京都/⺟親/男/
⼤学]
• いろいろ選択肢があり、趣味を⼤事にしながらも⼯夫して⽣計
を⽴てていけそうだから。 [東京都/⺟親/男/⼤学]
• 多様性の時代だから今は、⾃分の価値は⾃分で納得して⽣活で
きるような気がする。 [宮崎県/⺟親/⼥/専⾨学校]
• ネット環境がととのっていること ＳＮＳでどこの地域や国の
⼈ともつながりをもつことができること。 [秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]

• まあまあ好ましい
• これからの社会が予測不可能で、好ましいか否か判断しきれな
いから。[群⾺県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• そうあってほしいという希望。[奈良県/⺟親/⼥/⼤学]
• 携帯を⼿放さないから。[宮崎県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• アイデア、想いを遂げるに、幅広い道程がある時代。[群⾺県/
⽗親/男/⼤学]
• AIが普及したとしても、⼈間⼒に優るものはないと思う。[群⾺
県/⺟親/男/⼤学]
• ＤＸ化が進み、便利になるから。[静岡県/⽗親/男/⼤学]

• あまり好ましくない
• 忙しさでストレス発散が難しい社会。[北海道/⺟親/⼥/⼤学]
• 世代の溝が埋まらないから。若い⼈の考えを聞き⼊れない。昔
の考え⽅がそのまま変わらない。[秋⽥県/⺟親/⼥/就職]
• 物価ばかり上がってお給料の上がらない社会ツライと思う。[東
京都/⺟親/男/⼤学]
• 有名な⼤学に⼊ることを⽬的にしている⼦どもたちがたくさん
いて、⼤⼈もそのことを⼈⽣の成功者と考えるから→⼦ども⾃⾝
の⼼に従い、⼈⽣を選択してほしい。 [東京都/⺟親/男/⼤学]
• 情報があふれてて、簡単に⼊ってくるからか努⼒せず⾯倒くさ
いことからは逃げてもなんとかなると思ってる。 [福井県/⺟親/男
/⼤学]
• 便利になっていく社会がすべて良い事とは考えられない。 [福井
県/⺟親/⼥/専⾨学校]
• 世界情勢が不安だから。[徳島県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]

• ⾮常に好ましくない
• 国が腐ってる(国会議員等の政治家などが、国・国⺠を優先に考
えていない)。[秋⽥県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• ⾼齢化により、若い世代への負担が測り知れないから。[群⾺県
/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• 国のトップの考えが、とても国⺠を⼤切にしていると思えない。
⽣活していくのが精⼀杯で、未来を考えて⽣きることが難しいか
ら。[福井県/⺟親/⼥/就職]
• 今の⼤⼈がきちんと道徳⼼をもてていない。[徳島県/⽗親/男/
⼤学]
• 通信機器が発展しすぎている。[徳島県/⺟親/男/⼤学]
• 親から⾒れば。[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
• 考えが浅いため、ＡＩに淘汰されることが危惧されるため。[秋
⽥県/⽗親/男/⼤学]
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33．教育改⾰への期待と不安
►⾼校⽣からみて期待度が⾼い“教育改⾰”内容は、【⾼校の教育】や【⼤学の教育】に関するもの。
►特に⾼⼤接続や⼤学・専⾨学校と社会・企業との連携に対しては80％近くが期待を寄せ、期待が不
安を⼤きく上回っている。
►⼀⽅で【⼊学者選抜】の不安度が⾼い。英語の「聞く」技能、「思考⼒・判断⼒」、「主体性」な
どは、期待と不安が拮抗している。
l⾼校⽣に対して、教育改⾰の内容についてどのように感じているかを尋ねた。

» なお【⾼校の教育】に関しては⾼校⽣全員、【⼊学者選抜】【⼤学の教育】に関しては専⾨職⼤学・短⼤を含む⼤学・短⼤進
学希望者に尋ねた。
» 「期待・計」＝期待できる＋不安はあるが期待が⼤きい
» 「不安・計」＝不安である＋期待はあるが不安が⼤きい

l【⾼校の教育】については、すべての項⽬で「期待・計」のスコアが60％を超える。とりわけ「ICT技術を
活⽤し、⼀⼈ひとりが最適な学習内容と進度で学べるようになる」（75％）は4⼈中3⼈が期待できると評価。

lまた、【⼤学の教育】に関しても期待度が⾼く、⼤学・短⼤進学希望者の78％が「⼤学や専⾨学校における
⼊学後の学びが、社会や企業との連携を深めていく」、77％が「⾼校と⼤学、専⾨学校が連携を深め、⽣徒
の学びがより繋がっていく」ことに期待できると回答しており、⾼校から⼤学、さらには社会・企業との連
携が深まることに対しての期待が⼤きい。

l⼀⽅、【⼊学者選抜】については、「調査書が変わり、『学⼒の3要素』すべての評価が記載される」
（58％）、「総合型選抜（AO⼊試）、学校推薦型選抜（推薦⼊試）でも、学⼒評価が必須となる」
（57％）では「期待・計」が60％近くを占めるものの、それ以外では「不安・計」の割合が45％前後を占め、
「期待・計」と拮抗している。

l教育改⾰の内容について、期待すること、不安なことをフリーコメントで尋ねたところ、期待することとし
ては、ICTの利⽤や探究学習によって主体的な学習が深まることや、⾼校で学んだことが⼤学でもより発展
して学べるようになること、さらには社会や企業とも連携することを期待する意⾒が多くみられる。

l期待する意⾒が⼀⽅で、不安なこととしては、⾼⼤接続により⼤学進学が⼀部の⼈にだけ有利になるのでは
ないかという不安や、思考⼒や判断⼒を⼊試の合格基準としてどのように測定し適⽤されるのかといった、
⼤きく変化する⼊試制度や評価基準に対応しなければならない不安感が反映された意⾒が多い。

» フリーコメントは68ページに掲載
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Ⅴ 教育改⾰の評価と⾼校での対応状況

▼以下を提⽰したうえで教育改⾰の内容に対する気持ちを尋ねた。
・予測困難なこれからの時代の中を⽣きていくのに必要な⼒を⾝につけるために、現在、「⾼校教育」「⼤学教育」そしてその間をつ
なぐ「⼊学者選抜」を⼀体的に変える教育改⾰が進められています。これからの教育は、以下の3点で構成される新しい「学⼒の３要
素」を育成し、それを「⼊学者選抜」ではかり、進学した先でさらにそれを伸ばすことが重視されるようになります。

新しい「学⼒の3要素」→ ①知識・技能、②思考⼒・判断⼒・表現⼒ ③主体性・多様性・協働性
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►保護者からみて期待度が⾼い“教育改⾰”内容は、【⾼校の教育】や【⼤学の教育】に関するもの。
►⾼校⽣同様、⾼⼤接続や⼤学・専⾨学校と社会・企業との連携に対しては80％前後が期待を寄せ、期
待が不安を⼤きく上回っている。
►⼀⽅で【⼊学者選抜】の不安度が⾼い。

l保護者に対しても、教育改⾰の内容についてどのように感じているかを尋ねた。
» なお【⾼校の教育】に関しては保護者全員、【⼊学者選抜】【⼤学の教育】に関しては、⼦どもの⼤学・短⼤への進学を希望

する者（専⾨職⼤学・短⼤を含む）に尋ねた。
» 「期待・計」＝期待できる＋不安はあるが期待が⼤きい
» 「不安・計」＝不安である＋期待はあるが不安が⼤きい

l【⾼校の教育】については、すべての項⽬で「期待・計」のスコアが60％を超える。最も⾼いのは「⽣徒が
⾃らテーマを設定し、調べたり解決に向けて取り組む探究学習が重視される」（72％）で、⾼校⽣（65％）
と⽐べても期待度が⾼い。

lまた、【⼤学の教育】に関しても期待度が⾼く、⼤学・短⼤進学希望者の80％が「⼤学や専⾨学校における
⼊学後の学びが、社会や企業との連携を深めていく」、76％が「⾼校と⼤学、専⾨学校が連携を深め、⽣徒
の学びがより繋がっていく」ことに期待すると回答した。

l⼀⽅、【⼊学者選抜】については、「総合型選抜（AO⼊試）、学校推薦型選抜（推薦⼊試）でも、学⼒評価
が必須となる」（57％）、「英語はリーディング（100点）とリスニング（100点）の出題となり、これまで
より『聞く』技術が重視される」（50％）、「調査書が変わり、『学⼒の3要素』すべての評価が記載され
る」（50％）では「期待・計」が「不安・計」を上回るものの、それ以外では「不安・計」と「期待・計」
が拮抗している。

l教育改⾰の内容について、期待すること、不安なことをフリーコメントで尋ねたところ、期待することとし
ては、主体性を伸ばし、思考⼒や判断⼒を⾝につけることができる点や、新たな能⼒を獲得できる可能性、
多様性に適応した教育について期待する意⾒が多くみられる。

l⼀⽅で、不安なこととしては、“主体性”や“発信⼒”が不⾜している⼦どもが、学習や⼊試に適応していける
かを不安視する意⾒がみられた。また、⾼校⽣と同様に、私⽴の付属⾼校からの⼤学進学が増えることによ
って、公⽴⾼校からの進学の枠が⼩さくなることへの懸念がみられた。

‒フリーコメントは68ページに掲載

▼以下を提⽰したうえで教育改⾰の内容に対する気持ちを尋ねた。
・予測困難なこれからの時代の中を⽣きていくのに必要な⼒を⾝に付けるために、現在、「⾼校教育」「⼤学教育」そしてその間をつ
なぐ「⼊学者選抜」を⼀体的に変える教育改⾰が進められています。これからの教育は、以下の3点で構成される新しい「学⼒の３要
素」を育成し、それを「⼊学者選抜」ではかり、進学した先でさらにそれを伸ばすことが重視されるようになります。

新しい「学⼒の3要素」→ ①知識・技能、②思考⼒・判断⼒・表現⼒ ③主体性・多様性・協働性
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►<フリーコメント> 教育改⾰について期待する
こと／不安なこと【⾼校⽣】

●期待すること
▼⾼校の教育について
•⼤学の情報がスムーズに⾼校でも⼿に⼊れることができること。

[群⾺県/男/⼤学]
•校則の⾒直し。[宮崎県/男/⼤学]
•⾼校のうちから⼤学での講義内容をあらかじめ知ることができ

る。[徳島県/男/⼤学]
•ＩＣＴを使い⽣徒⾃⾝が考えて実⾏する⼒が⾝につくこと。[群

⾺県/男/⼤学]
•⾼校の教育において、主体性が⾼まること。[北海道/男/⼤学]
•探究学習が重視されるようになることで、学⼒とは違った能⼒

が培われる。[宮崎県/⼥/⼤学]
•⽣徒にとって、より⾃⾝が成⻑できるような教育を受けられる

こと。[徳島県/その他/⼤学]
•⽣徒と先⽣の差が縮まる。[静岡県/無回答/その他]
•⽂理関係なく教科を学べる。[北海道/男/⼤学]
•⽣徒同⼠で教え合うことで、いろいろな考えが知れること。[北

海道/⼥/⼤学]
▼⼊学者選抜について
•筆記試験だけでなく⼈間性を⾒る受験。[宮崎県/⼥/短⼤]
•ボランティア⾯などが評価されるので良い。[宮崎県/男/専⾨学

校]
• 英語は聞く技能が重視されること。[秋⽥県/⼥/⼤学]
•（ＡＯ⼊試）、（推薦⼊試）でも学⼒評価が必要になる。[秋⽥

県/男/⼤学]
•学⼒をより評価してくれて、その上努⼒⾯も⾒てもらえること。

[北海道/⼥/⼤学]
▼⼤学の教育について
•⾼校で学んだことの発展した内容を⼤学で学べること。[東京都

/⼥/⼤学]
•⾼校と結びつくことで、より継続的に充実した学習が⾏えるこ

と。[群⾺県/無回答/⼤学]
•⼤学での学びが社会や企業との連携につながる。 [宮崎県/⼥/

⼤学]

●不安なこと
▼⾼校の教育について
•改⾰についていけるかわからない。[北海道/⼥/⼤学]
• ⼀つひとつの授業で、使う体⼒が多すぎて、部活や趣味が雑に

なりそう。 [秋⽥県/男/就職]
•どれだけ指導側が⽣徒の主体性を引き出せるか。[東京都/男/⼤

学]
•ＩＣＴ技術を使いこなせる先⽣がいるかどうか。[奈良県/⼥/⼤

学]
• 教師が忙しすぎて⽣徒に⼿がまわらないこと。[徳島県/⼥/⼤

学]
▼⼊学者選抜について
•学⼒だけではわからない⼈間性がしっかり⾒られるか不安。[秋

⽥県/⼥/短⼤]
•⾯接の評価が⼤きくなると得意不得意があるので不安。[群⾺県

/⼥/⼤学]
•⼒量に関係なくスライド式で⼤学に上がれる⼈に対する不安。

[群⾺県/男/⼤学]
•⼊試制度が毎年のように変わることが不安。[東京都/男/⼤学]
•⼤学が⾝近な⾼校の⽣徒を優先して⼊学させる可能性。[福井県

/男/⼤学]
•それぞれの⼤学のレベルが上がるかもしれない。 [静岡県/男/
専⾨学校]
•共通テストは、配点や問題数が変わり、情報も加わるため、不
安である。[徳島県/男/⼤学]
• ⼩論⽂などが増えるのは少し怖い。[宮崎県/男/⼤学]

►<フリーコメント> 教育改⾰について期待する
こと／不安なこと【保護者】

●期待すること
▼⾼校の教育について
• 教え込む授業から、⽣徒が主体的に考え、学び合う授業。 [北
海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• 先⽣⽅の授業のわかりやすさ、スキル [秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⼦ども(⽣徒)のことを知っている先⽣からの的確なアドバイス
がもらえる。 [群⾺県/⺟親/男/⼤学]
• ⾼校でもハイレベルな⼤学の専⾨的な教育が受けられること。
[群⾺県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⽣徒の気持ちが⼤きく反映される形式になる。[群⾺県/⽗親/
男/⼦の希望なら何でも]
• ⼤学〜社会に必要な⼒を⾼校で⾝につけてほしい。 [東京都/⺟
親/⼥/⼤学]
• ⾼校の授業がおもしろくなる。[静岡県/⺟親/男/⼤学]
• ⾼校⽣の時に⼤学でどんなことを学べるかを知ることは、進路
の選択の際の参考になると思う。[徳島県/⺟親/⼥/⼤学]
▼⼊学者選抜について
• 受験の負担軽減。[群⾺県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
• 当⽇の点数だけに左右されない、積み重ねる努⼒ができる。
[東京都/⺟親/男/⼤学]
• ⼊試（⼤学）の⼼配がない。[福井県/⺟親/⼥/⼤学]
• ⼊学者選抜は平等であってほしい。私⽴・公⽴・おのおのの学
校で統⼀して欲しい。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
▼⼤学の教育について
• 学⽣⾃らの能⼒を発揮できる環境が整えられる。[北海道/⺟親
/⼥/⼤学]
• さあざまな⼒をもつ学⽣が⼊学できるようになる（机上の勉強
にとどまらない）。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
• 学⽣の内から社会に通じる体験・知識・情報・思考を学べるこ
と。[静岡県/⺟親/⼥/専⾨学校]
• ⼾惑うことが少なく、スムーズに⼤学⽣活に移⾏できるように
なる。[奈良県/⺟親/男/⼤学]
• ⾼校と⼤学の7年間で、興味のあることや学んだことを深める
ことができる。[東京都/⽗親/⼥/⼤学]

●不安なこと
▼⾼校の教育について
• 経済的な格差で、学びに遅れをとったり、あきらめなければな
らないような状況にならないでほしい [徳島県/⺟親/⼥/専⾨学
校]
• 教育改⾰にそった指導者の養成。[静岡県/⽗親/⼥/⼦の希望な
ら何でも]
• できる⼦とできない⼦の差が開きそう。評価⽅法の不透明さが
ありそう。[東京都/⺟親/男/⼤学]
• 苦⼿な分野でどうしていいか分からないなどの状況を、そのま
まにされる⼈が出てくるのではないか。[秋⽥県/⺟親/男/⼦の希
望なら何でも]
• コミュニケーションが消極的な⼦は⽣徒主体の学習のなかで、
思うように考えを伝えることができないことも増えたり、ストレ
スに感じることもありそう。[北海道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何で
も]
▼⼊学者選抜について
• 安易に試験が難かしくなるだけではないかと思う。[宮崎県/⺟
親/男/⼤学]
• 私⽴⾼校からの⾼⼤接続が増え、公⽴⾼校の⼀般⼊試の枠がせ
まくなること。 [奈良県/⺟親/⼥/⼤学]
• 改⾰がはじまった所かと思うので、⼦どもたちが⼊試・受験な
ども変わりしっかり対応できるか不安に思います。 [静岡県/⺟親
/男/⼤学]
• それぞれの⼈間の要素を判断する側が的確に判別できるのか疑
問。 [福井県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• 共通テストにおける、「思考⼒・判断⼒」の判断基準。[北海
道/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
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34．⾼校での教育改⾰への対応状況
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1）⾼校での教育改⾰への対応
►⾼校⽣の39%、保護者の29%が、通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると「感じている」。
►コロナ禍の2021年と⽐較して「感じている」割合が⼤幅に増加し、2019年の⽔準以上に回復。
►特に保護者では2019年時点よりも「感じている」が増加し、⾼校における対応の実感が増している。

l通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると感じるかどうかと尋ねたところ、⾼校⽣の39%が「感じ
ている」と回答した。

l時系列でみると、コロナ禍であった2021年より「感じている」が14ポイント増加し、2019年（38％）と同程
度まで回復した。

l希望進路別にみると、進学希望者全体は就職希望者に⽐べて「感じている」が⾼い。

l同様に保護者にも、⼦どもが通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると感じるかどうかと尋ねたと
ころ、29%が「感じている」と回答。

l時系列でみると、⾼校⽣と同様、2021年より11ポイント増加し、2019年（24％）をも上回るスコアとなった。
l希望進路別にみると、進学希望者全体は就職希望者に⽐べて「感じている」が⾼い。
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2）通っている⾼校での教育改⾰への取り組み内容
►通っている⾼校での教育改⾰の取り組み内容の上位は、「探究学習」や「⽣徒が主体的に考え学びあ
う授業」への転換。
l通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると「感じている」⾼校⽣に、その取り組み内容を尋ねたと
ころ、「⽣徒が⾃らテーマを設定し、調べたり解決に向けて取り組む探究学習が重視される」（62％）、
「先⽣が知識を教え込む授業から、⽣徒が主体的に考え、学び合う授業に変わる」（57％）、「ICT技術を
活⽤し、⼀⼈ひとりが最適な学習内容と進度で学べるようになる」（52％）が50％を超えている。

l時系列でみると、上位3項⽬はいずれも連続で上昇しており、特に「ICT技術を活⽤し、⼀⼈ひとりが最適な
学習内容と進度で学べるようにする」が⼤幅に上昇した。

l性別にみると、⼥⼦は男⼦に⽐べて「探究学習」「⽣徒が主体的に考え学び合う授業」が⾼く、逆に「ICT
技術を活⽤し⼀⼈ひとりが最適な学習内容と進度で学べる」は男⼦のほうが⾼い。
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►⼦どもが通っている⾼校での教育改⾰の取り組み内容の上位は、「探究学習」や「⽣徒が主体的に
考え、学び合う授業」への転換
l⼦どもが通っている⾼校が教育改⾰への対応を⾏っていると「感じている」保護者に、その取り組み内容を
尋ねたところ、「⽣徒が⾃らテーマを設定し、調べたり解決に向けて取り組む探究学習が重視される」
（70％）「先⽣が知識を教え込む授業から、⽣徒が主体的に考え、学び合う授業に変わる」（52％）が50％
を超えた。

l時系列でみると、2021年と⽐較して「⽣徒が⾃らテーマを設定し、調べたり解決に向けて取り組む探究学習
が重視される」は5ポイント、「ICT技術を活⽤し、⼀⼈ひとりが最適な学習内容と進度で学べるようにな
る」は12ポイント近くスコアが上昇した。また、⾼校⽣ほどの⽔準ではないが、「ICT技術を活⽤し、⼀⼈
ひとりが最適な学習内容と進度で学べるようになる」は、3⼈に1⼈があげている。
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35．「探究学習」への取り組み状況
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►１）保護者からみた⾼校における「探究学習」への取り組みと期待

l保護者に対して、⼦どもの通う⾼校が「探究学習」に取り組んでいると感じているかを尋ねたところ、「感
じている」が31％を占めた。「まだ感じていない」「わからない」もそれぞれ3割程度を占めており、認識は
分かれている。

l続柄別、⼦どもの性別でみても同様の状況。
l希望進路別にみると、進学希望者全体では38％が「感じている」と回答しており、全体と⽐較して割合が⾼
い。特に⼤学進学希望者、短⼤進学希望者で「感じている」割合が⾼い。

!"#$%&'()*+,-./0123456789:;<=>?@A>BCDEFGHIJK
!"#

$%&'( )*$%&'+' ,-.+' /01

234

56578 9: ;<=>?@AB>C

D56578EFGH

IJ ;<=>5?6>C

KJ ;<=>??L6>C

M ;<=>B?7>C

N ;<=>B6?>C

OPQRS9: ;<=>LA6>C

TP ;<=>U?U>C

VT ;<=> 5@>C

WXPY ;<=>?6U>C

Z[ ;<=>??7>C

\]^5_

QRO`
G

abcdF
G

efG

7?g5

5_gB

75gL

7?gU

75g?

7Bg_

@6gB

7BgA

?7gL

?5g@

5Lg@

7Bg_

5UgU

5Ug_

7?g@

5Ug_

5_gB

5Lg5

@7gA

76g?

7_g6

7Ag5

7_gB

7Ug@

7Ag6

7?g7

76g7

77g7

7Ug6

A@gL

7g@

6gA

?gA

?g?

?g_

5gA

5g7

h

@g_

5gB

▼以下を提⽰したうえで、⼦どもの通う⾼校での探究学習への取り組みについて尋ねた。
・「総合的な探究の時間（探究学習）」とは、特定の強化の枠にとらわれず、⽣徒たち⾃⾝が主体的に課題を設定し、成果や研究結果
を発表することを狙いとした、強化や科⽬の枠を越えた横断的・総合的な学びの時間を指します。
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►【保護者】認知している「探究学習」の取り組み内容

l学校活動
•数字に関すること。[東京都/⺟親/男/⼤学]
•古典、和歌。[静岡県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•地理のレポート。[秋⽥県/⺟親/男/⼤学]
•⽂化祭での新聞作りｅｔｃ。[秋⽥県/⺟親/⼥/⼤学]
•放課後、学⽣が⾃習などに利⽤できるスペースをもっと増やしていきたいという取り組み。[北海道/⺟親/⼥/⼦の希
望なら何でも]

l地域活動・地域研究
•温泉⽔を利⽤した⽔鉄砲ゲーム。 えびの市の魅⼒をもっと発信していける。[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
•わが国の伝承や信仰についての探究活動。[静岡県/⽗親/⼥/⼤学]
•⼦ども⾷堂、ＬＧＢＴＱ。[宮崎県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•市内の観光に関して。[群⾺県/その他/男/⼤学]
•全国の⽅⾔について。[福井県/⺟親/⼥/⼤学]

l科学・技術研究
•グループで重⼒加速度のことをまとめていた。[奈良県/⺟親/⼥/⼤学]
•だんご⾍ 交替性転向反応。[秋⽥県/⽗親/男/⼦の希望なら何でも]
•バスケットのシュート確率を上げる⽅法。[群⾺県/⺟親/男/⼤学]
•マイクロプラスチックによる環境破壊とその対策について。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
•原⼦⼒発電の安全性について調査しているようである。[徳島県/⽗親/男/⼤学]
•航空機の翼に対する空気抵抗の軽減について。[東京都/⺟親/男/⼤学]
•⽣物の⽣態についての調査、研究。（実際に“ヌマエビ”を飼育しての研究）[群⾺県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
•農具を調べている。[徳島県/⺟親/男/⼤学]
•物理分野の物体の軌跡を⾝近なもので測定． ストロボ撮影をスマートフォンでできないか相談を受けた。[奈良県/⽗
親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•⽶ぬかなどを使った発酵熱の研究。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]

l健康・⽣活習慣
•ねむりについて。[福井県/⺟親/⼥/⼤学]
•ペットが⽣活に与える影響。[秋⽥県/⽗親/⼥/⼤学]
•メロディと体⼒向上の関係について調査している。 [宮崎県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•⾳楽がもたらす健康療法について。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]
•洗剤について。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]

l企業訪問・インターンシップ
•ジョブシャドウイングや仕事図鑑作り。[宮崎県/⽗親/⼥/専⾨職⼤学]
•企業と⾃然保護について。[北海道/⺟親/男/⼤学]
•地元企業へのインターンシップ。[福井県/⺟親/男/⼤学]

l社会課題
•ヤングケアラーの世の中への浸透具合と、現状と課題について。[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
•ＳＤＧｓに沿って⽂化祭を⾏った。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
•スマート林業。[徳島県/⺟親/男/⼦の希望なら何でも]
•⾷品ロス。[静岡県/⺟親/⼥/⼤学]
•⼈⼝減少について。[福井県/無回答/無回答/⼦の希望なら何でも]
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2）「探究学習」による変化・効果についての期待と実際

l「探究学習」を通じて、⾃⼰の在り⽅や⽣き⽅、興味関⼼への理解を深めてほしいと思うかを、保護者に対
して尋ねたところ、70％が「思う」と回答。「探究学習」への期待が⾼いことがわかる。

l続柄別ではほとんど差がみられないが、⼦どもの性別にみると、⼦どもが男の場合に「思う」割合がやや⾼
い。

l希望進路別にみると、進学希望者で「思う」割合が⾼い。

lまた、⾼校⽣に対して、実際に⾃⼰の在り⽅や興味関⼼への理解が深まったかを尋ねたところ、深まったと
「感じている」は26％で、「まだ感じていない」（36％）、「わからない」（34％）が拮抗している。

l希望進路別にみると、進学希望者では「感じている」割合も全体と⽐較してやや⾼いものの、「まだ感じて
いない」も⾼く、⾃⼰への理解を深めることに役⽴つかどうか、すでに判断している⼈が多い。

!"#$%&'()*+,-./0123456789:71;<=>?4@A-BC0DEFGHIJKLMNOPQRS
!"#

$% $&'( &)*'( +,-

./0

12134 56 789:;<=>:?

@12134ABCD

EF 789: 1;2:?

GF 789:;;H2:?

I 789: >;3:?

J 789: >2;:?

KLMNO56 789: H=2:?

PL 789: Q;Q:?

RP 789: 1<:?

STLU 789: ;2Q:?

VW 789: ;;3:?

XYZ1[\1

MNK]
C

^_`aB
C

bcC

[Hd[

>;d<

>;d3

>3d1

[Hd2

>3d3

><d>

>2dQ

[3d2

[;d;

3d2

=d1

1d>

3d<

1d>

1d[

1d1

e

[d=

1d>

1;dQ

1;d2

11d1

;Hd[

1<dQ

;Hd[

;Qd>

1=d2

1=d2

31d>

=d>

1d<

3dQ

3dQ

3d<

<d=

<d<

<d1

=d[

3d=

!"#$%&'()*+,-./01234567.89:;$<:=>?@AB.CDEFGHIJKLMNOPQRS !"#

$%&'( )*$%&'+' ,-.+' /01

234

56578 9: ;<=>?@A5>B

C56578DEFG

HI ;<=>JK@>B

LI ;<=>@M6>B

NOPQR9: ;<=>?A65>B

SO ;<=>?577>B

TS ;<=> 7@>B

UVOW ;<=>575>B

XY ;<=>5?J>B

Z[\5K

PQN]
F

EF

5A^M

5_^6

5M^5

5@^K

5M^6

5_^7

56^7

?A^?

7A^J

_6^6

75^7

7@^K

7M^A

5M^@

5J^M

5A^5

7_^6

77^M

7A^J

7?^?

5@^@

_7^5

_@^6

A_^K

_^_

5^?

5^@

7^@

7^@

5^@

7^M

A^6



第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年

- 75 -

►【保護者】深めてほしいと思う／思わない／わからない理由 ⾃由回答

l深めてほしいと思う
•ネットで調べるとすぐに出てくる時代。そのなかでもほかの調べる⽅法など、関⼼をもってほしい。[秋⽥県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何

でも]
•いろいろなことを調べて、わからなかったことや、知っていることでも追求することによって、いろいろな考えができるようになった

りするから。[東京都/⺟親/男/⼤学]
• 世の中の結びつきについて気づいてほしい。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]
•学習を通して経験した、探究⽅法、道筋の⽴て⽅などを、必要な場⾯が来たときに⽣かしてほしい。[福井県/⺟親/男/⼤学]
•⾃分が知らないことを発⾒する楽しさがあると思うから。[奈良県/⺟親/男/⼤学]
•サポートは必要なものの、⾃分で考えて⾏動する⼒はしっかり今のうちに⾝につけてほしいと思っています。[奈良県/⺟親/男/⼤学]
•⾃分の⽣き⽅に⾃信をもってほしいから。[宮崎県/⺟親/男/⼤学]
•考え⽅や視野を広げてほしい。[福井県/⽗親/⼥/就職]

l思わない
•探究が、どのように必要になっていくか不明。本来の⽬的を理解したい。[群⾺県/⽗親/男/⼤学]
•カリキュラムになってしまうと夏休みの⾃由研究と同じでやらないといけないからやるという興味関⼼への理解とはかけ離れた課題と

なるのではないか。[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
•そもそも正しい探究学習が⾏われているのか、わからないから。[奈良県/⺟親/男/就職]

lわからない
•⾼校が取り組んでいるかわからないのに、答えられない。−政府が決めただけで、その準備もできていない。[奈良県/⺟親/⼥/就職]
•そんなことで⽣き⽅や⼈⽣のあり⽅に対する理解が深められるのかが疑問であるため。[群⾺県/⽗親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•探究のテーマが、興味のあるものばかりかわからないので。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]
•興味関⼼を１つに絞ることができず、継続して同じテーマを扱うことが負担になっているため。[徳島県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]

►【⾼校⽣】深まったと感じた学習内容 ⾃由回答

• ⾃⼰探究・⾃⼰理解
•外部の⼈との交流の中で、⼀⼈ひとりの考えや⽣き⽅を聞くことで選択の幅が広がった。[宮崎県/男/就職]
•⾃分が興味をもっていることをテーマに資料を集めたりアンケートを取ったりして研究していく学習。[秋⽥県/⼥/⼤学]
•実験の計画作りの段階における時間管理のしかたなど。[東京都/男/⼤学]
• 将来の夢に対応した課題を発⾒すること。[宮崎県/男/⼤学]
•探究活動についてプレゼンテーションを⾏ったのだが、その場⾯の発表で、⾃⾝がプレゼン資料を作るのを得意としていることを実感

した。[宮崎県/⼥/⼤学]

• 学問・研究活動
•ホウネンエビという普段⾒向きもしないような謎の⽣物の調査。[東京都/⼥/⼤学]
•建築の歴史について。[福井県/男/⼤学]
•研究の授業での洋画を通した⼥性像の変化についての探究。[福井県/⼥/⼤学]
•修学旅⾏先の地域の研究。 [群⾺県/男/⼤学]

• 社会問題の理解
•ＳＤＧｓで⽔の問題について考えたとき、⾃分には何ができるのかや、世界の深刻な状況を知ることができた。[秋⽥県/⼥/専⾨学校]
• ゲーミフィケーションを通して、国際化やグローバル化への理解が深まった。 [秋⽥県/男/就職]
• 観光でどのような問題があるかを調べて、グローバル化について理解が深まったから。 [秋⽥県/⼥/専⾨学校]
•カモシカを調べることで、⾃然環境を知れた。[宮崎県/男/専⾨学校]

• グループ活動・協働学習
• グループに分かれて、課題をみつけ、解決に向けてできることをしていく学習。[徳島県/⼥/就職]
• 話を聞くだけじゃわからなかったことが、⾃分たちでなぜそうなるのか話し合い答えをみつけることによって、知識が定着した。 [奈良

県/⼥/専⾨学校]
• パソコンを使う⼒。[東京都/⼥/⼤学]



36．通っている⾼校でのICT活⽤状況
►⾼校⽣の91％、保護者の78％が、通っている⾼校でICTが活⽤されていると回答。

l⾼校⽣に対して、通っている⾼校で、授業、ホームルーム、探究などの教育活動にICTが活⽤されているか
を尋ねたところ、「学校全体で組織的に活⽤を推進している」が54％を占めた。「学年や課程・学科・コー
ス・教科単位で活⽤している」（30％）、「教員個⼈で活⽤している」（6％）を合わせると、全体の91％
が活⽤していると回答した。

l時系列でみると、2021年よりも「学校全体で組織的に活⽤を推進している」が⼤幅に増加した。

l保護者にも同様に、⼦どもが通っている⾼校でのICT活⽤について尋ねたところ、「活⽤・計」が78％。
l⾼校⽣と同様に、「学校全体で組織的に活⽤を推進している」が⼤幅に増加し、保護者から⾒ても組織的な
活⽤が増加したと認識されていることがわかる。
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Ⅵ 教育活動へのICTの活⽤状況
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1）⾼校でのICT活⽤について良かった点
►⾼校⽣にとってICT活⽤で良かった点は、「学校からの連絡がメールなどのオンラインになった」が
トップ。
l通っている⾼校でICTを活⽤していると回答した⾼校⽣に対して、良かったと思う点を尋ねたところ、「学
校からの連絡がメールなどのオンラインになった」（41％）が最も⾼く、以下、「共同作業やディスカッシ
ョンがしやすくなった」（36％）、「オンラインで授業を受けることができた」（33％）、「探究活動など、
⾃信の興味ある学びを深めることができた」（33％）が30%以上で続く。

l時系列でみると、「オンラインで授業を受けることができた」は、コロナ禍であった2021年と⽐較して⼤幅
に低下した。逆に、「共同作業やディスカッションがしやすくなった」「探究活動など、⾃⾝の興味ある学
びを深めることができた」や、「ICTスキルが上がった（オンライン会議や動画編集など）」「オンライン
を通して活動の幅が広がった」など下位の項⽬でもスコアが上昇。⼀⽅向の連絡や授業への利⽤だけでない
活⽤が広がっている。
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►保護者でも、ICT活⽤で良かった点は「学校から保護者への連絡がメールなどのオンラインになっ
た」がトップ。
►時系列では、「⼦どものICTスキルが上がった」が11ポイント上昇し第4位に。

l⼦どもが通っている⾼校でICTを活⽤していると回答した保護者に対して、良かったと思う点を尋ねたとこ
ろ、「学校から保護者への連絡がメールなどのオンラインになった」（46％）が最も⾼く、以下「オンライ
ンで授業を受けることができた」（41％）、「オンラインで宿題などの⾃宅学習が進められた」（37％）が
30％以上で続く。

l時系列でみると、「オンラインで宿題などの⾃宅学習が進められた」「⼦どものICTスキルが上がった（オ
ンライン会議や動画編集など）」「探究活動など、⼦どもが興味ある学びを深められた」が10ポイント前後
上昇。メールでの連絡やオンライン授業などだけでなく、幅広い学習への活⽤が進み、さらに利⽤によって
⼦どものスキルが向上していることが保護者からも認識されていることがわかる。
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2）⾼校でのICT活⽤について困った・問題だと思った点
►⾼校⽣にとってのICT活⽤の問題点は、「学校や教員によって活⽤度に差がある」。次いで「紙の教

材のほうが勉強がしやすい」。
►「スマホしかなく、画⾯が⼩さくて⽂字が⾒えにくい」などの“ハード⾯”の問題点は解消しつつある。

l通っている⾼校でICTを活⽤していると回答した⾼校⽣に対して、困った点・問題だと思った点を尋ねたと
ころ、「特にない」が26％と⾼いが、それ以外では「学校や教員によってICTの活⽤度に差がある」
（27％）、「紙の教材のほうが勉強がしやすい」（25％）、「アクセス制限があり使えないサービスやWeb
サイトがある」（23％）が20％以上で上位。

l時系列でみると、上位2項⽬がやや上昇したほか、「アクセス制限があり使えないサービスやWebサイトがあ
る」が14ポイント上昇。逆に「スマホしかなく、画⾯が⼩さくて⽂字が⾒えにくい」は18ポイント低下。ま
た「⾃分専⽤のICT端末がない」「⾃宅内で集中して学習できるスペースがない」が5ポイント以上低下して
おり、端末やスペースなどの“ハード⾯”での問題点を感じる⼈は2021年よりも減少している。

l性別にみると、全体的に⼥⼦のスコアが⾼い。
l「スマホしかなく、画⾯が⼩さくて⽂字が⾒えにくい」（2％）、「⾃分専⽤のICT端末がない」（2％）な
どは残るものの、課題の多くは端末や通信といったハードよりも、教員による活⽤差や⾃らの勉強のしやす
さ、学習以外の⽤途に利⽤してしまう、健康への影響など使い⽅に関するものとなっている。
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►保護者にとってのICT活⽤の問題点は、「勉強しているのか、遊んでいるのかがわからない」がトッ
プ。
l⼦どもが通っている⾼校でICTを活⽤していると回答した保護者に対して、困った点・問題だと思った点を
尋ねたところ、「特にない」が36％と⾼い。それ以外では、「勉強しているのか、遊んでいるのかがわから
ない」（29％）が最も⾼い。以下「家庭の負担でICT端末を準備しなければならない」（18％）、「SNSな
どの活⽤によりさまざまな危険性がある」（17％）が続く。

l時系列でみると、「家庭の負担でICT端末を準備しなければならない」が10ポイント上昇した。逆に、学校
での組織的な活⽤が進んだ背景から、「学校や教員によってICTの活⽤度に差がある」は2021年より低下し
た。
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38．⾼校や⾃宅での今後のICT活⽤
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1）⾼校や⾃宅での今後のICT活⽤意向
►今後のICTの活⽤意向は、「宿題・課題などをオンラインで配布」がトップ。
►時系列では「他校との連携」への期待感が上昇した。

l⾼校⽣に対して、今後⾼校や⾃宅でどのようにICTを活⽤していきたいと考えているかを尋ねたところ、
「宿題・課題などをオンラインで配布」（33％）、「オンラインによる双⽅向型授業・学習⽀援」（30％）
が30％以上で並び、次いで「動画配信によるオンデマンド型授業」（22％）が⾼い。

l時系列でみると、「オンラインによる双⽅向型授業・学習⽀援」「動画配信によるオンデマンド型授業」な
ど、授業への活⽤は5ポイント以上低下。逆に「宿題・課題などをオンラインで配布」「他の⾼校との連携、
協⼒の強化」が5ポイント以上上昇した。

!"#$%&"#'()*+,-+./0123456+789:;<=>?@A !"#

!"#

$
%
&
'
%
(
)
*
+
,
-
.
,
/

0
1

+
,
-
.
,
2
3
4
5
6
7
8
9

:
&
;
<
=
>

?
@
0
A
2
3
4
+
,
B
C
,
D
8

9
:

E
F
G
H
I
F
J
K

!
L
M
F
N
O

P
Q
I
+
,
-
.
,
F
R
.
S
T

"

D
8
9
:

U
V
W
X
Y
Z
[
I
F
J
K

!
L
M

F
N
O

\
B
+
X
]
^
_
`
a
*
b
c
d
e

f
#
a
g
#
a
F
h
i

;
H
I
j
k
I
F
l
m

$
n
o
#

^

%
,

p
F
E

q
r
b
c
F
.
s
#
t
u
v
w
x
w

(
w

y
z
{

| } | ~ • €• ‚ƒ„| ~~…† ~}…} ||…~ ‚‡…} ‚~…ˆ ‚‚…~ ‚}…ˆ ˆ…| ‚…† |~…‡ †…~
| } | ‚ • €• ‚‰‚„ |‰…ƒ ~‰…‰ |ƒ…ƒ ˆ…ˆ ‚„…„ ‚}…‚ ˆ…„ ƒ…„ ‚…‚ |~…„ ~…}

Š | } |~ •‹Œ•Ž
Œ• •• ‰‡ƒ ~‚…ƒ ~}…~ |‚…ˆ ‚ƒ…‡ ‚~…‡ ‚}…} ‚‚…‚ ‰…† ‚…‰ |„…‰ |…~

‘• ƒˆ} ~ƒ…„ ~‚…„ |~…‰ ‚„…| ‚†…‰ ‚~…~ ‚‚…~ ‚}…‰ }…‰ ||…} |…}
’;“”•€• ‚„}| ~~…„ ~‚…~ |~…ƒ ‚‡…‡ ‚†…ƒ ‚|…‚ ‚‚…‡ ˆ…ˆ ‚…† ||…~ ~…ƒ

–; ‚|~~ ~~…~ ~|…~ |„…| ‚‡…‰ ‚„…ˆ ‚~…‚ ‚‚…† ‚}…„ ‚…„ |}…‚ ~…‡
—– ~ƒ ~ƒ…‰ |†…~ ‚‰…ˆ ‚}…‰ ‚}…‰ ‰…‚ ‚~…„ „…† ˜ |†…~ „…†
™š;H |~| ~~…‡ |ƒ…| ‚‡…† ‚‡…‰ ˆ…‚ ƒ…~ ‚|…„ ƒ…‰ }…ˆ ~~…‡ ~…†

›œ |‚‰ ~†…† |~…† ‚„…‡ ‚~…~ ˆ…‡ „…„ ƒ…‰ „…„ ‚…‰ ~~…ˆ ~…ƒ
;H€•/•žŸ2bc ˆ„| ~~…‡ ~}…† |~…„ ‚‡…‰ ‚†…† ‚|…| ‚‚…† ‚}…~ ‚…~ ||…ƒ ‚…‰
;•Y' &;¡&l¢_&£¡¤¥/bc „|~ ~‡…~ ~‚…ƒ ‚ˆ…ˆ ‚†…~ ‚‚…ˆ ˆ…| ˆ…† ƒ…‰ ‚…~ |‡…| ‚…ƒ
£¦§¨/bc ‚‚‚ ~†…| ~}…‡ |‰…‰ ‚ˆ…‰ |~…† ‚ƒ…‚ ‚ƒ…‚ ‚}…‰ ~…‡ ||…„ ˜

©ªz!"F«€•¬F­®¯¢°
©ªz!"F«€•¬I±²dx³ ´ ‚}µ¶·¸Gw³³ ´ „µ¶·¸Gw³³ ‚ } µ¶ ·¸¹w º»¼~}

“”’½
•

¾¿À£Áb
cÂÃ•

}

‚}

|}

~}

†}

„}

|}|‚ • €•

|}|~ • €•

••

‘•



第11回｢⾼校⽣と保護者の進路に関する意識調査｣2023年

- 82 -

►今後のICTの活⽤意向は、「オンラインによる双⽅向型授業・学習⽀援」がトップ。
►時系列では、「他校との連携」の他、「地域社会や海外との連携・協⼒の強化」が上昇。

l保護者に対しても同様に、今後⾼校や⾃宅でどのようにICTを活⽤していきたいと考えているかを尋ねたと
ころ、 「オンラインによる双⽅向型授業・学習⽀援」（36％）で最も⾼く、以下「宿題・課題等をオンライ
ンで配布」（27％）、「対⾯とオンラインのハイブリッド型授業」（23％）などが続く。授業への活⽤に関
しての意向が上位となっている。

lただし時系列でみると、⾼校⽣と同様に「オンラインによる双⽅向型授業・学習⽀援」「対⾯とオンライン
のハイブリッド型授業」など、授業への活⽤意向は低下。逆に「宿題・課題などをオンラインで配布」「地
域社会や海外との連携、協⼒の強化」「他の⾼校との連携、協⼒の強化」が3~4ポイント上昇した。
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2）ICT活⽤によって期待できる変化や効果
►⾼校⽣では「学ぶことへの興味がわき、学習へのモチベーションが上がる」「⼀⼈ひとりが⾃分に
合った⽅法やスピードで学習できる」が40％近くで並ぶ。
►時系列では「学ぶことへの興味がわき、学習へのモチベーションが上がる」が10ポイント以上上昇。

l⾼校⽣に対して、ICT活⽤によってどのような変化や効果が期待できるかを尋ねたところ、「学ぶことへの
興味がわき、学習へのモチベーションが上がる」（38％）、「⼀⼈ひとりが⾃分に合った⽅法やスピードで
学習できる」（37％）が40％近くで並び、次いで「多様なリソース（情報や⼈）にアクセスできることで、
学びが深まる」（31％）が⾼い。

l時系列でみると、上位項⽬のうち「⼀⼈ひとりが⾃分に合った⽅法やスピードで学習できる」は2021年より
10ポイント近く低下したが、逆に「学ぶことへの興味がわき、学習へのモチベーションが上がる」「多様な
リソース（情報や⼈）にアクセスできることで、学びが深まる」が10ポイント近く上昇した。個別学習の利
便性だけでなく、モチベーションアップや学びの深化に期待する⾼校⽣が増加した。
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►保護者では「多様なリソース（情報や⼈）にアクセスできることで、学びが深まる」がトップ。
►時系列では「先⽣⽅の負担軽減・校務の効率化」の上昇幅が⼤きい。

l保護者にも同様に、ICT活⽤によってどのような変化や効果が期待できるかを尋ねたところ、「多様なリソ
ース（情報や⼈）にアクセスできることで、学びが深まる」（36％）が最も⾼く、以下「⼀⼈ひとりが⾃分
に合った⽅法やスピードで学習できる」（31％）、「学ぶことへの興味がわき、学習へのモチベーションが
上がる」（29％）が30％前後で続く。

l時系列でみると、⾼校⽣と同様に「多様なリソース（情報や⼈）にアクセスできることで、学びが深まる」
「学ぶことへの興味がわき、学習へのモチベーションが上がる」などの上位項⽬が上昇したほか、「先⽣⽅
の負担軽減・校務の効率化」も9ポイント近く上昇した。

!"#$%&'()*+,-./0123456789:;<=>?@ABCD !"#

!"#

$
%
&
'
(
!
)

"
*
+

,
-

#
.
/
0
1
)
2
3

4
5
6
2

$
7
8
9
:
;

4 <
-
=
6
>
9
?
@
.

A

%
B
C
D
,
)
E
!
F

2
7
G
2
3
4

7
H
5
6
I
J
K
L
9
M

3

$
7
G
I
J
N
O
P
!

Q

&
R
9
S
9
4

T
U
C
J
V
W
X
Y
Z
[

\
J
]
^
_

`
a
J
b
2

$
]
c
d
&

/
0
e
'
f
Z
g
!
h
R

i
,
j
k
7
G
9
2
3
4

?
@
.
6

%
l
m
n
&
7

G
o
p
>
&
9
q
?
7
?

G
2
3
4
r
s
.
&
4

`
a
t
J
u
v
7
G

"
w

x

#
&
y
z
{
|

$
7
G

}
~
9
•
8
4

€
R
g
•
R
o
‚
ƒ
„
B

…
†
‡
6
J
ˆ
‰
9
Š
_

‹
Œ
4

7
G
•
i

$
Ž
!
•
•
(

'
€
&
y
o
‚
ƒ
‘
4
5

6
2

$
T
U
J
`
a
,
’

“
”
•
J
–
9
S
9
4

—
J
˜

™
.
&
š

›
œ
•

žŸž   ¡ ¢£ ¤¥¦§  ¨©¤  ¤©  žª©ª žž©Ÿ žŸ©¦ žŸ©¦ ¤¨©  «©  ª©¥ ¤©¥ ¤ ©¦ ª©¨
žŸž¤ ¡ ¢£ ¤¦ž«  ¤©¦  ¥©Ÿ žž©  ¤ ©  ¤¦©  ž¤©  ¤«©Ÿ ª©¥ §©  ž©¤ ¤ ©Ÿ ¤Ÿ©¤

¬žŸž   ¡­®¯°
±²¯ ³´ ž¤Ÿ ¥¤©Ÿ  ¤©« žª©¨ ž¥©ª ¤ª©¤ ž ©  ¤ ©ª ¤Ÿ©¦ ¤Ÿ©¦  ©  ¤ž©¥ ¥©ª

µ´ ¤¤«Ÿ  ¨©¤  ž©¤ ž«©¨ ž¤©« ž¤©¦ žŸ©§ ¤§©¤ «©  ª©ž ¤©¤ ¤¥©ž ¨©¥
¶ §¤   §©   ž©Ÿ ž§©  žž©¨ žŸ©  ž¤©  ¤¥©« ¤Ÿ©ž ª©¨ ¤©  ¤¥©¥ ¦©ª
· §Ÿ¤  ¨©§  ž©¤  ¤©§ žž©¥ ž¤©ª žŸ©¦ ¤ª©¦ ª©ª ª©¨ ¤©¨ ¤ ©  ¨©¥
¸7¹º‡¢£ «¦Ÿ  «©ž  ž©¨  Ÿ©¨ ž¥©Ÿ ž ©§ žž©¨ ¤§©¨ ¤Ÿ©  «©ž ¤©¥ «©ª ¨©¦

»7 ª¤ª ¥Ÿ©¤  ž©ª  Ÿ©  ž¦©ž ž¦©¨ ž ©¤ ¤§©¦ ¤Ÿ©  «©§ ¤©¦ «©Ÿ ¨©¨
¼» ž¥  §©¦ ¥¤©§   ©  ¤¨©§ ž¦©Ÿ   ©    ©  ª©  ¤ž©¦ ½ ª©  ½
¾¿7[ ¤Ÿª  ž©¥ ž«©¨  ž©¥ ¤¨©§ «©  ¤¨©§ ¤¥©ª ¤¤©¤ ¥©¨ Ÿ©« ¤¦©§ §©¥

ÀÁ ¤¤  ž¨©¦ ž§©¥   ©¨ ¤¦©« ¤ž©¥ ¤¦©« ¤ª©¨ §©¤ ¨©ž ½ ž¤©ž «©§
7[¢£2ÂÃd.‚ƒo Ä¸„lš4 ¨¦  ¥ ©Ÿ  ¦©¤ ž«©« ž¨©  ž¦©¥ ž ©Ÿ ¤§©  ¤ž©¥ ª©« ¤©¤ «©¦ ¤©§
7¡,wÅZ7ÆZÇÈ)ZÉÆÊË2‚ƒ„lš4 ¥¥ª  ¨©¥  ž©¥  ž©¤ ž¤©Ÿ žŸ©  žŸ©ª ¤ª©  ª©  ¤Ÿ©  ¤©  ¤§©ž ž©Ÿ
ÉÌÍ-2‚ƒ„lš4 žª  ž©¤  ¦©§ ž¤©¥ ž¤©¥ žª©¨ ž¦©Ÿ ¤§©« §©¤ ¤§©«  ©¨ ž¤©¥ ½
ÎšÏ|lš&šÐ‚ƒÑ;Ò5ŒÓqÔ ¤ § ž«©ž  ¤©¥  Ÿ©§ ž¥©¤ ¤¨©¤ ž¤©ž ¤¨©ª «©¦ ¨©¨ ž©« ž ©¥ ž©ž

ÕÖœ!"J×¢£ØJÙÚ(È•
ÕÖœ!"J×¢£Ø6ÛÜ„lÝ Þ ¤ŸßàáSâšÝÝ Þ ¦ßàáSâšÝÝ ¤ŸßàáSãš äåæ ¤

çyzJ®
¯

¹º¸è
¯

éêëÉì‚ƒ
íî¯

Ÿ

¤Ÿ

žŸ

 Ÿ

¥Ÿ

¦Ÿ

žŸž¤¡ ¢£

žŸž ¡ ¢£

¶

·



39．⽇常のコミュニケーションや⾏動と教育改⾰を踏まえて特に⼼がけたいこと
1）⽇頃のコミュニケーションや⾏動
►⾼校⽣が感じている保護者との⽇常のコミュニケーションや⾏動の上位は下記のとおり。

1位：「あなたはどうしたい」「あなたはどう思う」とあなたの意⾒が尊重されている （74％）
2位：「⾃分で選択し、それに責任をもつ」ことが⼤切だと⾔われている （66％）
3位：あなたが悩んでいたり、うまくいっていないときに励ましてくれる （63％）

►保護者が実施している⼦どもとの⽇常のコミュニケーションや⾏動の上位は下記のとおり。
1位：「あなたはどうしたい」「あなたはどう思う」とお⼦さんの意⾒を尊重している （81％）
2位：「⾃分で選択し、それに責任をもつ」ことが⼤切だと⾔っている （76％）
3位：お⼦さんが悩んでいたり、うまくいっていないときに励ます （72％）
⾼校⽣、保護者それぞれに、⽇常のコミュニケーション・⾏動について14項⽬を提⽰し、それぞれの実施状況を尋ねた。
上位の顔ぶれは⾼校⽣、保護者で共通するが、スコアは保護者の⽅が⾼く、⾼校⽣の認識とのギャップがみられる。
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Ⅶ 家庭と⾼校の役割
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2）⼦どもとのコミュニケーションや⾏動のうち教育改⾰を踏まえて特に⼼がけたいこと
►保護者が、教育改⾰を踏まえて特に⼼がけたいと考えていることは、「『⾃分で選択し、それに責任
を持つ』ことが⼤切だと⾔っている」（38％）がトップ。
l保護者に対して、⼦どもとのコミュニケーションや⾏動のうち、教育改⾰を踏まえて特に⼼がけたいことに
ついて尋ねた。トップは「『⾃分で選択し、それに責任をもつ』ことが⼤切だと⾔っている」（38％）で、
次いで「『あなたはどうしたい』『あなたはどう思う』とお⼦さんの意⾒を尊重している」（33％）で続く。

l時系列でみると、上位3項⽬はすべて2019年から連続して上昇。4位以下の項⽬の多くは2021年より低下して
おり、特に「お⼦さんがチャレンジできる機会を作ったり増やしたりしている」「ニュースや社会の動きな
どについて⼀緒に考えたり会話したりしている」は連続して低下した。

►【保護者】⼦どもとのコミュニケーションで⼼がけていること ⾃由回答 
• 何に興味をもっているのかを知ること やりたいことをやれる環境を整えること。[北海道/⺟親/⼥/⼤学]
•「いつも応援している」と⼝に出して⽀援しています。[秋⽥県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•毎⽇、規則正しい⽣活リズムを作り、居⼼地の良い場所を保つ。[東京都/⺟親/男/⼤学]
•ポジティブな声かけ。[東京都/⺟親/⼥/⼤学]
•⾃分が親が⼿本になるようにしている。[福井県/⽗親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•スマホ情報だけに偏っているため、同世代の⼦どもたちが載っている新聞を切り抜いて⾒せたり、ニュースの話題を共有するようにし

ている。[静岡県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
•〜しなさいの命令⼝調をしない。[静岡県/⺟親/男/就職]
•⾳楽を聞いたり映画を⾒たり、リラックスする。[徳島県/⺟親/⼥/⼦の希望なら何でも]
• 将来に希望がもてるように、⾃分の成功体験や楽しかった経験を話す。[宮崎県/⺟親/⼥/⼤学]
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40．家庭と⾼校の役割に関する認識
►保護者は、「働く意義について教える」「将来の⽬標を持たせる」のは家庭、「学⼒をつけさせる」
「⼈間関係を築く⼒をつける」のは学校の役割と認識。
l⾼校⽣の教育に関する11項⽬を提⽰し、それぞれ「家庭」「学校」「その他」のうち誰の役割だと思うかを
項⽬ごとに選んでもらい、回答状況を分類した。

l「家庭のみ」の役割としてスコアが⾼いものは以下のとおりで、将来の社会⽣活に向けて働く意義を教えた
り⽬標をもたせる役割があると考えている保護者が多い。
• 1位：働く意義について教える （61％）
• 2位：将来の⽬標を持たせる （54％）
• 3位：⻑所や個性を⾒つけて伸ばす （47％）

l「家庭と学校」の両⽅が担うのは以下のとおり。3割を超えるものは「進路選択に迷ったとき相談に乗る」の
みで、それ以外は20％台が多く、「家庭のみ」か「学校のみ」かいずれかのスコアが⾼くなっている。
• 1位：進路選択に迷ったとき相談にのる （31％）
• 2位：⻑所や個性を⾒つけて伸ばす （23％）
• 3位：社会のルールを教え、マナーを⾝につける （23％）

l「学校のみ」の役割は以下のとおりで、学習に関する項⽬でスコアが⾼いものの、⼈間関係構築についての
指導も期待されている。
• 1位：学⼒をつけさせる （69％）
• 2位：⼈間関係を築く⼒をつける （52％）
• 3位：勉強する意味を教える （47％）
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41．進路指導への要望
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►⾼校の進路指導に対する⾼校⽣の要望は、「もっと進路に関する情報提供をしてほしい」が突出。
►保護者でもトップは「もっと進路に関する情報提供をしてほしい」。僅差で「進路について考えさえ
る体験・⾏動の機会をもっと設けてほしい」が続く。

l⾼校⽣に対して、⾼校の進路指導について要望することを尋ねたところ、「もっと進路に関する情報提供を
してほしい」（36％）が最も⾼く、以下「もっと⽣徒のことを理解してほしい」（22％）、「もっと職業に
関する知識をもって指導してほしい」（20％）などが20％前後で続く。

l時系列でみると、2019年から2021年にかけてすべての項⽬でスコアが低下したが、今回は「もっと⽣徒のこ
とを理解してほしい」「もっと⽣徒の意思を尊重してほしい」「もっと世の中・社会の動向を把握したうえ
で指導してほしい」などが2021年よりもやや上昇。第1位の「もっと進路に関する情報提供をしてほしい」
や、6位以下の項⽬については、さらにスコアが低下しており、“⽣徒を理解してほしい”という要望以外の、
情報提供などの要望は減少する傾向をみせている。

l保護者に対して、⼦どもの通う⾼校の進路指導について要望することを尋ねたところ、「もっと進路に関す
る情報提供をしてほしい」（41％）、「進路について考えさせる体験・⾏動の機会をもっと設けてほしい」
（39％）が40％前後で並んだ。以下「職場⾒学・インターンシップ（就業体験）など実際の仕事を知る機会
をもっと設けてほしい」などが続く。

l時系列でみると、全体的にスコアが低下しており、「特に要望がない」が増加した。
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